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０．妊娠したって、いつの間に？ 

１．マグロに呪われた女

２．救済と快感に浸る夜

３．呪いを解くために同棲ですか！

４．診察スタイルの言葉責めはズルイ

５．自覚した恋と呪いの終わり

６．さようならマグロ。こんにちは溺愛。









０．妊娠したって、いつの間に？ 








「彼女が妊娠したんだ」

　ご無沙汰していた彼氏に告げられた瞬間、明あか石し琴こと音ねは強く思う。そんな筈はない。

　どころか、ここ半年、セックスをした覚えがない。

　真剣な顔で告げる彼を前に、琴音が自分の腹をガン見して三秒。

「お前じゃない」

　さすが付き合って四年というべきか、同期のよしみというべきか。

　絶妙なタイミングでツッコミを入れた彼氏は、なんの悪びれもなく、琴音と同じ部署で働く後輩の名を上げ、責任を取って結婚するから別れてくれと告げてきた――。







１．マグロに呪われた女








　梅雨の長雨が続くせいで、開店直後のバーは空きが目立っていた。

　うなぎの寝床とでもいうのだろうか。表通りから路地に入った場所にあるバーは、細長い店内に添って一枚板のカウンターがあるだけで、テーブル席は置かれていない。

　間接照明とフットライトをメインとした店内は薄暗く、二つ席を離れればもう客の顔が見えない。それが今の琴音にはありがたかった。

　なんとなく目についた席に座り、出されたドリンクリストを適当に指差す。今は雰囲気を楽しむ余裕も、酒を選ぶ頭も持ち合わせてない。

　店内の照明を集めたカウンターの中では、バーテンダーがカクテルを準備していた。

　その見事な手際すら見ずに、琴音はうつむく。

　――最悪の金曜日だ。

　顧客である大学病院から、納品した機器が不調だという連絡を受け、昨晩からぶっ通しで交換、試験、手術立ち会いとやり、ようやく帰宅したのが明け方。

　仮眠を取って会社へ出勤しようとするも、ストッキングは足を入れた途端に伝線し、日焼け止め入りの化粧下地が切れた挙げ句、電車遅延で遅刻ギリギリという有様だった。

　その後、同期で恋人の関せき屋や隆りゅう介すけから、昼、一緒に食事をと誘われ気分が上がったのも束の間、行き先は会社近くの格安蕎麦屋な上、開口一番にフラれた。

　『彼女が妊娠している。来月末に結婚する予定だ』と。

　彼の話によると、どうやら自分は知らない間に、恋人から遊び相手に降格していたようだ。

　それだけでもパンチがきついのに、関屋が妊娠させた子は同じ会社、しかも、琴音のアシスタントを務める契約社員の伊だ達て志し帆ほだという。

　いつの間に、というのが第一の感想だった。

　琴音も、恋人の関屋も、同じ医療機器メーカーで働いている。

　二人は同期で、営業の関屋の仕事は、外科手術で使う医療機器の提案と販売で、琴音は技術営業として、納品後に行われる医師や看護師に対する勉強会の開催、実践フォローとして手術への立ち会いを担当していた。

　だけど同じ会社に勤める者同士。

　部署こそ隣だが、その気になれば毎日だって顔を合わせられるし、お互いの仕事具合も把握できる。――それが慢心だったのだろう。

　営業主任となったばかりの関屋は、ここ一年、まともにデートできないほど忙しいと、琴音に言い続けていた。

　琴音も同じような状況で、互いに、しばらくは仕事優先だねと苦笑し合っていたのに。

　会社と顧客先である大学病院をあくせく往復し、琴音が真面目に仕事で邁進している間、あちらは学会でのプロモーションにかこつけ、かわいい後輩を連れて、一泊、二泊と出張を重ね、しっぽり出来上がった上、きっちり種まで仕込んでいたというわけだ。

　手違いで部屋が同じになったとか、一緒に仕事して回れば情が湧くとか、恋人がいれば避けて当然のあやしい状況を、さも正当な理由のように語る恋人――いや、元恋人に、批難の目を向けた途端、相手は苛立ちを隠しもせず言い切った。

　『志帆が妊娠したんだから、しょうがないだろう』

　男らしく責任を取ると、偉そうな態度で口にされたが、責任という感覚を持ち合わせていたのであれば、〝そういうこと〟はしなかった筈である。

　なのに元彼は、琴音に追求の隙を与えず、メイクが手抜き、仕事を優先しすぎと駄目出しをし始めた。

　――嫌になったんだよ。かわいげの欠片もない仕事馬鹿なマグロ女を、一生抱いて生きていくのかと考えたら、俺、可哀想で。

　マグロとは魚のことではない。エッチが受け身で無反応なことを指す。

　――つまるところ、琴音のセックスは悲惨なほど下手という意味だ。

　身も蓋もない言葉を最後に、元彼は運ばれて来たざる蕎麦を三口で始末し、挙げ句、伝票を置いたまま立ち去った。

　残ったのは、琴音のシャツに飛ばされた蕎麦つゆの染みだけだった。

　四年付き合った同期の男から別れを突きつけられ、その上、奢るつもりもなかった蕎麦代まで払わされ、散々な気持ちで会社へ戻ると、女子トイレでは元彼を寝取った相手――伊達志帆が、似たようなタイプの女性社員たちと勝利宣言を上げていた。

　やっと別れてもらえたんだーとか、関屋さんには明石さんより志帆の方がお似合いだとか、祝福する言葉を前菜に、あとは琴音の悪口に移行する。

　背が高くて仕事が出来るからって調子に乗っている。服のセンスがない、化粧のノリがいつも悪い。細かすぎてうるさい。などなど。

　弁解させてもらうが、仕事が出来ると自分で思ったことは一度もない。

　自分が納品した医療機械が役に立ち、人が元気になっていくのを見るのが楽しく、のめり込んでいたことは認めるが、成績や労働時間で自慢したことは一度もない。

　服のセンスがないと言われても、セールス営業ではなく技術営業の琴音は、いつ病院から呼び出され、手術立ち会いになるかわからない上、そのまま待合室のソファで仮眠して仕事なんてことも多いので、身動きしやすく隙が少ないパンツスーツを心掛けているだけ。

　琴音以外にも四名ほど技術営業の女子社員がいるが、全員もれなくパンツスーツだ。

　非があるとしたら、メイクのノリぐらいだが、それだって仕事に忙殺される故に、手が回らないというだけで――したくないとか、わざとしてないとかではない。

（それに、細かすぎてうるさいと言われても困るというか。仕事を放置して合コンとか、度重なる遅刻とか、ごくまっとうに、口頭注意しただけですが）

　扱っているものは、医療機器という命に直結する品だ。数値の間違いや手順書のミスは大事になりかねない。

　万が一、医療事故が起きれば、病院からの訴えで社員何人もの首が飛ぶのに。

　本来なら、まとめ役である課長が注意すべき案件なのだが、弊社の女子営業アシスタントは、重役や取引のある医師の娘など、コネ入社が多いことから、課長の腰は引けており、いよいよとなってから琴音に頼る。『明石くん、同じ女性なんだから、ここは一つ頼むよ』と。

　上司から頼まれればサラリーマンに否応はない。

　結果、かなり気を使って柔らかく伝えているにも関わらず、憎まれ役となっていた。

「不条理だ……」

　店内に響き渡るほど盛大に溜息を落とす。

　不意打ちで別れを切り出された上、あっちからも、こっちからも女として駄目の烙印を押されてしまった。

　目の前に置かれた、わずかに琥珀色がかった液体のグラスを見ると、焦げ茶色の髪を一纏めにアップした女が、疲れた目でうなだれていた。

（……まあ、外見については、否定できない）

　一昔前の女教師みたいに、きちっとまとめた髪には艶が足りないし、ナチュラルすぎてメイクの痕跡すら見えない肌はどことなく張りがない。身体にぴったりしたスーツは機能性重視で、女らしい遊びや柔らかさが足りてない。

　目鼻立ちがはっきりしている上に、猫目のせいで気が強く見えるらしく、一人でも生きていけそうだの、男を養えそうだのと言われている。

　総合すると、くたびれたバリキャリ。

　あるいは、皆に頼りにされるのが嬉しくて、あれこれこなしているうちに、便利係に認定された学級委員。そんな感じだ。

　元彼と結婚する伊達志帆は、巻き髪がふわふわで、ピンクやミントグリーンといったお菓子のような色のファッションが似合う雰囲気だった。

　つまり、典型的なゆるふわ女子。守って甘やかしたくなるタイプ。さらに、シャツの袖ボタンが取れかけていたら、すかさず花柄のソーイングセットをポーチから出してくれる、女子力も高い系。

　出されたグラスを一気に呷り、やっぱり思う。不条理だ。

　好きだと告白され、相手の押しに負けて付き合った結果、自分とは真逆の家庭的そうなタイプの子と浮気して、妊娠結婚を報告された。

　これだけでも泣きたいのに、会社では恋敵が嬉しげに勝利宣言。周りは好奇心たっぷりの目で、お局――琴音の動向を観察しだす。

　そんな状態がいたたまれず、大学病院から呼び出されたのを幸いに職場から逃げ出した。

　が、トラブルは大したものではなく、今更、職場に戻って残業する気にもなれず、直帰の許可を得て、ぼーっと病院周辺を歩いているうちに、このバーに辿り着いた。

　飲もう。飲まなければやってられない。都合がよいことに、今日は金曜日だ。

　リストから適当に頼んだカクテルは、ベーコンと胡椒、それにメープルシロップの味がするウォッカだった。

　ウォッシング・ベーコン・ウォッカと記載された、肉料理の風味がある不思議な酒は、食事するのも面倒くさく、とにかく酔いたい気分にぴったりで、琴音は同じものを立て続けに三杯ほど空けてしまう。

　幸い、客はほとんどいない。来ても、一杯飲んで出て行く者がほとんどで、長居しているのは琴音と、少し離れた席にいる男だけだ。

（あの人、すごく姿勢がいい。スタイルも細身のスポーツ選手かモデルみたい）

　店内が暗く、相手の顔どころか髪型もあまりよくわからないが、影となって浮き立つ身体の輪郭や、目の前にあるグラスを気怠げに掴む手指の長さなどから思う。きっとイケメン。

　白衣でも着たら似合いそう。なんて感想が頭を過ったのは、職場より、顧客先の病院にいることが多いからか。

　男は仕事帰りらしく、わずかに崩れたスーツやくつろげたシャツから覗く喉元が、ちょっと色っぽくて気をそそる。

　そこでまた、琴音は落ち込む。

　男にだって色気があるのに、どうして自分は色気がないのか。というか、マグロなのか。

（一生マグロを抱いて生きたくないって……すっごいパワーワードだったな。クるわ）

　フラれたことや、浮気されたことより、もはやそちらで傷ついてしまう。

「マグロって言われても。よくないものはよくないんだもん……。わかんないんだもん」

　空きっ腹に酒を入れているからか、いつもより酔いが回るのが早く、そして深い。――その結果、二十八歳という実年齢からかけ離れた言葉遣いになっている。

「重いし、痛いし、唐突に始まって、よくわかんないうちに終わるし。皆が言うほどハマれないっていうか……。面白いのかとか思っちゃうと、なんか、うん」

　セックスのことだ。

　お人形より化学実験玩具が好きで、星占いより天体ショーにときめき、当然のごとく理工系総合大学へと進んだ琴音には、恋愛経験がほとんどない。

　彼氏だって経験だって、蕎麦屋で別れを切り出した関屋が初めてだ。だから比べるべくもないが、ネットやマンガの知識によれば――琴音はセックスであまり濡れない。

　指一本でもきついぐらいで、入れられると引き攣って、気持ちいいより痛いが先に来てしまう。

　慣れればよくなると我慢しても駄目で、変に手足が強ばる始末。

（一人でするときは、それなりにわかるんだけどな）

　あまりにも恋人とのセックスがぎこちないので、こっそり自分で試したことはある。といっても、せいぜい胸の先や下の尖りなど、敏感な部分を弄るぐらいだが。

　震えるような高揚感だとか、すっと抜ける感覚だとか、一人でやるとぼんやりわかるし、それなりに達ったような気もする。だが、二人になると途端に駄目だ。

　強すぎる力であちこち弄られ、ちくちくした痛みが気になって、うっとりとはなれない。

　密かに、自分は不感症なのではと悩んでいた琴音だ。マグロ発言は核爆弾並みに効いた。

　――気持ちがないのはしょうがない。別れを言い出すのが遅い不誠実男とやり直す気もない。子どもが出来たから結婚するというならなおのこと、どうしようもない。

　別れを切り出された瞬間こそは、好きなのにとも思ったが、ああも否定され、足蹴にされては百年の恋も冷めるもの。

　だけど。

「マグロって……不感症だから浮気されたって……結構、致命的じゃない？」

　店内で、ごほごほっと咳払いの音が聞こえたが、酔っ払っている琴音は気づかないまま、何杯目かわからないウォッシング・ベーコン・ウォッカを口に含む。

　四杯目あたりまでは、どこか止めたげだったバーテンダーも諦めたのか、奥の席にいる男がおかわりを頼んだのを機に、琴音に触れなくなっていた。

　――別に、致命傷じゃないだろう。もっといい男と恋をすれば。

　まるで、側で慰められているかのように、聞き覚えがある男の声が響く。

　誰だっけとは思うが、確かめるのが面倒くさい。きっと幻聴だ。

　それなのに琴音は律儀に、幻聴に内心を吐露していた。

「誰かを好きになっても、好きって言われて付き合うことになっても、捨てられるなら、恋する意味なんて……ないよ」

　先のことを考える。しばらくは仕事に打ち込めばいいだろう。けれど琴音は二十八歳。

　一人が寂しいと思う気持ちはあるし、結婚に対する夢や希望も、それなりにある。

　仕事も順調で彼氏もいるなら、なんだかんだで結婚して、子どもを産んで、手堅くも幸せな人生を――なんて思っていた。

　けれど、不感症だから、――セックスが駄目だからいらないと言われれば、どうしようもないではないか。

　このまま、ずっと、誰からも相手にされず、一人で生きていくのかと思うとやるせない。

　孤独な未来を認めたくないから、酔って全部を夢にしたい。

　ゆらゆら揺れる意識の中、遠い所で声が響く。

　捨てられるなら、恋する意味なんてないと繰り返す自分に対し、「そんなことはない」と、誰かの声が告げる。

「だってマグロだもん。マグロを抱いて一生を過ごしたくないんだって。でも、どうすんのよ。私、マグロに生まれたくてマグロになったんじゃない」

　支離滅裂に繰り返しながら、わずかに残った理性で思う。――ああ、悪い酔い方をしている。幻聴に絡んでる。

　だけど男にフラれ、寝取り女に馬鹿にされた日に、どうすればいい酔い方をできるのか。

　ぐらんぐらんと頭を揺らしながら笑ううちに、どんどん意識が危うくなっていく。

「だってね、ありえないでしょ。私には仕事が忙しいって言いながら、彼女とはちゃんとやることやってたんだ。デートしたり、イベントデーに盛り上がったり」

　――だったら明石もやればいいじゃないか。新しい恋。

　なんだこの幻聴。どうして自分の名前を知っているのか。あ、自分の意識だからかと思いながら、琴音は否定する。相手がいない。

　途端、幻聴はためらうように口をつぐみ、変な間が空く。

　ほらね、やっぱりね。幻聴だって私じゃ嫌でしょ。だってマグロだもん。

　酔っ払いらしく話題が回る。さすが回遊魚だと変なところで納得しつつ、男が止めるのも聞かず杯を呷る。

　好きって言われて、付き合っても、きっとマグロだとバレて捨てられる。

　マグロの呪いがある以上、もう恋なんて二度と出来ない。

　ああそうだ。自分はきっと、生まれつきマグロの呪いをかけられたんだ。魔女か、どこかの嫉妬深い女神かわからないが、一生、セックスが下手でつまらない女として捨てられる呪いがかけられてるんだ。

　素面でなくとも、病院に行った方がいいよ？　と言われてしまいそうな台詞を、なんのためらいもなく吐いた途端、それが真実のような気がして涙がこぼれる。

　ぼろぼろ、ぼろぼろと、情けなく涙をこぼし杯を重ねるうち、琴音の愚痴はだんだん細かく、赤裸々になっていき――。

　気がついたら、知らない部屋の、ダブルベッドの上にいた。






２．救済と快感に浸る夜








　――すごく暖かい。なんだか守られてる感じがする。

　肌から直に伝わるぬくもりに、琴音は頬をほころばす。

　気持ちいい。まるで子どもに戻ったように、誰かに大切にされている。

　こんなに居心地がよくて天国みたいな場所は、自分の家の寝床しかない。

　あれだけ酔っ払っていても、無事に帰れるものなんだなと感動しつつ身じろぐと、痛みとも疼きともつかないものが頭に走る。

　反射的に顔をしかめれば、耳元で誰かが尋ねてきた。

　――大丈夫か。

　低く、穏やかな男の声だ。聞き覚えがあるが、誰のものか思い出せない。

　ただ、別れた恋人でないことは、はっきりわかる。

　体育会系で、よくも悪くも猪突猛進でしかない元彼に、こんな理知的で冷静な声は出せない。

　だとしたら誰か。考えを巡らせようとするが、酔いから来る疼痛で思考が散らされる。

「おい。大丈夫か。息苦しくはない……と思うが」

　変なことを言うなあと思っていると、力なく投げ出していた右手首が掴まれた。

　男の指だ。硬くて、少し節があって――冷たく乾いているのが気持ちいい。

　火照った肌に触れた手は、揃えた人差し指と中指を使い、強すぎず、でも弱すぎない力で手首を探る。

「脈は正常だな。……おい、開くぞ」

「ぅぁ……？」

　なにを？　と聞き返すより早く、手首を握っていた手が肩に移動し、そのままぐるんと仰向けにされる。そこで琴音は、自分が枕に抱きつくような姿勢で寝ていたのに気づく。

　寝返りを打ったわけでもないのに、どうしてかと思った瞬間、渇いた喉が引き攣り、激しく咳き込んでしまう。

「ああ、そっちか。……ちょっと待っていろ」

　間を置かずして、プラスチックが弾けるような音がし、空気が大きく揺らいだ。

　なんだろう。自分の家なのに、自分以外の誰かがいる――？

　不思議に思い、まぶたを持ち上げようとするも重くて開かない。

　そうこうするうちに、喉元に乾いた手の甲を当てられ、そのまま顎まで撫でられる。

「ッ、ぅ？」

　息を詰め、いやいやという風に首を左右に振ると、大丈夫だと伝えるように頬が手で包まれた。

「悪いな。役得半分で」

　くすっと面白そうに笑い、どうして、そんなに楽しげなのかと気を取られた瞬間だった。

　ぬるっとしたものが唇に触れ、そのままぴったりと表面を覆ってしまう。

「ん……？　んんぅ？」

　柔らかく弾力のあるものの正体を探ろうとしていると、じわっと唇が濡らされていく。

（なんだろう？　甘い）

　わずかな隙間から口腔に染みだした液体を舐め、ますますわけがわからなくなる。

　甘く、少ししょっぱく――ぬるい。

　焦れったくなるほど少しずつ舌先に広がる味を確かめていると、受け止めきれなかった滴が口端から頬を濡らし、その気持ち悪さに口を開く。

　だが、琴音がそれを舐め取るより早く、押しつけられていたものの圧が増し、次いで、ぬるつくものが歯列を割った。

「ふっ……んんっ、ンン？」

　にゅるっとした感触をまとわりつかせて内部に入り込んだものが、自分以外の舌だと気づいた途端、先ほどより遙かに多い量の液体が、口腔に注ぎ込まれた。

「んぐ、ん、く……」

　得体の知れない状況にあわてふためき、ともかく異物を排除しようとくねらせた舌は、同じ感触を持つものに絡め取られ、より大きく口をこじ開けられる。

　甘くぬるい液体は、無防備に開かれた喉へとろとろと流れ込み、生理的な反応のまま琴音はごくごくと飲み干していく。

「イイ子だ。あと少しだから飲んでしまえ」

　身体を覆うようにしていた熱が離れ、水音がし、すぐまた口を塞がれ、渇きを癒すものが注がれる。

　それに従い、引き攣るような喉の痛みも、頭を疼かせる感覚も少しずつ消えていく。

　二日酔いを思わせる不快さは、口づけを重ねるごとに楽になり、連動して、琴音の舌の抵抗も和らぎだす。

　相手もそれを悟ったのか、強引だった舌の動きが緩くなり、なだめるように内部が舐められていく。そんなことを何度も、何度も繰り返される。

　最後だ、とひどく甘ったるく――そのくせ、どこか名残惜しげな声が落とされ、また、唇を奪われた。

　キスされている。遅れて理解した頭が告げるが、どうしてか抵抗する気になれない。

　どころか、口づけごとに楽になると気づいた身体が、勝手に相手に反応しだす。

「ん、ふ……。ぅ、ンン、……む、ぅ」

　今までの半量ほどの水気に物足りなさを感じ、身体をくゆらせると、くっ、と相手の喉が締まり――次の瞬間、今までとは違う意図を持って舌が動きだす。

　ざらりとした表面が頬裏の肉を舐め溶かし、次いで、歯列を奥から順番に舐め上げ、かと思えば、舌の裏側を丹念に舌先で辿られる。

「ンンッ……」

　緩く首裏に当てられていた手に力が籠もり、より喉が開かれると、今まで与えていた甘露を舐め取ろうとするように、口腔いっぱいに舌を含まされた。

　粘膜と粘膜が擦り合わせられる淫らな感触にドキリとし、肩を小さくそびやかす。

　口から逃しきれなかった吐息が鼻腔を抜け、アルコールの匂いと熱に酩酊させられる。

　両脇に投げ出されていた手が、すがるものを求めるようにして曲がるが、絹のように滑らかで乾いたシーツは、捕らえるたびに指先からするする抜けた。

（なんだろう。気持ち、いい）

　他人の舌が、悠然と琴音の中で泳ぐのに、そんな感想を抱く。

　そういえば、キスが気持ちいいと思ったのは、どれほどぶりだろうか。

　元彼である関屋と付き合いだした頃は、唇が触れるだけでドキドキしたし、こんな風に舌を絡められた時は、好奇心の方が勝っていて、感じるどころではなかった。

　けれどいつしか、重なり合う唇はセックスへの承認印でしかなくなり、舌を絡める淫らな駆け引きもなく、性急な愛撫は、恋人の義務として雑に繋がる手順の一部となりはてた。

　夢を見ているのか。あるいは時間が巻き戻ったのか。――それにしては、このキスは丁寧で執拗だ。

　くちゅくちゅと濡れ音を響かせ、お前は俺の獲物、味わうべきもの、と教え込むようにして、肉厚な舌の感触を内部へ馴染ませようとする。

　こんな動きは、まるで未知のものだった。

　誰かと比べようとしていることを察したのか、強引でありながらも優しかった舌の動きが急に変わり、今までよりきつく絡みつく。

　強く吸い上げられ、舌根が痺れ痛むと同時に、うなじの毛がざわりと逆立つ。

　甘い液体とは違う、粘性のあるものが口腔に溢れ、より一層生々しい感触となって舌の動きが脳に響く。

　同時に、自分に覆い被さる影がさらに肉体へと近づき、肌が熱を受け、炙られるようにじりついた。

　このままではいけない。圧倒されてしまう。

　舌を口蓋へと逃し張り付ければ、そんなことは無駄だと言いたげに、硬くした男の舌先が顎の方へ沈み、いやらしい動きで舌骨筋を舐め上げる。

　鼓動が跳ね上がり、鼻から漏れる息が甘く熟れた。

　自分のものとは思えないほど、媚びねだる鼻声が恥ずかしくて、身悶えた身体が、熱く、滑らかな肌に触れた。

　しっとりと汗ばむ肌が重なり、馴染む心地よさにうっとりし――、柔らかな乳房が、逞しい筋肉に覆われた胸板に押し潰され――これは男の肉体だと気づいた。

　瞬間、琴音は驚きに目をみはり、息を止める。

　ブラジャー、着けてない。

「……ッ！」

　あわてて手で肩や腕を探り、足を擦り合わせる。

　着ていたシャツやスーツがない。生まれたままの姿となるまで、残るはショーツ一枚のみ。

　こぼれんばかりに大きくなった琴音の目が、間近にある男の相貌を捉らえた。

　さらりとした黒髪に秀でた額。真っ直ぐに走る綺麗な鼻筋。張りのある綺麗な肌。

　耳下から顎までのラインはしなやかで、わずかに骨張っている頬が精悍で男らしい。

　切れ長な目を縁取るまつげは長く、伏せがちな瞳は黒く濡れ、そこから漏れる視線はぞくりとするほど色っぽい。

　怜悧とか秀麗とか、そんな単語が思いついて数秒。

　恐ろしい事実に気づき、琴音は身を強ばらす。

　反応に応答して、男が舌を抜き、唇を解いた。

「……意識、戻ったな」

　ニヤリと笑った男が、悪びれもなくそう言った途端、琴音はひああ、と色気もなにもない悲鳴を上げて飛び起きる。

「く、く……九く乃の重え先生ッ！」

　わあっ、ともう一度叫び、尻だけでずり下がり相手との距離を取る。

　すぐに腰がヘッドボードに当たり、それ以上逃げられない。

　青ざめる琴音の前で、男――九乃重は四つん這いとなっていた身体を起こす。

　ベッドサイドにあるランプの光を点け、堂々と腕を組み自分を見てくる相手を前に、琴音はごくりと喉を鳴らす。

　――間違いない。

　担当する大学病院で、心臓血管外科医をやっている九乃重律りつだ。

　いつもよりラフに崩れた髪型や裸の上半身にスウェットパンツという姿に迷いかけるが、異様に強い目力と、琴音の驚嘆など歯牙にかけない、堂々とした態度で確信する。

（なんで、なにが、どうして九乃重先生と！）

　夢や妄想にしても恐れ多い。

　九乃重律といえば大学病院でも名うてのイケメンで、理知的かつ端正な顔貌はもちろんのこと、陸上選手じみたシャープな体つきに加え、実家は由緒ある心臓外科系病院と、天から二物も三物も与えられた逸材である。

　当然ながら女性からの人気も高く、バレンタインにはチョコレートの山でデスクが埋もれ、当直と聞けば、差し入れを携えた女性スタッフが仮眠室前をうろうろし、食堂でうどんをすする姿さえ、すかさず盗撮されるともっぱらの噂。

　特定の彼女はいないらしいが、研修医時代は各病棟にセフレがいたとか。

　出入りの業者にすぎない琴音にまで噂が届くのだから、相当、派手に女性と遊んでいるのだろう。

　とはいえ、職場ではそういう素振りはなく、バレンタインのチョコレートにせよ、差し入れにせよ、一つだって受け取らないし、食事の誘いには絶対に乗らないと聞く。

　仕事にかこつけてデートの誘いをしようものなら、虫けらでも見るような目を向けられるし、告白に至っては秒で断られると、聞いているだけで腰が引ける塩対応である。

　聞いた噂とは真逆だが、おそらく、研修医時代の御乱行かなにかで揉めて、同じ職場の人間には手を出さない主義になったのだろう。それか、大人になって、上手くやれるようになったのか。

　ともあれ、仕事仲間の看護師や薬剤師ですらそうだ。出入り業者にすぎない琴音など、更に一歩距離を置かれた冷ややか対応をされるのが基本。

　つまり顔見知り程度の間柄だが、今のこの状況は、傍目にはどう見ても深い仲。

　これが外部に――特に、職場である大学病院のスタッフに知れたら、琴音など、よくて質問攻めか、根も葉もない噂の的になるだろう。悪ければ手術室で血祭りにされる気がする。

　あまり楽しくない未来にぶるっと震え、両肩を抱くことでさりげなく乳房を隠す。

　取りあえず、未来のことより目の前の男だ。どうにかして状況を知りたい。

　とはいえ、逃げ場のないベッドの上で、尋ねる相手なんて一人しかいないが。

「どっ、どっ、どうして九乃重先生が！」

　言葉がつっかえ、赤くなったり、青くなったりしつつ尋ねると、九乃重は肩から毛布を落としながら、うろたえる琴音の前にあぐらを掻いた。

「俺が行きつけにしているバーに現れて、飲んで絡んで、酔い潰れた挙げ句、そこからか」

　恋人に約束をすっぽかされたと言わんばかりの渋面で、九乃重は溜息を吐き、後頭部を手で掻き乱す。

「飲んで絡んでって……」

　一体なんの話かと言いかけ、はたと思い出す。

　フラれた勢いで街をさまよい、適当に入ったバーでヤケ酒していたことを。

　途中から客足が途絶えたのと、バーテンダーが黙って愚痴を聞いてくれるのに気を取られ忘れていたが、奥に一人で飲むスーツの男性がいたことを。

　グラスを握る手から見えた、骨太の手首がひどくセクシーで――それが、今、目の前にある九乃重のものと一致することを。

　さあっと頭から血の気が引く。

　あのときは気分が落ち込んでいたので、入店時に全体を見ただけで、あとはずっと手元を見ていたし、イケメンっぽい男性がいるなとは思ったが、それより失恋のショックをなんとかしたかった。

　だから酒にばかり意識を取られていて、まさか九乃重もいたなんて夢にも思わなかった。

（あっ……ありえない！）

　いくらショックだったからといって、顧客先の医師である九乃重に絡むなんてひどい。

　ああっと頭を抱え、琴音は往生際が悪く、今の状況を否定できる要素を探す。

「で、でで、でもですね？　九乃重先生と今ここにいる理由というのが」

　確かに九乃重は顔見知りだが、裸で付き合う間柄ではまったくない。

　どちらかといえば、その他の女性同様か、それよりややきつめに距離を取られていた気がする。

　手術用医療機器メーカーの技術営業として、器具操作についてアドバイスしたり、納品物の使用記録などを担当したりで、九乃重の手術に立ち会うことはあるが、その時も、簡単な挨拶を交わすだけで、個人的な会話をすることがない。

　六年前――九乃重が研修医で琴音が新入社員だった頃、何度か息抜きに雑談した覚えはあるが、互いの職務が板に付くに従って、個人的な接触は皆無となった。

　むしろ、ここ半月ほどに至っては、手術前後に物言いたげに睨まれていた。

　なので、触らぬ九乃重にはたたりなしと、営業スマイルで挨拶して切り抜けていたが。

　それはいい。というより、むしろ正しい。

　技術営業とはいえ、営業は営業。

　琴音は業者で、九乃重は顧客である大学病院の医師。個人的に付き合うことは禁止されていないが、互いに情がないのであれば、慣れ慣れしくしない方が面倒はない。

　なのにどうして、彼とベッドの中でほぼ裸状態でくっついていた上、キスしていたのか。

　目を白黒させながら泡を食っていると、九乃重がはーっと大きく溜息を吐いた。

「いる理由もなにも。明石が酔い潰れたし、終電はないしで、俺の家に連れてきただけだ」

　だけ、と言われてもと視線を巡らせる。

　大人二人が寝ても充分に広いワイドダブルのベッドに、おしゃれな黒のスタンドライト。

　シンプルなナイトテーブルの横には、背板のない三段型のデザインシェルフがあり、ミネラルウォーターのボトルや、寝る前に読むと覚しき本や雑誌が入っている。

　どことなく乱雑だが、ファブリックがブルーグレイで統一されていることや、ものの数が少ないので散らかっては見えない。

　雑誌から切り抜いたような大人の男、それも若くして成功した男の寝室だ。

　ここが九乃重の――と感嘆しかけ、琴音は思いっきり頭を横に振る。

　そうじゃない。

「私なんか、酔い潰れたならホテルに突っ込んでおけばよかったのに、どうして……」

　わざわざ自分の家に連れて来て、しかもお互い半裸だなんて、どう見ても事後か、これから事に及ぼうとしたところではないか。

　なのに九乃重は、ぴくっと頬を引き攣らせ、琴音を睨む。

「私なんかとか、本当に……。なんというか」

　いつもは歯に衣を着せない九乃重が、らしからぬ鈍さで言葉を途切れさせ、それから、はーっと大きく息をついた。

「ったく。……急性アルコール中毒ギリギリまで飲んでいただけはあるな。完璧に忘れてやがる」

「え……と？」

「大体な、目の前で酔い潰れた明石を放置して帰宅して、その後、バーだか、預けたホテルだかでお前が体調悪化して、救急車沙汰になった場合、職務上、俺が責任を追及されてもおかしくないんだが」

　指摘されて気づく。そうだった。

　九乃重は医師だ。そんな彼の前で――親しくはないとはいえ――仕事上で付き合いのある自分が酔い潰れ、救急車で運ばれた場合、状況によっては〝医師のくせに、相手が急性アルコール中毒となるのを止めずに看過した〟と業務上過失の責任を問われかねない。

「じゃあ、この格好は」

　自意識過剰な勘違いにかあっと肌を赤くすると、釣られたのか、九乃重も目元に朱を刷いて視線を背ける。

「スーツのまま転がせないし、低体温に入りそうだったから人肌で温めてただけ。あと、脱水しないように、スポーツドリンクは何度か入れた。……やましいことはまだしてない」

　医療処置を匂わせる後付けに、安堵半分、落胆半分を抱く。

　なにを勘違いしているのだか。

　四年付き合った彼氏ですら見捨てる、マグロで魅力のない自分が、すべてに恵まれ、選ぼうと思えばどんな女性も望める九乃重とどうにかなるなんて。

　自意識過剰だ。身の程をまったくわかってない。

　九乃重をどうにかできる魅力があるなら、最初からフラれたりしなかったのに。

「そう、ですよね」

　つぶやいた途端、酔いとパニックで収まっていた劣等感が、ぶり返してきた。

　やっぱり、自分には恋愛や結婚は無理なのかなと思いつつ、それでも琴音は、九乃重に気遣わせまいと空元気の笑顔で礼を言う。

「えと、ご迷惑をおかけしました。もう大丈夫だと思いますので、タクシーを呼んでいただければ」

　辺りを見回せば、部屋の角に琴音のスーツが吊してあり、その下にビジネスバッグも置いてある。

　そそくさとした動きでベッドから抜けだそうとした途端、腕を掴んで引き倒され、九乃重が上から覆い被さってきた。

　あっという間に組み敷かれ、お礼は後日でいいかな。バーの支払いは……なんて、あえて実務的なことを考え、現実逃避していた頭が真っ白になる。

「な、な……なんですか」

「なんですかもクソもないだろう。お前、状況がわかってんのか」

　これから駆け出そうとする獣のようにぶるりと頭を振り、九乃重が吐き捨てる。

「アル中寸前まで酔い潰れるほど傷ついて、自分が泣いてることもわかんないまま笑ってる明石を、こんな夜中に、はい、そうですかで帰せるとでも？」

「いや、そんな風に聞かれても。……あ、身体のことを心配されているんでしたら、もう大丈夫ですので」

　むしろこの状況が大丈夫じゃない。

　ショーツ一枚のはしたない姿で、さほど親しくない男から組み敷かれている状況が、もう、琴音の知る常識からかけ離れている。

「いや、えっと、その、あの……だ、大丈夫というか、大丈夫じゃないというか」

　相手を刺激しないようにそろりと手を上げ、胸を押して距離を取ろうとするものの、掌が九乃重の肌に触れた途端、ひゃあっ、と変な声を上げてしまう。

　しっとりと汗ばんだ肌の質感や、熱はもちろん、一瞬だけ掌越しに感じた鼓動に、心がうろたえる。

　普段は服で隠れているが、九乃重の身体は、ちょっと触れただけでわかるほど、隙なく鍛えられていた。

　首筋から鎖骨のシャープな線に、広い肩幅。

　適度に弾力があり、しなやかに表面を覆う筋肉の緻密さ。

　そして肉体から放たれる濃い雄の香りに、琴音としてではなく、雌としてどきりとしてしまう。

（スマートに見える白衣効果というか、着痩せするタイプというか）

　手に残る、逞しい身体の感触に唾を呑む。

　病院に泊まり込むのもしばしばなのに、九乃重はいつ、こんなにきっちり鍛えているのか。

　胸元を見ていた目は、いつの間にか、二の腕や脇、そこから腹へ向かって走る筋肉などを追っていた。

　息継ぎごとに隆起しては、ひくっと腹筋が引き締まる様子は、なだらかな自分のものとはまるで違い、硬さや仕組みがどうなっているのかと、好奇心から触れてみたくなる。

　自分の方へと引いた指先を、かすかにわななかせていると、沈黙の先を知ろうと、ひたむきに琴音を見つめる九乃重と目があった。

「あのっ、大丈夫じゃないと思うんですよ。この状況。誰かに知られたら、絶対に誤解されちゃうというか。九乃重先生にご迷惑をおかけするというか」

「別に。……俺に迷惑なことなんて一つもないし、誰かに知らせるつもりもない」

　まったく引く気のない言動に、身悶えたいほどの羞恥を覚えた。またやってしまった。自意識過剰の上塗りだ。

「あっ、そ……そうですよね！　私なんかに手を出したとか、すごい不名誉というか」

「だから。……なんでそこで、〝私なんか〟なんだ」

　うなり声じみた低い声で指摘され、琴音は身を強ばらす。一体、なにが九乃重の気に障ったのかわからない。

　普段であれば、そこで冷静になって仕切り直しを提案するが、今の琴音はしこたま酔った上、浮気されて捨てられたという、自己評価最低状態だ。

　ともかく原因を探らなければと、九乃重の真意を深く考えることもなく、ひたすら墓穴を掘りまくる。

「や、ほら。私……その、彼氏が寝取られちゃうぐらい、魅力のない女ですし」

「男に見る目がなかっただけだろ。真面目で、仕事の時はきっちりしてるからわかりづらいかもしれないけど、明石は、気が抜けてる時は、結構、めちゃくちゃかわいい」

　怖いぐらい真剣な顔で褒められ、琴音は赤くなる。

「あっ、ありがとうございます……じゃなくて、彼女！　九乃重先生の彼女とかは」

「……悪いけど、誰かさんのおかげで四年以上フリーだな」

「誰かの為にフリーって、好きな人がいるってことじゃ……」

「いて悪いのか」

　九乃重の目がぎらりと鋭くなり、琴音は身を竦ませる。

「いや、だって……その子に悪いですよ！」

「この期に及んで、わからないのか。……もういい。俺が好きな子が、どの子かわからないなら、黙ってろ」

　問い、答えられるごとに、琴音を閉じ込める腕が曲がり、四つん這いとなった九乃重の上体が迫ってくる。

　そのたびに空気が濃密になり、自分を捕らえる男の存在に圧倒されていく。

「酔ってるし、気持ちの余裕もなさそうだし、今夜は介抱するだけで止めておこうと思ったんだけど」

「思ったんだけど!?」

　動揺して完全に裏返った声で聞き返すと、相手は悪魔のように目を細め、額をこつりとぶつけてきた。

「あんまりにも地雷を踏み抜かれたから、ちょっと身体でわからせようかと」

「ひっ……！」

　互いに合わせていた額を、こめかみから頬へと滑らせ、は、と熱い息を琴音の耳朶に吹き込みながら、九乃重が琴音を抱きしめてきた。

　皮膚と皮膚が重なる生々しい感触に息を詰め、身じろぐも、閉じ込める腕はまったく揺るがない。

　肌を炙るような九乃重の体温に当てられ、琴音はどんどんのぼせてしまう。

　速まる呼吸の苦しさに身じろげば、空気が対流して、九乃重の肌の匂いが鼻腔を満たす。

　ヴァーベナというハーブとレモン、それに石鹸が混じったような、清潔で爽やかな香りが過り、次いで、ぞくっと腰に響く異性の香りが広がる。

　汗臭いとか獣臭いのとは違う、かといって花や果実みたいな甘く美しいものではない。ひどく本能的で――だからこそ胸を騒がせる匂いだ。

　視線を繋がれ、体温で圧倒され、匂いの粒子に脳を浸され――あらゆる部位を使って、九乃重は琴音の意識を自分へ縛り付けていく。

　逃れようがない。きっと食べられる。

　わかりつつも、琴音は悲鳴じみた声で叫んでしまう。

「だっ、駄目……！　それ以上は駄目っていうか、あの！　私、食べても美味しくありませんから！」

　目を泳がせると、九乃重は肘を突き、両手で琴音の頭をかき抱きながら笑う。

「美味しいかどうかを決めるのは、明石じゃない」

　意味深に口端を持ち上げられ、これは本気だと確信する。

　どうして九乃重とこうなってるかなど、もはやどうでもよい。

　彼氏と別れたその日に、とか、酔いの勢いでとか雑多な言い訳が頭を満たすが、それらを一瞬で蹴散らすほど、九乃重の笑みは色っぽすぎた。

「嫌か」

「嫌でないとか、そうじゃなくて！　あの、私、マグロなので！　一生ものの冷凍マグロ級の不感症なので、きっと、楽しくないというか」

　切羽詰まった弾みで、一番伝えたくなかった理由を挙げてしまう。

　思わず息を詰め、唇を噛む。

　爆笑されるのを予測し、目を閉ざし身を固くして数秒後、九乃重が琴音の肩口に顔を埋め、やるせない吐息をこぼす。

　耳朶をかすめる息の熱さに、ぞくっとして身を震わせた。

　だが、九乃重にはそれが琴音の怯えに見えたらしく、なだめるように頭を撫でられる。

「……絶対、失望されると思うんです。だから、その無駄なことは」

「無駄じゃないし、失望なんかしない」

「なにを根拠に……」

「そっちこそ、なんでそんなに頑ななんだ。……フラれた理由がそれだからか」

　核心を突いた一言に、ひゅっと息を詰めた時だ。

「だったら、試してみないか。明石」

「た、ため、試すってなにを」

　震える声で聞くと、九乃重はからかうように目を細め、薄らとした笑みを刷く。

「お前にかけられた〝マグロの呪い〟を、俺が解けるかどうかを」

　最初から、そういう約束だったし。

　言うなり、九乃重は唇を重ねてきた――。

　

　

「んむっ……ぐぐぅ……ん、ンンッ！」

　九乃重先生と呼びかけた声は、奥深くまで差し込まれた男の舌によってすり潰され、たちまち意味のない呻きに変わった。

　突然始まった深すぎるキスに混乱し、とにかく逃れようと手を相手に押し当てるが、九乃重の身体はびくともしない。

　どころか、相手の強さと大きさが掌越しに伝わってきて、余計に頭が働かなくなる。

　なんとかしなきゃと考え、かかとをシーツに押しつけるが、膝が曲がった途端、すかさず脚を絡められ、いとも容易く固定されてしまう。

　貪るような激しさで舌を吸われ、含まされ、奥歯の下を丹念に舐められ、生理的な反応から唾液がとめどなく湧いてくる。

　ぴちゃ、くちゅ、という濡れた音に、息継ぎの呼吸音が混じり、まるで飢えた獣が食事しているようだ。

　含まされている舌は肉厚で、口腔いっぱいを思うままに蹂躙しながら、琴音という存在を貪っていく。

　粘膜同士が擦れる濡れ音がひどく淫らに聞こえ、興奮を煽られた身体が熱くなる。

　心臓は早鐘を打ち、耐えきれない羞恥で頭がぼうっとしだす。

　先ほどの、脱水症状を緩和する時の口うつしとはまるで違い、九乃重は淫らに、強引に、琴音の内部を暴いていく。

　あまりにもみっしりと内部を満たされているため、口から漏らしきれない息が、ふーっ、ふーっと鼻孔から抜けていく。

　信じられないほど生々しく、大きく響く音が恥ずかしい。たまらず琴音が身を竦ませると、首筋を支えていた九乃重の指が、優しくうなじをくすぐった。

　――かわいい。そんなに恥ずかしがって。

　そう言いたげに指の腹で皮膚をなぞり、遅れ毛を揺らしながらも、九乃重は、一切責めの手を緩めない。

　酔いが多く残る上、執拗で深いキスに翻弄され、琴音の理性はあっという間に崖っぷちまで追い詰められる。

　駄目だ、止めなきゃと思っていた気持ちが、男の舌や肉体から与えられる熱により、どろどろと溶けていく。

　それに従い、相手の胸板を押していた手の力が緩みだす。

（止めなきゃ、って、どうして、止めなきゃ駄目なんだっけ……）

　ぼんやりと頭の奥で思う。

　九乃重とは顔見知り程度の仲で、自分は彼にフラれたばかりだが、これといって強く否定するような理由でない気がしてきた。

　マグロと言われて捨てられたことも、今はそれほど重要だと思えない。

　――九乃重がいいなら、いいではないか。

　これほどの美貌を持つ男に平凡な琴音が抱かれるとは恐縮だが、相手が試したいというのなら、それも酔った余興の一つではないか。

　散々な夜に、散々な出来事があと一つ加わったところで、琴音の未来は変わらない。

　妊娠させた浮気相手と結婚する――そんな最低な理由で、最低な捨て台詞を残して捨てられた傷を抱え、恋愛に怯え、踏み出せないまま婚期を逃すに決まっている。

　仮に誰かと付き合えたとして、不感症で抱くことが苦痛な女など捨てられる。それぐらいなら、最後に、この男に抱かれて終わりにするのも悪くない。

　九乃重だって、楽しめないとわかれば、そう深入りもしないだろう。

　職場で顔を合わせた時、多少、気まずくなるかもしれないが、もとから距離のある付き合いをしていた人間だ。離れることは難しくないに違いない。

　なにより、琴音自身が求めだしていた。

　情けなく浅はかなことではあるが、恋人に捨てられ、女としての立場をめちゃくちゃに傷つけられた夜ぐらい、すがれる誰かが欲しかった。

　見た目より寂しがり屋な琴音の本性が、このぬくもりが欲しいと訴えていた。

　――〝マグロの呪い〟を解いてみたいのなら、試すだけ試してみればいい。

　半分やけになった途端、九乃重を押していた指先から力が抜けた。

　琴音から抵抗の意思が薄れたのに従って、九乃重のキスも、奪い、圧倒するような激しいものから、舌と舌が甘く抱擁しあう優しいものへ変化した。

（なんだろう。酔っているからかな。……気持ちいい、気がする）

　元彼としていたキスとは、なんだかやり方が違う。

　強引ではあるが乱暴でなく、執拗で余裕を奪うほど翻弄するのに、どこか優しい。

　甘く、丹念なキスに導かれ、琴音も無意識に舌を動かしだしていた。

「ふ……、ん、……んん」

　まるで互いを溶かしあうようにして、口腔を交互に舐め回す。

　誘うみたいにして舌裏を突かれ、むずむずする感覚に舌を逃せば、すぐ先回りされ、いやらしく絡みつく。

　かと思えば、卑猥な音を立てて舌をすすられ、相手の内部で泳いでいる。

　次第に唾液が混ざり合い、攪拌されるごとにとろみを増して、喉から胃へと落ちていく。

　他人の体液など気持ち悪くて当然の筈なのに、今の琴音はなんの疑いもなく、赤子が乳を飲むように、こくこくと喉を動かし、溢れそうになるものを受け入れていた。

　そのたびに、自分にキスを強いた男が喜悦に目を光らせ、欲情を隠さぬ顔になっていくのが、生理的な涙でぼやけた視界越しに見える。

　ちゅく――っと小さな水音を立てて舌が抜かれた時、琴音は我知らず、甘えた鼻声を出していた。

「かわいい、声だな。……色っぽい」

　はあっと息を凝らし、荒れそうになる呼吸を堪える男の姿に、胸がときめいたのも束の間、首裏にあった九乃重の手が肌を滑り、途中でわざと鎖骨を引っ掻き喉元へ回る。

「あっ……！」

　声を上げた時にはもう、すっぽりと両方の乳房が九乃重の手に包み込まれていた。

　恋人でもない男に胸を触られ、うろたえている間に、ぐにっと柔らかに揉まれだした。

　果実をもぐみたいにして指を沈め、かと思えば、重みや感触を確かめる風に下から揺らす。

　ふるん、ふるんと、男の手の動きに合わせて動く膨らみは卑猥だが、これといって特別に感じるものはない。

　風呂で洗う時に、自分で触るのと同じで、表面的な振動やぬくもりが心地よくはあるが、それだけだ。マッサージやエステを受けるのと、さほど違いがないように思える。

　他の女の子は――たとえば、元彼と結婚する後輩などは、違うものを受け止めて返せるのだろうか。自分はやっぱり駄目なのだろうかと失望しつつ視線を上げると、真っ直ぐにこちらを見つめてくる九乃重と目が合った。

　どうせ琴音の表情なんてどうでもよく、乳房という玩具に夢中になっているだろうと思っていたので、完全に不意を打たれた。

「っ、え？　は？」

　色気があるとは思えない、素っ頓狂な声を出す琴音をいぶかしんだのだろう。九乃重は、両方の膨らみを丁寧にもみほぐしながら問いかけた。

「どうした」

「いや、えっと、その……」

　見られているとは考えてなかっただけに、反応に困る。

　しかも、熱に潤み、朱を目元に刷く九乃重の眼差しは――多分、欲情していた。

　琴音の内心を探り、求めるような九乃重の眼差しにうろたえると同時に、身体のあちこちが熱を孕む。

　顔立ちが整っている男が、自分しか女がいない。欲しくないという風なひたむきな目で見ているのだ。面映さを覚えても仕方がない。

　顔を真っ赤にして相手を見ていると、ふと九乃重が表情を緩め、思わせぶりに視線をずらす。

　鼻先、唇、喉――それから胸へ。

　普段は服で隠している部分を、これからじっくり見られるのだと意識した途端、強烈ないたたまれなさが込み上げ、琴音は身悶えしてしまう。

　顔を見られるだけでも恥ずかしいのに、身体を――それも性的な部位を暴かれていくなんて。

　ぞわっと身体中の肌がわななき、産毛が逆立っていく。

（なんだか変だ。……視線が身体を這うごとに、手足がそわそわしだすというか）

　馴染まない感覚に、腰をもぞつかせたのも束の間。

　次の瞬間、琴音は情けないほどうろたえた声を上げてしまう。

「ひあっ、……っ、あ！　わ、わ」

　鎖骨から胸の谷間辺りに目を落としていた九乃重が、唐突に顔を肩口に伏せてきたのだ。

　ぬるりとした感触が耳の根元から頸動脈に従い、首筋をなぞる。

　見られる羞恥と緊張に張り詰めた身体は、いとも容易く男の施す愛撫に反応した。

「や、あ、あ……、あ！」

　濡れた舌が首筋から鎖骨、胸の谷間と辿り進むのに従い、ぞくぞくとしたものが肌から肉へと染みこんでいく。

　むず痒いような、それでいて痺れるような感覚はもどかしく、どう反応したらいいかわからない。

（なに、これ……。身体のあちこちで電流が弾けるみたい）

　馴染まない刺激に驚く。九乃重が触れる先から、肌が敏感になっていくのがわかる。

　呼吸を凝らし、手足の先に力を込めて慣れようとするが、そんな琴音をからかうように、九乃重は肌を吸ったり、歯で甘噛みしたりして、集中を散らそうとする。

　ちゅ、ちゅ、と唇が立てるかわいらしい音に反して、身を打つ刺激は強烈で、紅い鬱血が残された場所から、鼓動を逸らせる疼きが募り広がる。

　たまらず身を捩ると、胸の膨らみを支えていた九乃重の手が肌を滑った。

「ひあっ……！」

　脇と胸の境目を指で撫でられた途端、自分でも意図しない声を出してしまい、琴音はあわてて口を塞ぐ。

「ああ……、そういうことか」

　一体なにに得心したのか、九乃重は横乳の部分を指で叩き、軽い振動を与えながら、薄らと笑う。

「ここ辺りから、こうだな」

　琴音の脇に指先を当てた九乃重は、いやらしい動きでつうっと乳房の際を撫でた。

「ひゃっ、んっ……、ッ」

　くすぐったさと似ている、けれどそれより強く、身を騒がせる感覚に声を漏らす。

　同時に、頭の中が一瞬真っ白になる。今の声はなんだったんだろう？

　不意を打って漏れた喘ぎに、他ならぬ自分がたじろいでしまう。

　気のせいだ。なにかの弾みで――と、声を我慢しようとするのに、九乃重はもっと声を聞かせろとばかりに、そこばかりを執拗に指で辿る。

　勝手に手足がびくびくと震え、怖いわけでもないのに身体が竦みだす。

「やっ、も、……なん、で。そこばっかり」

　擦られるたびに熱を持ち、敏感に疼く場所を繰り返し弄られ、琴音が拗ねた声を出すと、九乃重はふと指を立て、胸の横から脇と、つぶやきながら押し辿る。

「前ぜん腋えき窩かから胸きょう骨こつ傍ぼう……で、鎖骨下、は少しズレてるか」

　楽しげに口ずさみ、九乃重は、探るように胸の横を指でぐりぐりと押し回すのだが、その度に、琴音はやるせない震えと疼きに襲われた。

「な、ん……で」

　造作もなく、自分に未知の感覚を教える男に目を向ければ、彼はふと笑う。

「ここから、ここまで神経が走ってるんだけど」

　医師らしい台詞を、医師らしさの欠片もない意地悪な表情で伝え、九乃重は琴音の耳元へ顔を寄せてきた。

「……お前、脇から耳がかなり弱いだろ。琴音」

「えっ、なんでそんな……、ひゃっ！　やっ！」

　笑い声が耳孔に吹きかかった瞬間、先ほどとは比べものにならない、切ない疼きがせり上がってくる。

　混乱しつつ、反射的に身を竦めるが、逃すものかと言わんばかりの勢いで、九乃重が両肩を掴み、シーツに押しつけた。

　琴音の問いをはぐらかした九乃重が、思わせぶりにつぶやく。

「息を吹きかけただけでこれか。……愉しくなってきた」

「愉しくって……、あ、やっ、やだっ！　耳元で笑わないで！」

　笑った九乃重の吐息が断続的に鼓膜を震わすのに合わせ、身体が芯から疼き震える。

「こんな風に、されたことは？」

　余裕を見せつけ、意地悪な声色で尋ねられた琴音は、子どものようにぶんぶんと顔を横に振りたくる。

　耳なんて愛撫されたことがない。なんとなく汚いからと避けられ、胸や女陰などのわかりやすい部分ばかり弄られ済まされたからだ。

「いや……耳とか、触られたことも、こんな風になったこともな……っ、は！」

　伝えようとするも、九乃重は琴音が言い終わる前に、かぷりと耳殻に噛みついた。

「……っ、ひ！」

　ちくりとした痛みに続き、うなじの毛を逆立たすほどの衝撃が男の噛み痕からにじむ。

「正解。……なるほど。迷めい走そう神経が緊張で過敏になるか、神経終末が多いんだろうな」

　納得した様子で、小難しいことを九乃重が言う。

　それから軽く、歯で耳殻を挟んだまま、二、三度、舌で耳朶を弾いて琴音の反応を伺う。

　震えるような刺激が走り、身体が小さくびくびくっと跳ねる。

　だが、痛みはなく、疼きは、骨の髄まで響いたあと、切なさを伴い、波紋のように手足へ伝わる。

　胸が締めつけられているようだ。けれど苦しくない。どころか、腰のあたりがひどく痺れて、じっとしていられない気分にさせられる。

　肌も敏感になっているのか、九乃重が身動きしたり、尻の下でシーツがよれたりする様子が、はっきりとわかる。

　落ち着かなさのあまり、もじもじと足を擦り合わせていると、九乃重が唇で耳全体を包み込んできた。

「ふあ……あん……ンン、う」

　舌先を耳の窪みや突起に添わせ、あるいは、全体を押し潰すようにして、ねろねろといやらしくねぶられる。

　未知の刺激に心臓が跳ねた。

　衝撃に目を閉ざすが、熱くぬめるものが耳を舐める感覚は消えず、どころか、余計に生々しく脳に刻まれて、鼓動が恐ろしいほど速まっていく。

　忙しなく跳ねる心臓に連動して、琴音の身体が間断なく震えだす。すると、肌にわだかまっていた悦がじっとりと血ににじみ、疼きとなって身を縛る。

「ひ、やあぁッ……だ、っ、そこ、汚いっ、て」

「別に。汚くない。綺麗な形だし、小さくてかわいくて…………よく感じてる」

　言うなり、九乃重が尖らせた舌先を耳孔にねじ込んだ。

「くぁ……あああ、んんふ……ッ！」

　ぐちゅ、ぶちょっという淫らな音が脳に伝わるごとに、電流のようなものがまぶたの裏に弾け、卑猥なうねりが下腹部を騒がす。

　よくわからない衝動に追い立てられ、琴音の精神がどんどん切羽詰まっていく。

　うずうずするものから逃れようと腰を揺らすも、脚をがっちりと絡め押さえられていて上手くいかない。

　手だって、いつの間にか、九乃重の左手により頭の上に固定されていて、指ぐらいしか自由にならない。

　完全に囚われた獲物の体で、琴音は男の思うままに、愛撫に踊らされる。

「あっ、やっ……んあああ」

　甘え濡れた声で訴えるが、九乃重はまるで聞かず、どころか淫らな指戯を加速させる。

　胸の際をなぞっていた指が乳首を捕らえ、くにくにと弾力を確かめながら揉み捩る。

　同時に、余る薬指と小指で丹念に乳房の付け根を擦り、なぞる。

　一カ所でも耐えられないぐらい感じるのに、耳と脇どころか、過敏に尖り膨れた尖端まで愛撫され、琴音は涙目になりつつ訴える。

「そ、そこ。やあ。そこ、やだっ……耳は駄目。脇も無理ぃ」

「聞かないね。……もっと、嫌と言えないぐらい悦くなってしまえ」

　そんな意地悪なことを口にしながら、九乃重はどんどん愛撫を強めていく。

　感じ、身悶え、あられもなく啼き喘ぎながら、琴音は自分を翻弄する甘い苦痛の正体を知る。

　――これは快感だ。

　まだ決定的な部分は触れられてもいないのに、琴音は九乃重の与えるものが、快感だとはっきり理解した。

　顔どころか頬まで唾液が伝うほど、べちゃべちゃに耳を舐め遊ばれ、手足を拘束されているというのに、全然、不快でない。

　それどころか、弾けそうな欲求が、どんどん身体の奥にわだかまりだす。

（身体を縛る、この甘苦しいもどかしさをなんとかしたい！）

　どうして、恋人でもない九乃重の指戯が、こうも悦に響くのか。理由を知りたくはあったが、それより早く、熱に浮かされ揺れる肉体をどうにかしたかった。

　けれど、元彼はもちろん、自分でした時も、これほど感じたことはない。

　九乃重だけだ。この男だけが淫靡な呪縛から琴音を解放できる。

　なのに当の九乃重は、焦らすように下腹部や脇をなぞるだけで、肝心の場所に触れてこない。

　絡め押さえられた脚に力を込め、どうにか寄り合わせた瞬間だった。

　ぬめり滑るものが秘処を撫で上げ、琴音はびくりと身を跳ねさせる。

　汗とは違う卑猥な感触がなにかわからずうろたえた琴音は、すぐ、それが、自分の内部からこぼれた淫汁であると理解し、目をみはる。

「不感症ってわけじゃ、なさそうだな」

　悪戯が成功した少年のような顔で告げた後、九乃重は下着の上から琴音の秘部に手を当て、濡れていることを教えるように、布の上から秘裂をなぞる。

　卑猥な形を浮き立たすようにして指先でなぞられるごとに、布下に隠れる花唇がひくっ、ひくっと疼く。

　見なくてもわかるほど、ぽってりと充血したそこが、指の動きごとに開き、はしたなく蜜を滴らせていくのを知られるのが恥ずかしい。

　琴音は、目をつぶったままイヤイヤと顔を小さく横に振る。

「ちが、そんなんじゃ……なくて、これは」

　恋人でもない男の手でこうも感じ、溢れるほど濡れてしまうだなんて淫らすぎる。そんな自分を認めたくない。

「本当に？」

　甘く、あやすような問いかけを落としつつ、九乃重はショーツのクロッチ部分に指を潜らせ、ぐい、と鼠そ径けい部ぶの方へ寄せてしまう。

「っ、あ！」

　恥毛まで濡らし、布によって押し込められた秘部は、空気にさらされた途端、女の香りをむわりと放つ。

　甘酸っぱく、脳が痺れるほど淫靡な香りにクラクラしていると、九乃重が人差し指と中指を使って恥丘を割った。

　緊張で腹筋に力が籠もり、子宮からこぽりと粘液が絞られる。

　それは熟れ、ひくつきだしている花筒を通って、暴く九乃重の指を濡らした。

「は……。どろどろ」

　合わさる花唇を指先だけでくちくちと揉み、広げていきながら九乃重が喉をくゆらす。

「これでも、まだ感じてないなんて言えるわけか」

　問い詰められ、だけど、感じたと言ってしまうには勇気が足りず、唇を引き絞ると、彼は面白くなさそうに鼻を鳴らした。

「……誰に義理立てしているんだか」

　理解できないつぶやきに目を揺らすが、九乃重の陰った瞳は琴音の顔ではなく、淫らに開く花弁を見ていた。

「ぬるぬるのぐちょぐちょ。ちょっと触れるだけで、襞も芽もぴくぴくして。……いやらしくて、そそる。な」

　言葉ごとに、秘唇をなぞり、包皮の上から淫核を撫で、溢れる蜜で濡らしていく。

「こんなに濡れて、反応してるのに、まだ認めたくないのか」

　触れるか触れないかの弱い刺激を、そこかしこに散らしながら、九乃重は低く腰に響く声でつぶやく。

「だったら、わかるまで、たっぷり達かせてやろうな」

　一息に吐き捨てると同時に、九乃重の指が濡れそぼる蜜口に突き立てられた。

「あっ……、ああっ！」

　長すぎる愛撫ですっかりほぐれきった膣は、なんの抵抗もなく長く骨張った男の指を呑み込み、知らない異物を確かめるように締まり、絡みつく。

　反射的に跳ね上がった腰は瞬く間に手で押さえられ、ずり上がって逃げられないよう胸を彼の胸板で圧迫される。

　息苦しさには、と大きく口を開けば、待ち構えていた動きで九乃重が舌を絡ませてきた。

　根元から振るようにしてぐちぐちと中を確かめ、探っていた指は、すぐ掻き回す動きへ変わる。

　蜜窟でうねるすべての襞を蹂躙するように、強く指の腹を押し当て回し、かと思えば、だらだらと垂れ続ける淫汁を掻きだすように激しく抽挿される。

　上からも下からも、あられもない水音がびちょ、ぐちゅ、と響き、その音に誘われるようにして、琴音はされるがままに声を上げ、腰をがくがくと震わせ反らす。

「ああっ……んあ、はあぁ……ッ」

「は、すごくうねって……、いやらしくしゃぶってくるんだけど」

　女の痴態に煽られたのか、先ほどまで余裕を見せていた九乃重の声が、かすれ、上ずっている。

「これでも、わからないって……言うのかよ」

　膨らみ、充溢した蜜襞をくすぐりながら聞かれても、答える余裕なんてない。

　ただ、男の指に操られるままに、琴音は身悶え、震え、はくはくと息を継ぐ。

　ねえ、と急かすように指で、腹側のしこる部分を――触れただけで、おかしくなるほど喜悦が走り抜ける場所を押され、背を浮かす。

「んあああっ、あ、や、そん……言われたっ、て、わかん、な」

「わからない筈、ないだろ。こんなに蕩けた顔をして、腰を震わせて」

　濁流じみた愉悦にさいなまれ、甘くすすり啼きながら身をのたうたせ、琴音は眉間に悩ましい皺を刻みながら、また頭を横に振る。

　わからない。これが快感だと言うのなら、今までのセックスとはなんだったのか。

　内部を指で攪拌されることは経験があるが、こんな風に肉体と心がめちゃくちゃに乱れたことはない。

　その部分への指の愛撫はいつだって、心地よさより、内臓を無粋に触れられる気持ち悪さが先に立っていた。

　だけど今、九乃重の指が、手が、舌が、触れるところが、ともかく、おかしくなるほど気持ちいい。

　灼けるような衝撃に襲われ、身を震わすと、快感の余波が陶酔となって身を包む。

　だけどすぐに内側から悦を送られ、また腰が浮く。

　そんなことを何度も何度も繰り返す。

　濡れにくかった膣は、壊れたように愛液を滴らせ、九乃重の指どころか手首までを濡らし、尻を伝ってシーツを穢す。

「ンンーーーッ！　ふぅ、ん、あ、あぁああぁ！」

　ぐっと喉が詰まったあと、壊れたみたいな音量で喘ぎが漏れる。

　頭の奥がばちん、ばちんと白い光に灼かれ、感じ過ぎて涙がこぼれた。

　媚肉は悲鳴を漏らすようにぎゅうぎゅうと男の指に絡んで蠕動し、もっともっとと奥へとくねる。

　切なさと多幸感が体中を包み、めまぐるしく入れ替わる感情を抑えきれない。

　気持ちいい。とにかく気持ちいい。全身の毛穴が開ききり、そこから、嫌なものや想いが、放射されていくようだ。

　ガクガクと腰を上下させ、琴音は、深く刺さる快感を膣と脳で味わう。

　達しているのだと、頭ではなくて感覚で理解する。

　そうまでして肉体が男を求めながらも、精神は認めきれずにいた。

　九乃重が嫌だというわけではない、倫理観が邪魔しているわけでもない。ただ、単純に――知らなかったからだ。

　これを快楽だと認めると、自分はどうなってしまうのか。どこまで乱れ、崩れてしまうのか。

　今までの価値観どころか、自分を形作るものすべてが書き換えられてしまいそうで、怖い。だけど、それを伝えきるには思考が千々に散りすぎていて、上手い言葉を探せない。

「感じてるって、認めろ……ッ」

　ぐちょぐちょぐちょっ――っと、激しく内部を掻き回しながら、九乃重が呻くように言う。

　含む指は、いつの間にか二本に増えていて、指の間から入る空気が、ぐぼっ、と押し出される音が卑猥に響く。

　羞恥を覚える余裕など、もうどこにもなかった。

　ただ男の指に操られるまま、身体をくねらせ、喘ぎ、太腿を細かく震わすだけだ。

「あああっ、あ、やああああっ、っぁ……ッ」

　極限まで、身体が快楽に屈服したのか、息をするだけでも、感じてしまう。

　蠕動する膣が、男の指を締め付けると、動かされてもいないのに、勝手にいいところに当たってしまう。そうすると、小さい絶頂が波のように絶え間なく襲いかかり、琴音は、わけもわからず、何度も達した。

「琴音ッ……！」

　答えを急かす男の声が、甘くすすり啼く琴音の耳に届く。

「っ、あ……、わかん、な……いぃ、っ、あっ、あっ」

　発情した獣そのものの有様で身をくねらせ、甘えた鼻声で喘ぎ悶えながら、琴音は必死になって九乃重へ手を伸ばす。

　男の肉体へ触れたと知覚するや否や、精一杯にすがり、首筋に顔を埋めながら訴えた。

「だっ、て……こんな、風に、なったことも、感じたことも……一度も、ないから」

　わからない、と伝えきる前に、あああっ、と震える嬌声が喉を奪う。

「ッ……！　こと、ね」

　絶え絶えとなる意識の先で、九乃重が名を呼んだ気がしたが、確かめるだけの知性がない。

　もう、ただの獣となって、本能のままに求め、震えながら、自らを快楽へと急き立てる男の身体に抱きついていた。

「っ、そ……！」

　乱暴な物言いで吐き捨てた九乃重が、履いていたスウェットとボクサーパンツをもろともに引き下げる。

　ふるんと飛び出た屹立は、狂暴なほどに硬く、大きく漲っていた。

　目を凝らせば、鼓動に合わせびくびくと脈動する太い血管や、猛々しく笠を張る亀頭の先から、興奮の証である精滴がにじむ様子まで見られただろう。

　けれど、口端から唾液を垂らすほど喘ぎ、快楽に振り落とされまいとすがる琴音に、そんな余裕はない。

　手早く開かれた腿へ、ひどく慎重に男根が当てられる。

　つるりとした尖端が肌へ当てられると、指と異なる質感に琴音の身体が小さく跳ねた。

　硬く漲ったものが柔らかい皮膚を抉るようにして、へその下へと擦り付けられる。

　だけど痛みはない。汗と、それより粘性の高い淫液の滑りがあるからだ。

　剛直は己の硬さと熱を誇示するように、琴音の柔肌を押し、窪ませながら鼠径部へ近づき、きわどい位置で動きを止める。

　はあっ、と凝った息が落とされ、逞しい腰が、ぶるりと力強く戦慄した。

　そのまま、膝を押し、脚を折り畳まれ、太腿と下腹部に潜る形に肉棒が挟まれる。

「こと、ね……、き、だ」

　かすれ、欲情にまみれた声で吐露される。だけど、心の抑制を失い淫蕩に溺れる中では、よく聞き取れない。

　ただ、ひどく切なげな響きに胸が疼き、満たされない物寂しさを埋めたくて、琴音は自分から男の唇を奪う。

　誘い、誘われ、より密接に舌を絡め合う中、九乃重は二本の指を含ませたまま、ふやけた包皮ごと親指で淫核を捏ねだした。

「うぅ、く、はぁ……あ、あああっ、あ、んっ、ふっ」

　先ほどとは違う、鋭く、刺すような快感が、爪先から頭までを突き抜ける。

「あーーッ、ひあっ、ああっ……！」

　細く長い悲鳴を残し、背を弓なりにし達しても、すぐ次の絶頂の波にさらわれた。

　身体が言うことを聞かない。意志に反して、勝手に快楽を貪っている。

　悦びに打ち震えながら、肉が悲鳴を漏らしている。

　これ以上の愉悦を、絶頂を、どうやって受け止めろと言うのだろう。

　己の肌を灼きながら往復する男根の、強烈な熱と硬さばかりが意識を占める。

　もっと、もっと、もっとと、得体の知れない渇望がぐるぐると頭を回っている。

　男の指が、屹立が、身体を暴き、求めるごとに、琴音は濁流じみた快感に溺れ、もがき、陶酔に自我を溶かす。

　もう、なにがなんだかわからない。

　やがて、肌に擦り付けられる肉杭の動きが、ますます淫猥に、激しくなり、その蠢く感触に太腿が細かく震えだし、指を含む蜜窟が、限界を訴えるように激しく収縮した。

「ッ……！」

　息を詰めた瞬間、九乃重の指が降りてきた子宮の入り口に触れる。

「やあっ、あ、……んぁああああっッ！」

　発情した猫より淫らに啼きながら、琴音は絶頂の扉を開け放つ。

　真っ白な光が頭の中で弾け、受け止めきれない快楽の残滓に身体の中も外も痙攣しだす。

　ぽろぽろと喜悦の涙を流す琴音を腕に抱き、九乃重は手の施しようのない悍馬さながらに腰を猛烈に振りたくる。

　怒張が肌を嬲るにちゅにちゅとした音と、肉体が打ち重なる破裂音が勢いを増し、子宮がぐずぐずになるほど揺らされきった時。

　びくんと九乃重が身を強ばらせ、一拍置いて、へそから胸元まで白い飛沫が散りかけられる。

　肌を濡らすものの熱と、吐き出された欲望の青臭い――けれど不快でなく、どこか心騒がす雄の匂いに浸されながら、琴音は意識を手放した。






３．呪いを解くために同棲ですか！








「なにをやっているんだ、俺」

　くたんと手足を投げ出し、気持ちよさそうに寝息を立てる琴音を横目で盗み見ながら、九乃重律は前髪を掴んで自己嫌悪する。

　週明けから連続で緊急手術に呼び出され、ぶっ続けで四日間病院に泊まり込み、ほとんど寝ずに働いた。

　心配だった患者の容態も落ち着き、寝不足すぎる外科医に、これ以上の緊急手術をさせるのは危険と判断した上司が、定時で帰るよう取り計らってくれたものの、体内時計は大幅にずれきっており、眠ろうにもまったく眠気が来ないという興奮状態に陥っていた。

　久々に土日は休みで、オンコール――緊急手術の呼び出し役――もなしになったので、酔って強制的に寝てしまおうと考えた九乃重は、勤務する大学病院近くのバーに滑り込む。

　キープしていたバーボン片手に、晩飯をどうするかなんて考えていると、突然、惚れている女が現れた。

　その女、明石琴音は、大事なものをなくした小学生みたいにうなだれ、とぼとぼと店内に入ってくると、無言のまま九乃重から四つほど席を空けた所に座り、はああ、と大きく息をついて両手で顔を覆ってしまう。

　彼女らしくない落ち込み方だ。いつもハキハキしていて、つまらない雑用も、深刻なトラブルも嫌な顔一つ見せず片付け、お礼を言うと、営業スマイルとは思えないほど明るい表情で、どういたしましてと応じてくれるのに。

　どうした。なんて声を掛けられればいいが、掛けられないだけの事情があった。

　というのも、九乃重は琴音への好意とは真逆に、冷淡なほど距離を置いて接していたからだ。そうしないと、彼女を困らせるとわかっていた。

　――明石琴音が技術営業として大学病院へ現れた時、九乃重は医者になりたての研修医だった。

　二十二歳と二十四歳という年の差はあったが、同じ新人同士。

　挨拶やたわいない雑談の中で、名前を覚えるぐらいには仲よくなれた。

　しかも九乃重の実家は、心臓を主とした循環器系病院を営んでいる。

　同じ年齢の兄が循環器内科を取ると先に決めていたことなどから、自分は見習いである初期研修期間が終わるのを待たずして、心臓血管外科を将来の専攻に定めていた。

　九乃重がいる大学病院の心臓血管外科は、他に比べて競争率が高く、手術の担当になるのが難しい。

　命に直結する部位だから当然のことではあるが、すべてを采配する教授からお許しが出るまでの間は、ひたすら外回りという使い走りか、あるいは、出血を止めたり、皮膚を縫ったりする助手の役に留められる。

　なので、早いうちから医局へ足を運び、事務員もどきの雑用をしながら、先輩医師たちの会話や書類から技を盗み、初期研修中は手術見学に顔を出し、やる気と勉強意欲を見せ続けなければ、所属してから一、二年はまともにメスを握らせてもらえない――なんてことにもなりうる。

　だから九乃重も、頻繁に医局や手術室へ足を運び――そこで、心臓関係の外科手術などに用いられる医療機器の、メーカー技術営業である琴音と出会い、知り合い以上、友達未満の関係になったとしても不思議はなかった。

　琴音は、猫みたいに目が少しつり上がっているせいで、かわいいよりも、クールに見え、研修医の間では、やや近寄りがたい女とされていた。

　だけど話して見ると、やはり年相応の女の子で、ふとした時に見せる無防備さに、何度もドキリとさせられた覚えがある。

　仕事ぶりは真面目かつ、好奇心が旺盛。

　わからないことや知りたいことがあれば、目をキラキラさせながら尋ねてきて、教えてやれば心底感心し、やっぱり尊敬で目をキラキラさせながらお礼を言う。

　医者とは言っても、卒業してから二年間は初期研修医として雑用担当で、研修が終わって専門に進んでも、最初の一年は下働きと、感謝され報われる実感はあまりない。

　だから、『さすがですねえ』とか、『うわあ、助かりました』だとか、下心も嫌味もなく笑う琴音の存在は希少だった。

　なにしろ琴音には、九乃重に近づこうとする他の女たちとは違って打算がない。

　医学部に入った辺りから、女性から好まれやすい外見と、医師という将来性から、九乃重を誘惑し、玉の輿を狙おうとする女は引きも切らず。

　かと言って、己の容貌と肩書きを逆手に取って、兄のように、とっかえひっかえ女で遊ぶ気にもなれず、ひたすら無視するようにしていた。

　が、それでもしぶとく言い寄る女たちに、飽き飽きしていたのだ。

　そんな中、欲目なく、節度をわきまえ、九乃重だからと特別視せず接する琴音は、新鮮で気持ちよかった。

　逆に、九乃重でなくても、質問に答えてくれる相手には、誰であろうとキラキラした尊敬の眼差しを向けるので、琴音を他の奴に質問させまいと、余暇を惜しんで仕事や勉学に励む始末。

　まあ、そのおかげで、教授の評価が上がり、同期どころか、一つ上の先輩より早く難易度の高い手術を任されるようになるという、嬉しいオマケもついて来たが。

　ともあれ、琴音が面白い女から、気になる女へ昇格し、好きな女になるのに時間は掛からなかった。

　恋を自覚したのは、琴音と出会って２年を過ぎた頃。九乃重が、研修医二年目の必修である、四週間の地域医療研修中の時だ。

　富士山が見える田舎の診療所に配属され、琴音に会えないという状況に置かれて初めて、彼女のシンプルな尊敬や、挨拶する笑顔が、忙しくきつい日々の癒やしになっていたことに気づかされた。

　そして九乃重は決意する。

　――告白しよう。琴音が好きだと。

　しかし研修を終え、緊張しながら大学病院へ戻った九乃重を待ち受けていたのは、『彼氏とデートしたんだって』と言っては、琴音を盛大にからかう看護師たちと、赤くなりながらも否定せず、観光地のお菓子を配る彼女の姿だった。

　大学病院の別部署に出入りしている同期から、飲み会帰りに告白されたらしい。

　大きい声で雑談する看護師たちのせいで、聞きたくもない馴れ初め話を聞きながら、ナースステーションで電子カルテを記入していると、九乃重先生もどうぞと、琴音がお菓子を差し入れた。

　正直、あれほど苦くて喉につっかえた菓子はない。チョコレートだかクッキーだか忘れたが、惚れた女の、デートのお裾分けなど――職場でなければ口にしたくもなかった。

　距離を取れば忘れられるかと思い、忙しさを理由に雑談も質問も断るようにし、どうしてもの時は、なるだけ素っ気なく対応することにした。

　なのに、いつまで経っても琴音への恋慕は薄れない。

　その上、半月前、学会で訪れた九州で、琴音の彼氏とやらが深夜に女と連れ添って、ホテルのスイートルームに入るのを見てしまった。

　限りなく黒に近いが、かといって、決定的かと言われるとそうでもない。なにより、証拠がない。

　一緒にいた女は、琴音と同じ会社の奴で――時間と場所が不適切すぎるが、学会で医療機器の売り込みに来た営業同士、明日の打ち合わせをした可能性もある。

　この件を琴音に言うべきか。言わないべきか。

　一夜限りのことなら、言わない方が琴音も傷つかないのではないか。

　個人としては、浮気などという行為は言語道断だが、知らない方が幸せという例もある。

　半月ほど、伝えるか、伝えるべきでないのか悩んだ。

　すぐに暴露し、あんな男はやめろ。俺にしろと言いたい気持ちと――、確証を得るまで、琴音には黙っているべきだ、悩ませるのはよくないと思う気持ち。

　どちらも正しく、どちらも間違っている主張に悩み、罪悪感に苦しんだ。

　だから今日、九乃重は目の前で琴音が落ち込んでいても、声を掛けられなかった。

　――ともかく様子を見よう。

　ちまちまと酒を舐める九乃重の前で、彼女は、結構きつい酒をカパカパと空ける。

　意外に酒豪なんだなと変な部分で感心していると、彼女は独り言をこぼしだした。

　気になって耳を傾ければ、彼氏を寝取った女が妊娠した上、責任を取って結婚するという理由でフラれたらしい。

　ホテルで見た光景を思い出し、やっぱり、浮気してやがったかと顔をしかめた内心で、琴音は、今、誰のものでもないという事実に胸が震えた。

　いや、駄目だ。弱っているところにつけいるような真似はすべきでない。

　常識的な自分が訴えるも、ずるい自分が耳元で囁く。――またチャンスを逃すつもりか。

　四年前、たった一ヶ月離れていた間に、琴音は別の男のものになっていた。

　それからずっと、彼女を遠くから眺めるだけで我慢していた。

　――今回も、つけこむのはフェアじゃないなんて、優しい紳士の顔を見せれば、横から彼女を奪われてしまうぞ？　自分の中の悪魔が、愉しげにそそのかす。

　好きなら奪え。自分の手で幸せにしてやればいい。

　決断し、声を掛けた時には、琴音はすっかり出来上がっていて、より赤裸々で、九乃重の嫉妬を煽るような愚痴をこぼす。

　デートでもっとかわいい服を着ればよかったとか、不感症なのがいけないんだとか。劣等感をつまみに酒を空け続ける。

　いい加減飲み過ぎだと、グラスを持つ手を止めれば『好きと言われて付き合っても、マグロだとバレて捨てられる』とわめき、九乃重の制止を振り切って、度数の高いウォッカを一気飲みした。

　挙げ句、もう恋なんて二度と出来ない。とわんわん泣きだす始末。

　傲慢な医師からパワハラをされても、涙一つこぼさなかった琴音が、子どものように泣きじゃくるのにうろたえ、肩を抱いて慰めれば、〝自分はきっと、生まれつきマグロの呪いをかけられたんだ！〟と叫びながら抱きついてきた。

　きつい酒の匂いに混じって、琴音の髪や肌の香りが腕の中に収まった瞬間、九乃重は、上っ面の建前をかなぐり捨てて、彼女に問うていた。

　――だったら、マグロの呪いを解ければ、俺のものになってくれるのか。と。

　

　

　結局その後、彼女は見事なまでに酔い潰れてしまい、返事を聞けないまま家に連れ帰った。

　ベッドに運び、肌を見ないようにして服を脱がせ、急性アルコール中毒一歩手前の琴音に処置を施す。

　スポーツドリンクの口うつしはともかく、素肌で添い寝は、やり過ぎな気もしたが――実は自分も結構酔っていて、念のための処置を免罪符に掲げながら、彼女を後ろから抱きしめ、惚れた女とぬくもりを分け合う幸せに浸る。

　だけど長くは続かず、琴音は意識を取り戻した。

　なんやかんやの言い合いの末、〝私なんか〟と繰り返す。

　失恋直後で仕方がないといえ、四年間、焦がれ、渇望したものを卑下されるのは愉しくない。それがたとえ、当の本人であったとしても。

　その上、フラれるぐらいに魅力がないと、断言して来た。

　欲しくて、欲しくて、ずっと我慢していた女から、手を出すのもおかしいぐらいに価値がないと言われ、頭の中でなにかが切れた。

　――価値を決めるのはお前じゃないし、お前を捨てた男でもない。

　だから、本人が忘れているのを承知で、バーでした約束を持ち出した。

　――マグロの呪いを解いたなら、九乃重のものになる。そう繰り返しうなずいたのは琴音だ。

　とはいえ相手は極度の酩酊状態。失恋につけこんだと思われるのも、慰めに抱いたと思われるのも避けたい。

　二、三度、達かせることができれば、マグロでないとわかるだろう。

　なにせ、水分補給の口うつしでさえ、ぴくぴくと身体が反応していたぐらいなのだから。

　思うに、琴音が感じられず、男女の交わりに腰が引けていたのは、相手の男が、あまりにもがさつで、力任せで、自分のことしか考えてなかったからではないか？

　疑問を検証したくなるのは、理系の業だ。

　最初こそ理性を保ち、戯れじみた触れ合いを楽しんでいたが、惚れた女の蕩けた顔や、感じる場所を知ることに夢中になって、自身の劣情を吐き出すまでやりきった。

　中に挿入しなかったのは、ほとんど奇跡だと思う。

「……ゴム、買っておけばよかった」

　つけいるのはよくない。介抱するだけ。だからいらないのだと、相手によく思われたいがために、コンビニで避妊具へ手を伸ばさず、男のやせ我慢を貫いた自分を恨む。

　結局、こうして肌を重ね、素股で抜いているのだから世話がない。

「本当に、どこが不感症だよ……。あんな敏感に反応した上、蕩けた顔して……」

　後頭部の髪を掻き乱し、はあっと息をついて琴音を見やる。

　予想通り、どころか、琴音は人以上に敏感なのだ。

（多分、神経過敏なタイプだな。だから強引だと痛みに怯えて緊張し、微妙なタッチや神経の上を優しく触られると、めちゃくちゃに乱れる）

　注射の痛みが人それぞれなのに似ている。痛みを忌避して身を硬くする。

　そういう患者は何度も見て来た。だからわかる。

　心臓血管外科医である九乃重だ。胸部の神経やリンパ節にはそこそこ詳しい。

　知識を元に当てをつけて刺激すると、予想以上に琴音は感じ、乱れた。

　慣れて雰囲気に酔えるようになれば、少々強引にしても、感じられるようになるだろう。

　うなずき、同意を求めるように琴音を見る。

　しどけなく崩れ、髪を乱し、無防備に眠る女の裸体を目の当たりにして、鎮まりかけていた劣情が一気に燃え立つ。

　汗ばみ、しっとりと光る白い肌。呼吸ごとにたわみ揺れる乳房。

　散々吸って味わった唇は、熟した果実みたいに紅く色づき、口づけを誘うように薄く開いていた。

　立ち広げられたままの膝の間からは、鮮やかに充血し、ぽってりと膨らむ花唇が見え、奥にある秘裂がひくつくごとに、とろりとした蜜を垂らす。

　淫らで美しい寝姿に、一度の吐出では治まりきれなかった剛直が、より硬く張り詰める。

　やばいと思って目を反らせば、まろやかな曲線を持つ腹に、自分が放った白濁が散っているのを認めてしまう。

　普段は、その下を想像できないほど堅苦しいスーツに覆われ、完璧に隠されている女の肌が、自分の欲望で穢されている様は、ぞくぞくするほど淫靡で、九乃重は音を立てて生唾を呑む。

（セックスが苦手なのに、身体は極上って……なんの罠だ）

　見てはいけない。だが、どうしても目を離せない。

　それどころか、あの柔肌に指が沈むまで腰を掴み、思うままにナカを突き上げ蹂躙したい。

　たっぷりと指でほぐされ、意識がない今でも物欲しげに蠢く秘処に、自分を含ませたらどうなるだろう。

　指にまとわりつく蜜筒のきつさや、誘うように蠢動する肉襞の感触がよみがえり、九乃重は衝動に腰を震わす。

「……ッ」

　下肢に伸びかけた指を、意志の力で抑え、九乃重は枕元に手をやる。

　酔った琴音が吐いてもいいようにと、用意していたたらいの側から、絞った濡れタオルを取り出し、彼女の裸身を見ないようにしながら手早く拭き上げる。

　そうして琴音の身を清めるや否や、九乃重は毛布を引き上げ、視界から彼女の肌を隠してしまい寝室を出る。

　閉めた扉に背中から寄りかかり、熱を孕む息を手の甲で押さえながらぼやく。

「ほんと、なにやってんだか」

　吹き飛びかけていた理性にすがり、やせ我慢の独り言を漏らす。

　ここで抱いてどうする。まともな避妊もできない状況なのに。

　たった一つしかないワイドダブルのベッドを、琴音という姫君に譲ることを決め、九乃重はソファに横になる。

　手順はごっちゃになっていたが、まだ仕切り直しは利く。

　あれだけ感じて達したのだ。琴音自身も、もう不感症だとは思うまい。

（朝、琴音が起きたら、ちゃんと話して、好きだと伝えてやり直す）

　君が好きだ。俺と付き合ってほしい。

　返事は今すぐじゃなくてもいい。だけど考えてほしい。マグロの呪いは解けたのだから、恋を憂うことはない筈だ。

　――だけど数時間後、九乃重は思い知ることになる。

　一度道筋を間違った恋は、そう上手く運ばないものなのだと。

　

◇◆◇

　

（酔っ払って、他人の家で一夜を過ごしたのみならず、朝食まで用意されてしまった）

　琴音が住んでいるワンルームマンションより、遙かに広く真新しいリビング。

　白いボウルにはベビーリーフやレタスを主に、グレープフルーツとミックスベリー、メロンが彩りよく混ぜられたフルーツサラダ。

　その脇にあるガラスの平皿には、薄く切ってトーストしたバゲットと、三種のチーズ盛り合わせ。とどめは、本物のレモンが浮くはちみつジンジャーソーダ。

　カフェでこれが出てくるなら、大人気間違いなしの女子力高めなメニューを前に、琴音は肩を小さくする。

（どういう顔をしていいか、わからない）

　マグロの呪いを解く、と言った九乃重から濃密な愛撫を受け、絶頂に意識を飛ばした琴音が目覚めたのは、つい一時間前。

　泥酔していた割に、頭痛も胃痛もないのは、九乃重が面倒を見てくれていたからだろう。

（どんな流れで、ここに泊まることになったかはわかんないんだけど……、あれは、絶対夢じゃないよね……）

　昨晩の痴態――ベッドの上で、裸で絡み合ったことを思い出しては恐縮する。

　飛び起き、どういう顔をすればと、青くなったり、赤くなったりする琴音とは裏腹に、九乃重はいたって平然とコンビニの袋を渡してきた。

　朝ご飯の差し入れか、食ったら出て行けということか。そう考えながら開くと、替えの下着にフェイスケア用品一式が入っており、シャワーを浴びたら話があると伝えられた。

　腕を組み、真剣な顔をした、推定身長百八十センチ以上のイケメンに逆らえる女は少ない。しかも琴音は、散々、迷惑をかけた身た。

　一夜の過ちとして逃げることも出来ず、首根っこを掴まれた猫の気分でシャワーを浴び、用意されていた服や下着に着替えると、リビングにはすっかり朝食の準備ができていた。

「九乃重、せんせ、は……料理が、お上手なんで、すね」

　とにかく、この緊迫した沈黙を破りたくて、適当に会話の糸口を作る。

「別に。コンビニにあるものを、買って、開けて、混ぜて盛っただけ」

　言われてみれば、サラダは野菜パックやフルーツの缶詰などを混ぜたものだし、トーストの皿にあるチーズも、おつまみをカットして載せてるように見える。

　が、おしゃれだ。朝ご飯といえば食パンにカフェオレが定番。しかも皿を洗いたくないのでマグの上にトースト直置き――という琴音には思いもつかない。

「でも、食器とか結構いろいろ揃っていて」

「前、一緒に住んでた奴が置いていっただけ。俺はそんなに料理はしない」

　気が向いたらルーを使ってカレーを作るとか、親子丼を作るぐらいだと補足されたが、話を聞く限り、一人暮らしでも困らないぐらいの腕はあるようだ。

　同時に、あることに気がついてしまう。

　こんな風に女の子が喜びそうなメニューや皿がすぐ出るということは、それなりに経験があるということだし、置いていったという内容から、誰かと同棲していたとも読める。

（なにがっかりしているんだろう。当たり前じゃない。私をあんな風にできるんだから）

　昨晩、おかしいほど感じさせられ、初めて絶頂を得たことを思い出し、かあっと頬が熱くなる。

　朝から変なことを考えていると気づかれないよう、目を手元に固定しつつ、ふと気づく。

（そういえば、なんやかやで名前を呼ばれていた感じもするけど……気のせいだよね）

　琴音、琴音と切なく甘ったるい声で、何度も呼ばれ、求められた気もするが、そんな筈はない。職場の知り合いではあるが、九乃重はここ数年、琴音を避けていたのだから。

（きっと妄想だ。酔ってたし。ああいうことをしていたから、勘違いしたっていうか）

　そんな風に結論付けなければ、九乃重が最後までしなかった理由も、彼がリビングのソファで寝ていた理由も説明がつかない。

　このまま九乃重と二人でいる時間が長引けば長引くほど、意識し、話しづらくなる気がして琴音は尋ねる。

「あの、それで話って」

「ん。……いや、別に。食べてからでもいいだろ」

「いえ、さすがゆっくりはできませんので。これ頂いたら、おいとましようかと」

「は？」

　からんと、九乃重の手からカトラリーが落ちる。

　変なことを言ったかと考えたが、別におかしなところはなかったと思う。

　本当は、シャワーも浴びず逃げたかったが、色々用意されており、九乃重の好意を無駄にするのも悪くて、従っていただけだ。

　酔い潰れたのを介抱させ、家に泊めてもらった身分でくつろぐなど、図々しすぎるだろう。女らしくないという理由で浮気された琴音でも、それぐらいのわきまえはある。

「誰かと約束でもあるのか」

　なぜか前のめり気味に質問され、頭を振る。

「いえ、九乃重先生がお休みのところを、邪魔しすぎるのは悪いなと。お礼でしたら、後日改めてさせていただければ」

「別にお礼なんていいんだけど。……その、体調とか、おかしくないか」

　病院の診察室でするようなこなれた聞き方をされるが、問題はない。

　あれだけ飲んだのに二日酔いにもなっておらず、強いて言えば。

「間節がちょっときしむぐらいですね。あとは、違和感が」

　あまりに落ち着いて聞かれたものだから、馬鹿正直に伝えかけ、はたと口ごもる。

「……少しだけ」

　昨晩弄られた場所と言い切れず、なんのとも聞き返されず、二人同時に咳払いした。

　――気まずい。

　沈黙をやり過ごすためにサラダを突くが、皿から永遠に野菜が生えてくるわけもなく、時間とともに食べるものがなくなっていく。

「琴……いや、明石が気にしていた〝マグロの呪い〟は、解けたと思っていいのか」

　空になった皿の縁をフォークで弾きつつ、九乃重が拗ねた顔で問う。

　そういえば、そんなことを言ったなあ。試すとか言われたなあと、恥じ入りながら記憶を反芻し、うん、とうなずく。

「どうなんでしょう」

「どうって……、あれで達ってないってのは苦しいぞ」

　ひくっと頬を引き攣らせて九乃重が指摘するのに、琴音は赤くなる。

　我も忘れて喘ぎくねり、起きた時、粗相をしたのかとびっくりするほどシーツを濡らし、達ってませんと言うつもりはない。が、正面から指摘されると、なかなか恥ずかしい。

「えっと、……充分に、達かせていただきました？」

「ごほっ……、なんで、そこで疑問形」

　飲んでいたはちみつジンジャーソーダに咳き込み、九乃重が目をすがめた。

「いえ、あの、すっごい気持ちよくて、多分、初めてあんな風になっちゃったというか、私、セックスで気持ちいいって思ったことなくて、自分でやってなんとなく達くかなーって感じで、だけど、それより、なんというか、ぶっ飛ぶぐらい、すごかったです！」

　疑わしげな目を向けられ、男のプライドを傷つけてしまったかと焦り、思いつく端から感想を述べる。

「本当です！　リップサービスでもなんでもなくて！」

「……それは、明石の顔を見ればわかる」

　ひどく疲れた様子でうなだれ、九乃重が額に手の甲を当てる。

　彼は沈痛な面持ちで琴音を見てから、静かに問いかけた。

「逆に、なんでそれで、マグロの呪いが解けてないって思うんだ」

「だって、九乃重先生、最後までしてませんよね？」

　そう。途中からよく覚えてないほど気持ちよかったが、一つだけはっきりわかることがある。九乃重は最後までしていないし、多分、出してもいない。

「それってつまり、私では抜けなかったってことかと」

「違う。……単に、準備がなかったからだ」

「あっ、気を回されなくても大丈夫です。男性に訴える色気がないのも、マグロなのも、現実として、わかってはいますから」

　優しい嘘に苦笑しつつ琴音は思う。九乃重ほど魅力的で、女性経験も豊富そうな男の寝室に、避妊具の準備がないなんてありえない。

　相手に対し無責任な男なら、そもそも避妊を考えないだろうが、酔った琴音を介抱しながら、抱かなかったぐらいだ。

　九乃重が、大人らしい責任感を備えた、慎重な男だろうことは充分に察せた。

「用意がないなんて、九乃重先生に限って、そんな筈はないじゃないですか。浮気相手を孕ませるタイプでもなさそうですし」

「…………」

　元彼に対する未練はない。だけど、また恋をしようと思うなら、結婚する未来を望むなら、自他を客観視して向き合うべきだと思う。

　元彼の関屋は、浮気して、相手を妊娠させて、琴音を捨てるクズではあったが、次によい恋をする為の改善点を残していったことだけは評価したい。

　――というか、そう思わなければ、なんら得ることのない四年間を過ごしたと認めるようで嫌だ。

「結論として、私が感じて気持ちよくはなれましたけど、相手がよくなれないと意味がないというか。反応しない冷凍マグロから、多少活きがいいマグロになったってだけで、男性としては面白くないのかな、と」

　相手に奉仕するだけなんて、多分、きっとつまらない。だったら、琴音も感じるだけでなく、与えることができるようになる必要がある――気がするのだ。

　理路整然と、まるで機械の説明をするように自己分析を続けていると、九乃重がもういいと言わんばかりに手を振った。

「活きがいいマグロ……って、そう来たか。……つまり明石は、マグロの呪いは解けなかった。恋しても無駄って主張か」

「あっ、はい。そうですね。……この状態で恋愛するのは相手に失礼というか、その、結局、セックスが原因で別れちゃうなら無駄かなあって」

　でも、自分の子どもは欲しいと思う。それには、やはり相手が必要で――。

　二十八歳。結婚して子どもを望むなら、時間はそう残されてないのではないだろうか。

　出会いがいつ、どこに転がってるかわからないが、同じことが原因で失敗しないようにはしておきたい気はする。どうすればいいのかはわからないが。

「課題をクリアしてからじゃないと、次の相手に不誠実な気がして」

　いるかどうかわからないけど、と、肩を竦め、理論的に説明を終えた琴音の前で、九乃重が、思いっきり顔をしかめうつむいていた。

「……わかった」

　長すぎる沈黙を経て、ようやく九乃重が口を開く。

「こうなったら、意地でもお前にかかったマグロの呪いを解いてやる」

「ええっ！　いえ、でもそれは九乃重先生にご迷惑なん……」

「四の五のうるさい。迷惑とかなんとか関係ない。俺には意味があることなんだ」

　きっぱりと言いのけられ、うろたえるより、その迫力に圧倒されてしまう。

　乗りかかった船という奴なのか、あるいは、男としてのプライドの問題か。ともかく、九乃重は有無を言わせない調子で続ける。

「明石、片付けたら買い物に行くぞ」

「は？　いや、あの！　な、なんでっ！」

「これから、お前、ここに住め」

　突然の命令に仰天する。まるで話が繋がらない。

　九乃重が、マグロの呪いを解こうと思うのは、医師としての興味だとか、治療の一環とか、乗りかかった船とか、理由をつけられなくはないが、どうして自分が九乃重の家に住まなければならないのだ。

「時間がないんだろ。次の恋で結婚相手を決めて、子どもを産むんなら」

　琴音の表情から内心を読んだのか、なぜか目元を赤くしながら九乃重が言う。

「そりゃ、言いましたけれど。そんな、一分一秒を争う話では」

「争うんだよ。……一人にしてたら、いつ、どこで、また横からかっ攫われるかわかんないし。マグロの呪いが解けて、明石が次に恋できるようになった時に、俺が一番近くにいたいんだ」

　勢い込んで言う九乃重に驚く。一分一秒を争うなど、自分が思う以上に末期症状なのか。

　だったら、ここできちんと治しておかなければ、もっと取り返しがつかないことになるのでは？

（確かに、九乃重先生が言うことは一理ある）

　真剣な目で自分を見つめ、決断を待つ男を前に思う。

　次の恋がいつから始まるのかなど誰にもわからない。それまでに琴音にかかるマグロの呪いが解けているかなど、もっとわからない。

（自分で治すにしても、全然、取っ掛かりが掴めてないし）

　――でも、九乃重ならわかるのではないか？

　事実、彼は昨晩、体験したことがないほど琴音を乱し、達かせた。

（また横からかっ攫われるとか言ってたけど、前に、似たケースでもあったのかな）

　不感症かなにかを治療していたけど、終わる直前で手柄を取られたとか？

　なるほど、それなら琴音にこだわる理由も、手助けする理由も納得できる。

「ええと、では、ご協力お願いします？」

　いや、この場合、協力しているのは琴音か？

　ともかく、治すと真剣な顔で言うのなら、任せてみよう。なにせ相手は医者――プロだ。素人の琴音にはわからないものが、見えているのかもしれない。

　半信半疑な顔で言うと、九乃重は安堵した様子で立ち上がり、どきっとするほど素敵な笑顔で宣言した。

「二十四時間、ずっと側で教えてやるよ。……別れられない恋の仕方を」









４．診察スタイルの言葉責めはズルイ








　九乃重の家に同居すると決めてから今まで、本当に時間の流れが早かった。

　晩ごはんで注文した宅配ピザの箱を片付けながら、琴音は思う。

　あの後、二人で買い物に出掛け、歯ブラシから基礎化粧品まで、琴音が暮らすのに必要なものをすべて揃えた。

　琴音はといえば、シルクのパジャマどころか、下着まで、必要経費と言い切り買おうとする九乃重を止め、帰りがけに家へ寄らせ、通勤に必要なものを持ち出すので精一杯だった。

　３ＬＤＫのマンションで、倉庫代わりになっていた部屋を片付け、琴音が住めるようにするだけで日が暮れ、夕食を取り、気がつけば二十二時過ぎ。

　なんとなく見ていたクイズバラエティも終了し、ニュースが天気予報となった頃合いで、九乃重がテレビを消した。

　日中こそは、九乃重の強引さに驚き、仕事の時と同じく、無心で動くことで忘れられていたが、夜も更けてくると、どうしても二人の距離を意識してしまう。

　恋人であれば、寄り添い、今日のことを話して――と想像もつくのだが、九乃重が相手だと、どうにも頭が回らない。

　近づくべきか、あるいは、おやすみなさいと先にベッドルームに逃げるべきか悩む。

（逃げても、うん、多分……やることは、やる……ん、だろうけど）

　昨晩のような痴態を見せるのかと思うと恥ずかしい。なのに、どこかで翻弄される自分を意識し、興奮している気もする。

　おかしなことだ。四年も付き合っていた彼氏とは、セックスしそうな雰囲気になるだけで腰が引けていたのに、九乃重に抱かれることを期待しているなんて。

　快感の予兆に落ち着かない自分をはしたないと思うが、不思議と嫌ではない。嫌ではないが、内心を悟られるのがなんだか恥ずかしい。こんなにいやらしい女だったのかと、呆れられてしまいそうで。

　結局、風呂に入り終えても、洗い物が片付いても、身の落ち着けどころがわからず、キッチンシンクの前でぼーっと突っ立っている。

　そのうちドアが開く音がして、風呂上がりの九乃重が、バスタオルを頭に掛けたままキッチンへ入って来た。

「どうした？　喉が渇いたなら、なんでも好きに飲んでいいぞ」

　言いながら彼が隣に来る。湯上がりの肌から立ち上る男の熱にあてられ、琴音はあわててミネラルウォーターのボトルを掴み、リビングへ逃げた。

「そこ、座って」

　九乃重が座ってから、離れた場所に落ち着こうと考えていたが甘かった。

　指定されるまま、ダイニングテーブルの椅子に座ると、横に並ぶ形で九乃重も座る。

「今後、そういうことをするわけだが。その前に、確認しておきたいことがある」

　そういうこと、とほのめかされると、余計に妄想が働いてしまい身体が火照る。

　もごもご口を動かしうつむく琴音を余所に、九乃重はいたって冷静に――あるいは、冷静を装った様子で質問を開始した。

「少し、気になっていたんだけど。……自分でする時は、気持ちよくなれるわけか」

　デリケートな内容に真正面から切り込まれ、内心、ひゃーっと変な声を上げながらうなずく。

「どんな風に？　……普通に、って言われても、わからないからはっきりと、具体的に」

　先制を打たれ、どう伝えればいいのか、取り繕えば正解なのかがわからず、琴音はパジャマの布地を握り、もじもじと擦り合わす。

「どんな風にって、言われても、触ったり、とか、撫でたり、とか」

　顔が熱い。きっと耳まで赤くなっている。どうかすると身悶えしてしまいそうだ。

　じっと横顔を見つめられ、だけどなにも言えずにいると、九乃重が紙とペンを取ってからウォーキングクローゼットへ入り、なぜか白衣を羽織った格好で戻ってくる。

　それから、琴音に椅子を自分側に向けるように指示して、紙に琴音の名前をさらさらっと記す。

「明石琴音さん」

　先ほどまで見せていた、プライベートの九乃重とは違う、オフィシャルな――問診する医師としての言葉遣いで、九乃重が名を呼ぶ。

　どきりとして顔を跳ね上げると、彼は私情など一切ない真面目な顔で、名前だけが書かれた手元の紙を見つめていた。

「どのように、自慰をされているか。私に教えていただけますか」

　抑揚の少ない理知的な口調で尋ねられ、急速に体温と心拍数が上昇する。

「どのようにって……」

「教えていただけないと、私としても手の尽くしようがありません。どうか気楽に。壁に向かっているとでも考え、思いつくままに話されてください」

　急かすでもなく、医師という役割に徹し尋ねられるうちに、ここが診察室であるかのように頭が勘違いしだす。

　そんな茶番をと笑えればいいが、それを許さない強制力がある。

　考えれば、日頃から、患者相手に病気というデリケートな問題を吐露させている、プロ中のプロだ。抗える筈がない。

「胸とか、触って……」

「どういう風に？」

　変に煽ったり、卑猥な行為をほのめかしたりせず九乃重が尋ね、口を閉じる。

　具体的に言うか、実際にして見せるまでは、この状況が続くとわかる態度に、琴音はもじつきながら膝に置いていた手を引き剥がし、もどかしいほどゆっくりと胸へ当てる。

「ここを……こう、包んで、揺らして」

　言葉通りに指を動かし、ぎこちなく乳房を揺さぶる。

　布団の中でする時より早く、肌が熱を持ち、毛穴が開いていくような感覚を味わう。

「っ、……ぅ、……ん」

　必死になって呼吸を凝らす。でないと、喘ぎ声が漏れてしまいそうだった。

　九乃重は相変わらず手元の紙を真っ直ぐに見つめ、ペンを構えたまま動こうとはしない。琴音の方を、ちらりと盗み見さえもしない。

　自分だけが興奮し、はしたなく身悶えているようで恥ずかしい。なのに、もっと細密に、彼の冷たい目で身体の隅々まで暴かれたいという、被虐的な気持ちも頭をもたげている。

　知られたくないのに知られたい。罪悪感さえ覚えるのに手が止まらない。

　乳房を揉み込む指は徐々に勢いを増し、籠もる力も強くなる。

　シルクでできたシャツワンピース型のパジャマが、琴音の指の動きに従って肌を滑る。

　滑らかで抵抗のない布が、手と素肌の間で逃げ、指の力が肉に伝わりにくいのがもどかしい。

　知らず熱い息をこぼし、胸を張り出すような姿勢になっているのにも気づかず、琴音はひたすら指で自分の胸を慰める。

　乱暴にしすぎたのか、ブラジャーのフロントホックがばちりと弾け、レースやワイヤーに守られていたたわわな果実が手に落ちる。

「ッ、ふ……！」

　シルクの布地越しに伝わる手の感触に驚き、身をびくつかせる。

　たまらず逃げようとした身体に、一拍早く九乃重が手を伸ばす。

　揃えた二本の指を頸動脈の上に当てながら、九乃重は鞭打つようにして、冷徹な命令を下す。

「脈を取るから、そのまま、続けて」

「っ……、はい」

　まともに考えれば、従う理由などないのだが、九乃重の声には不思議と逆らいがたい強さがあった。

　肌を赤く染め、喉で喘ぎを殺し、椅子の上でもじもじと尻を揺らしながらも、痴態を曝け出すことへのためらいから、手はなかなか肝心な部分へ移動しない。

　緩い、責め苦のような快感のさざ波に、いつまで続ければいいのかと気が遠くなる。

　首に当てられていた九乃重の指は、琴音の動きに従い、じわじわと下に移り、吐息がこぼれ気が逸れるのに合わせ、ボタンを巧みに外していく。

　服をくつろげていく男の指が、少しだけ素肌をかすめた。

　すると、その場所から愉悦がにじみ、もどかしいほどじっくりと腰に響く。

　快感と言うには弱く、だけど無視するには強い感覚を紛らわせようと、浅く呼吸を繰り返しても無駄で、疼く場所が広がるばかり。

　たまらず、自分の身体を探るようにして、九乃重の指跡を辿るうち、下着の縁まで手が下りていた。

　布の感触に驚き身をびくつかせた琴音は、助けを求めるように九乃重を見つめる。

　だけど彼の表情は変わらず、真面目で冷淡な医師のもので、琴音の痴態に煽られることなく、そっけなく『続けてください』とまで言ってきた。

　琴音は胸を大きく膨らませながら深呼吸し、覚悟を決める。

　目を閉じて、えいっと指をショーツの下に潜らせれば、いつもより蒸れ湿った恥毛の陰りに指が触れる。

　息を凝らしながら膨らんだ恥丘を手で包み、汗以外のもので濡れ始めた秘部へ指を伸ばす。

　くちっ、と小さく濡れ音が聞こえたのは、気のせいだろうか。

　なにもかもが恥ずかしくてわからない。頭の中が茹で上がってしまいそうだ。

　早く終わらせなければ。そうでないと、ずっとこの恥辱が続く。

　逃れたい一心で震える指を大きく動かせば、まるで狙ったように、膨らみ始めた敏感な淫芽に指が当たった。

　今までとは比べものにならない、はっきりとした快楽の兆しに、琴音はびくんと身を跳ねさせる。

「あっ」

　鋭く尖った悦が股間から心臓まで走り抜け、膨らんだ乳房を揺らす。

　すると、パジャマの布地に勃起した尖端が擦れ、たまらない切なさが身を縛る。

「ゃ、あ……」

　ぶるぶる震えながら太腿を閉ざしても、ほころびだした秘裂から蜜が漏れるのは止められなかった。

　琴音の指もまた、恥ずかしがる理性とは裏腹にじっとしていられず、そのままぐりぐりと淫芯のある場所を捏ね始める。

「んっ、ん、……ふ、ぅ、んんっ」

　できるだけ声を出さないよう我慢するが、恥ずかしさは変わらない。

　このまま、自分の手でなんとかしてしまいたい気持ちと、九乃重の前で乱れ、無防備な姿を晒すことを忌避したがる理性との間で心が揺れ、どうにも、上手く刺激が拾えない。

　たまらず、助けを求めるように九乃重を見ると、彼は息を詰め、ごくりと喉を鳴らしたあとで静かに口を開いた。

「性的絶頂は、得られそうですか」

　先ほどより、少しだけ上ずった男の声に、興奮が煽られる。

　性的絶頂だなんてお堅い言い方をされているのが、余計卑猥に感じられ、琴音は身震いしながら頭を振る。――こんな緩い愛撫では、自分の手では達けそうにない。

　いつしか呼吸が上がり、目は熱く潤み、身体の先という先がピリピリと痺れていた。

「ずる、い……。私だけ、こんな辱めて。興奮させて」

　見られている。なにもかも。なのに盛り上がっているのも感じているのも、自分一人だという現実に苛立ち、八つ当たり気味に本音を漏らす。

「そんなわけないだろ、ほら」

　突然、医師という聖職の皮を脱ぎ捨てて、九乃重は男の声を出す。

　同時に琴音の手を自分の股間に導き、スウェット越しに触れさせた。

「……誰だけが、興奮しているって？」

「ッ、……！」

　びくん、びくんと、獰猛な獣のように跳ねるものに驚き、目を剥く琴音を、素早く椅子から自分の膝上に移動させ、九乃重が笑う。

「琴音を抱きたくて、抱きたくて、ずっと、こういう状態なんだけど」

　どうしてくれる？　とからかい尋ねたのも束の間、九乃重ははだけられた琴音の胸元に顔を寄せ、見せつけるようにして口を開く。

　赤く、ぬめった口腔から、唾液に光る舌が現れる。

　リビングの照明にてらりと光り、くねり、躍る肉厚の舌は、とてつもなく卑猥で、琴音は呼吸すらままならなくなる。

　舌が胸の突起に伸ばされるのを、為す術もなく凝視していると、ついに先と先が触れ合い――濡れた。

「っ、あ、あ！　……あああっ、ん」

　含んだが早いか、ぬる、ぬろ、といやらしく回転しながら、九乃重の舌が乳首の側面を舐め回す。

　かと思えば、歯を軽く当てて擦り、または、尖端を埋めるようにして抉る。

「ふあぁ、や、……んんっ、それ、やらし、い」

　たまらず身を反らし逃れようとするが、背に回した腕一本で琴音を抱き寄せ、九乃重は舌で柔肉を舐め回し、吸い、あちこちに独占欲の紅い花を散らしだす。

　その一方で、屹立に当てさせた琴音の手に自分の手を重ね、服の上からではなく直に握らせ、そちらも逃げられなくしてしまう。

　熱く、硬く、自分にないものの造形は不思議で、軽く握ると、喜ぶようにびくびくと脈動する。

「俺のも、触って……感じさせて」

　乳房を甘噛みしながら、九乃重が低く色っぽい声で囁き、琴音へ流し目を送る。

　劣情を隠さない眼差しのセクシーさに、心臓を鷲掴みされていると、早く、と急かすように、重ねた手が屹立の上で揺らされる。

　ためらがちに琴音が手を上下させると、九乃重が喜悦混じりの吐息を漏らした。

　――感じるだけでなく、感じさせている。九乃重を。

　この強く美しい男が、自分の手に触れられただけで感じ、目を細めている。

　理解した瞬間、女としての優越感をくすぐられ、琴音は陶酔に身を震わせた。

　互いが互いの肩口に顔を埋め、片腕ですがり抱いたまま、相手の性を慰めることに夢中になる。感じながら感じさせることに、精神的な快感を得る。

　呼吸が乱れ、肌が汗ばみ、手の中にある竿の血管が、より太く浮き立ち脈動する。

　怒張した先端から漏れだした液が、手淫を施す琴音の手をたらたらと濡らす。

　その頃には、もう、声を留めることなど念頭になく、琴音は男に食まれ、舐め嬲られるのに従って、甘く切なく喘ぎ啼く。

「ああっ、あ、あ、……あああ、あ！」

　九乃重の太腿が、割れた膝の間を縫って秘処に当てられ、嬌声に合わせて淫らな振動を送り込む。

　昨晩、嫌になるほど感じた横乳の部分を念入りに舐められ、男の逞しい太腿に、花弁も淫芯も一緒くたに捏ね回され、琴音はたちまち昇り詰める。

「ひあ、あああ、やあああっ……アーッ！」

　ばちばちと火花を散らす電流が全身に行き渡り、琴音は愉悦のままに震えた。

　ぴんと張り詰めた快感が過ぎ去ると、たちまちに身体が脱力する。

　不安定な形で男に太腿にまたがっていた身体が揺らぎ、落ちそうになった琴音は、無我夢中で手を伸ばし、目の前の男にすがりつく。

　胸に九乃重の頭を抱き、肩に腕を乗せる形で息を荒らげていると、ふ、と楽しげな笑いを残しながら、九乃重が琴音の下肢へ手をやる。

「んあっ、やっ……まだ、駄目、ぇ」

　先を予測し、懇願する琴音にお構いなく、九乃重は太腿による愛撫でよれたショーツを横へ寄せ、蜜を滴らせる秘孔へ指を当てた。

　女の肉の柔らかさを味わうように、恥丘を手の平で押し、キスで気をそらしながら、男は人差し指と中指で秘裂を割る。

　淫靡な匂いを纏い、滴り落ちる蜜に指を濡らしながら、絶頂の余韻にヒクつく陰唇を爪先でなぞる。

　すごい勢いで、ぞくぞくっと背筋が痺れた。

　先ほど、己の逞しい太腿で捏ね回した激しさが嘘のように、繊細に、焦れったく、揺れる襞の縁だけを擦られ、やるせない切なさに琴音は身悶え、喘ぐ。

「やっ……っ、あ、は、……ぁあ、あ」

　期待で声の音階が上がり、焦らされると哀れっぽくかすれ途切れる。そんなことを何度も繰り返される。

　たまらず腰をくねらせても無駄で、九乃重の指先は、入り口や、尖りの包皮をくすぐるだけで、女体に与える刺激を上手く抑制していた。

「それ、だめ……、お願い、やぁ、あっ、……ああ、あ」

「どうして欲しい？」

　どうして、なんてわかりきっているのに、わざと言わせようとしているのがズルイ。

　きゅっと唇を噛んで相手を睨みつけてみるが、逆に嬉しげに笑まれ、半泣きの顔にキスの雨を降らされただけだ。

「ナカ、を……、んっ、ちゃんと、ッ……いじっ、て」

　這う這うの体で要求を伝えれば、イイ子だと耳元で囁かれた。

「ンンッ……、ん、ぅ……ッ！」

　長く骨張った指がぐぷりと蜜源に差し込まれる。

　滴るほど中に満ちていた淫汁が押し出され、男の手を伝い椅子に落ちるが、もうそんなことに気を使っている余裕などない。

　それは九乃重も同じなのか、女体を犯す指をぐるりと大きく回し、具合を確かめるや否や、膣をぐちぐちと掻き乱し始めた。

　昨晩、初めて触れたとは思えぬほど速やかに、指先が中にある敏感な場所に当たっている。

　含ませた指の数も、最初から二本だったのか、くすぐるように蜜襞を擦り、琴音がびくっと身を竦ませると同時に、大きく内部を割り拓く。

「ああっ、あ、あんッ、ンンっ、ふ、あ」

　肉襞を擦り、捏ねられるのに合わせ、男の膝上で震え、感じる。

　耳を覆いたくなるほど卑猥な濡れ音が鼓膜を揺らし、九乃重が与える快感に応じて、愛蜜も嬌声も際限なく内部から湧いた。

「ひああっ……ああっ、ンンぅ――！」

　ビクビクと太腿を痙攣させながら、身体を弓なりにしつつ達する。それも一度や二度ではない。

　淫靡な震えが収まる間もなく、次から次に、絶頂の波が襲いかかる。

　自分を保っていられないほどの激しさに、琴音は九乃重の膝の上で身を縮こめ、悦から逃れようとするが、まるで上手くいかない。

　どころか、小さくなればなるほど、内部の襞が男の指を喰い締め、余計に感じてしまう。

　熱く滾る蜜筒はとっくにドロドロで、もっととねだるように、男の指を咀嚼する。

「い、や……、ん。も、……や、ぁ……とどかな、ッく」

　ぐずる赤子のように、拙く頭を左右に振って訴える。

　内部をほぐす指の悦も充分に心地いいのだが、それでは埋まらない飢餓感が、琴音の身を苦しめる。

「足りな、い。……これ、どうにか、して、ぇ」

　かき抱いた男の頭を、ぐいぐいと乳房の間へ押し込みながら、琴音が必死にもがき、伝えれば、九乃重が優しく背を叩いた。

「腕、緩めて。見えない。……挿れるから」

　荒々しい吐息に紛れさせ、籠もった声で伝えられた。

　素直に従うと、すぐに、背後でぴりりと包装を破る音がし、いきり勃つものに手早く皮膜がかぶせられる。

　昨晩、得られなかったものが、ようやく与えられる。

　頭ではなく身体で知った結合に、ぶるっと震え、収縮する内部から押し出された愛蜜が、恥ずかしいぐらい大量に垂れ落ちる。

　天を突いて反り返るものが滴る淫液にまみれ、照り光る様が見え、期待に背筋を震わしたのも束の間、慎重に位置を定めながら、剛直が蜜口を圧迫しだす。

　傷つけないように、驚かせてしまわないように。

　大切に扱われているとわかる動きで、じっくりと屹立が挿入されていく。

「かなり、きつい……」

　中程まで埋め込みきった九乃重が、はっ、と息を零しながら、喜悦の色を強め囁く。

「ずいぶん、久し振り……すぎ、っ、んぐっ……あぁっ、うぁん！」

　理由を説明しようとする琴音を邪魔するように、半分ほど入っていた剛直が、一気に根元まで含ませられる。

「あああっ、あ……！」

　ずぶずぶと蜜襞をこそぎながら侵入してきた欲望が、子宮の入り口に触れた途端、ぱあん、と頭の中で光が弾けたようになり、琴音は身も世もなく悶え、身を反らす。

　圧倒的な愉悦が意識を散らし、淫らな痺れに肌がわななく。

　恐ろしいほどの快楽に腰が浮きかけるも、許さないという風情で引き寄せられ、更に奥をくじられる。

「ぁ、あ……ああ、あ」

　天井へ顔を向け、限界まで喉を反らしながら、琴音は喘ぐ。

　心臓が止まりそうなほど、いい。

　あまりによすぎて、このまま自分が溶けて消えてしまいそうだ。

　九乃重の男根は、達する琴音の中で容赦なく膨らみ、子宮口も襞も圧迫しながら絶頂を上書いていく。

　互いの肌が擦れるほど股間を密着させ、逃れられないようがっちりと腰を押さえられては、どうにもやり過ごしようがない。

　震え、喘ぎ、気を飛ばしかけながらわなないていると、ぐちっ、と音を立てて九乃重が腰を押し回す。

「んなああ、ああ、やああ、駄目ッ、だ、めぇええ」

　子宮を捏ね、抉る男根に耐えかね、叫ぶが、琴音の声を裏切るように、充溢した媚肉が、もっととねだりながら蠕動する。

「……すご、く、熱ッ……。持って、かれそう、だ」

　恍惚と呻き、骨がきしむほど琴音をかき抱きながら、九乃重が先端をごりごりと奥処へ押しつける。

　充血した内部は、より強欲に男を呑み咥え込もうと蠢き、めくれた襞から覗く陰唇が、柔らかくたっぷりとした雄の陰毛にくすぐられ、疼く。

　快楽の余韻に身をわななかせる琴音の腰を掴み直し、九乃重は容赦なく男根を突き入れだした。

　腐る直前まで熟した果実を、力一杯、床に叩きつけたような、あられもない音が夜のリビングに響き、それを追うようにして、琴音の嬌声が波打ち重なる。

「んあっ、ん……くあ、ぁ、ひ……いい、あ」

　男の膝の上で、快楽に開いた琴音の身体ががくがくと上下しだす。

　奥処まで突き入れられる衝撃と、勢いよく抜け、空気とともに攪拌される卑猥さで、頭がおかしくなりそうだ。

　膣襞を割り広げ侵入してくるものは、手で触れていた時より随分大きく感じられた。

　蕩けきった蜜窟でもきついと感じるほど、九乃重の劣情は膨張しきっていた。

　強制的に腰が浮かされ、かと思えば上から押さえつけるようにして呑まされ、熟れた子宮口がぐちぐちと蹂躙される。

　そのたびに達し、口元からよだれさえこぼしながら、琴音は必死で九乃重にしがみつく。

　硬い胸板で乳嘴をすり潰し、腹筋で淫芽を擦り、全身で快楽を与え、同時に、自らも女の身体から快楽を得ながら、猛る獣のように九乃重が腰を振り立てる。

　壊れそうなほど椅子がきしみ、息苦しさに目眩がしたが、それでも、やめてと言えなかった。言える余裕もないほど媚悦に踊らされていた。

　自分がどんな体位で、どういう風に抱かれているのかわからなくなるほど絶頂漬けにされ、喘ぐ声さえかすれ消える頃、自分を穿つ雄の腰がびくんと大きく痙攣する。

　激しい稲妻が子宮から脳天まで貫き、意識も理性も真っ白に染め上げられた時。

　腹の奥で、若く激しい雄が膨張し、勢いよく子種を吹きこぼされた――。






５．自覚した恋と呪いの終わり








　同棲を初めて１ヶ月が経過した。

　そのことをパソコン画面に表示されている医療機器貸出票の日付で気づき、琴音はぼんやりする。

（一ヶ月も、過ぎてたんだなあ）

　時は夕方。あと十分ほどで終業時刻となるため、社内に気怠い空気が漂っている。

　定時退社が基本のアシスタント女性たちなど、机にショルダーバッグやポーチを置いて雑談しているほどだ。琴音がぼんやりしていても、誰も気づかない。

　あれから、場所をベッドに移して二回。汗や体液にまみれた身体をむずがる琴音を浴槽へ運び、甲斐甲斐しく洗い清めながら一回。

　もうこれ以上は無理だというほど啼かされ、泥のように眠りこけ、翌朝昼過ぎに起きてみれば、リビングでは、パソコンと本を広げた九乃重が涼しい顔で勉強していた。――さすが、体力基本の心臓血管外科医。

　邪魔をするのも悪いと思ったので、ソファに座って雑誌を読んで過ごすと決める。

　いつ、どんな時に、そういうことになってもいいように身構え、相手をちらちら盗み見ているのに、九乃重は、困惑気味な琴音の視線を気にするでもなく、ずっと集中していた。

　そのくせ、琴音が水やトイレを求めて立ち上がると、手を止めて視線で背中を追っているような気配がする。

　逃げるとでも思っているのだろうか。冷や汗をかきながら振り返ると、どうやらそうではないらしく、なぜか安堵したような顔で微笑み、また医学書とにらめっこしだす。

　そんな風に、同じ家で別々に暮らしているようにして、お互いマイペースに一日を終え、いよいよベッドに入ってみれば、特になにをするでもなく、背中から抱きしめて来ただけで、九乃重は寝てしまった。

　疲れたか、あるいはマグロに飽きたかと思い、おそるおそる翌朝尋ねると、仕事に差し支えがあるような真似はさせられない。と簡潔明瞭なお言葉を頂く。

　どうやら、オンとオフの切り替えがはっきりしているらしい。それは琴音も望むところだったので、ありがたい。

　『マグロの呪いを解いて、琴音が恋できるようにしてやる』との言葉から、性に爛れた日々が来ると覚悟していたが、それは週末か、お互い、時間も気持ちも余裕がある時だけで、どちらかといえば、じゃれあったり、しゃべったりしている時間の方が多い。

　まあ、それも毎日ではないのだが。

　九乃重の仕事柄、週に三日程度は家に帰ってこない。

　大学病院は水曜日が心臓血管外科の定期手術日なので、その翌日の木曜は確実に当直か、患者の容態を見るために泊まり込む。

　なので、一緒にいるのは週末から火曜日までで、それすらも緊急手術で途切れてしまう。

　最初は、慣れない家で緊張し、一人の過ごし方がわからなかったが、一風変わったルームシェアだと割り切ってからは楽になり、その分――九乃重がいない日が、寂しくなりだした。

　なにしろ、張り合いがないのだ。

　作ったおかずを、横からつまみ食いされることもないし、突然、意味もなくキスされることもない。

　テレビを見ても一緒に馬鹿笑いする相手がいないし、――ベッドの横が広すぎる。

　九乃重がいると温かくて、心地よくて、二度と目覚めたくないぐらい幸せな毛布の中も、一人だと嫌に冷たくて、寝返りするたびに隙間風が入ってしまう。

　九乃重の気配が、そこ、ここにあるのに、シーツからはかすかに彼の匂いがするのに、手を伸ばし触れられる身体がない。

　ぎゅっと背後から抱きしめて、耳元やうなじに軽いキスを落とす九乃重と共に眠り、週末はもっと激しく求められ、乱れ過ごす。そんな夜に、たった一ヶ月で慣れきってしまう自分が怖い。

　逆に、九乃重が一緒に寝る夜は夜で、落ち着きながらも、どこか身体が疼いて期待する。

（肉体的には、多分、もうマグロではないのだと……思う）

　はっきり意識した。九乃重に抱かれた夜は、まだ両手に足りないほどだが、それでも、以前の自分と、今の自分では違うとわかる。

　一人でいても、二人でいても、くつろいでる時も、仕事の時も――どこかに、九乃重の指と息づかいを感じ、意識している。

　銀色のメスを握り、冷たい眼差しでオペする彼が、自分を抱く時だけ、息を切らすほど興奮し、しゃにむに求め、かじりつく。

　長く、節が少しだけ骨張った男の指が肌を辿り、捏ね、蜜の溢れる場所を掻き回す。

　引き締まったあの唇が、琴音の胸や腹に、これでもかと鬱血の花弁を散らす。

　なにより、あの目がいけない。

　――この世界には、琴音しかいないのだと言わんばかりに焦がれ、乞う、熱情に灼けた眼差しが。

「ッ……」

　つらつらと考えるうちに、淫靡な連想ばかり連ねていた。そのせいで、キーボードに置いた指がわななき、意味のない文字が一行分も打ち込まれていた。

　長ったらしい溜息をついて、書類を訂正して決裁フローに回していると、デスクに置いていたスマートフォンが、ピロンとかわいいチャイムを鳴らした。

　なにげなく手に取り、琴音は目を剥く。――九乃重だ。

　

　九乃重：終わった？

　

　クールで大人っぽい外見とは裏腹な、小首を傾げた犬のスタンプが続く。

　定時デーなのでと、焦り気味に文字を打ち込み返事を待てば、一分も待たずに返事が来た。

　

　九乃重：丁度よかった。俺も、今日は午後が休み。といっても家に帰れたのは三時だけど。

　明石：どうしたんですか？

　九乃重：晩飯、ちょっと趣向を変えようと思って。デートの練習というか。……待ってるから早く出て来な。

　

　了解のスタンプを押すと同時に立ち上がり、パソコンの電源を落とし手早く片付ける。

　九乃重が家にいる。待っていると思うと、変に気が急いて、ばたばたしてしまう。

　そのくせ、途中で女子トイレに寄り、家に帰るだけなのに、いやに丁寧にメイクを直す。

（なんだろう。浮ついている）

　冷静な部分ではわかっていても、目や口元が勝手に緩む。

　いつもより人が多いエレベーターも、九乃重と会えると思えば苦痛ではない。

　ビルエントランスに着いて、ドアが開くや否や飛び出し、ヒールの音も高く進もうとした時。正面玄関の脇でわあっと華やかな歓声が上がった。

　釣られて目を向けて後悔した。

　元彼と後輩が、同じ部署の若手たちに囲まれ、冷やかされながら、結婚式の日取りが決まっただの、招待状が来ただの騒いでいたからだ。

　どうも、これから前祝いとして、皆で飲みに行く様子。

　今更、迂回して裏口に行くのも変なので、琴音は気にしないことにして玄関の自動ドアへ進む。

「あっ、明石先輩」

　輪の中にいた後輩が、弾む声で琴音を呼んで手を振った。

　そうされては無視するわけにはいかない。

　琴音と関屋の破局は、浮気相手である伊達志帆と同じ、女性営業アシスタントらの間でこそ噂になっていたが、社内の大半が知らない――どころか、付き合っていたことさえあまり認知されてなかった。

　仕事がやりにくくなると困るからという理由で、お互い、周囲には隠していたのだ。

（社内で、別の女の子と浮気されるとも思わなかったし）

　ともあれ終わったことだ。琴音が変に暴露して、皆の気分を盛り下げる必要はない。

　わずかに頬を強ばらす元彼と、優越感に満ちた顔を見せる浮気相手を前に、営業スマイルで会釈する。

　急いでいるから、またね。というニュアンスを送るが、〝職場恋愛の末におめでた結婚〟というドラマに夢中な後輩たちは気づかない。

「関屋先輩と志帆ちゃんが結婚するんですって！　それでお祝いに飲みに行くんですけど、明石先輩も来ませんか？　関屋先輩と仲よかったですよね？　二人の馴れ初めとか聞いて、あやかりたいと思いませんっ？」

　無邪気にはしゃぐ声の大きさに驚き、琴音はうっかり立ち止まってしまう。

　それがいけなかった。

　関屋の隣で幸せそうに微笑んでいた志帆が、目を細め、悪意の剣先を突きつけた。

「明石さんも、どうぞいらしてください！　人数が多い方が楽しいですし」

「いや、でも、急に参加しても……」

　やんわりと断る文句を口に乗せる。どのツラ下げて、琴音を参加させたがるのか。

「遠慮なさらずに。結婚に関して、人生の先輩の意見も聞いておきたいです。隆介……あっ、関屋さんとも、仲よかったって知ってますし」

　わざと馴れ馴れしい名前呼びをした後で、志帆は、ぺろっと愛らしく舌を出す。もちろん、利き手ではなく、婚約指輪の嵌まった左手で口を押さえるのも忘れない。

　あざとく、見え透いた志帆の演技に呆れかえる。

　略奪婚を自慢して、琴音を足蹴にすることで優越感に浸りたいのだろうか。

　当てつけにしても幼稚すぎる。第一、琴音が悔しがるのを期待しても無駄だ。

　正直、今の今まで元彼のことなど、未練どころか綺麗さっぱり忘れていた。

　マグロの呪いは覚えているが、その他、一切合切が記憶にない。九乃重との出来事が衝撃的すぎたからだ。

　これは正直に、約束があるというべきか。だが、志帆のことだ。巧みに周りを扇動して、誰と、どんな関係でと詰めより、なにがなんでも嘘だと決めつけるに違いない。

　かといって、九乃重のことも話せない。

　一緒に暮らしているが、同棲相手ではない、恋人でもない異性をなんと言うべきか。

（……セフレ？）

　単語が頭に浮かんだ瞬間、意識するより早く、顔が強ばる。

　あれ？　どうしてだろ？　と、不思議に思うも、手も足も動かず、おまけに声まで出ない。

　目の前の志帆がくすっと笑うのを、ただ呆然と見ていると、すごい勢いで腕が引かれた。

「いっ、ひゃ……！」

　甲高く裏返った声で言うのと、周囲があっけに取られたのは同時だった。

「九乃重先生ッ!?　どうしてここに……」

　ふらついた琴音の腰を支え、周囲の女性たちの視線を集めながら、九乃重は平然と言い放つ。

「待ってるから早く出て来いと言ったのに、つまらないところで立ち停まっているからだ」

　聞くなり背後を振り返ると、会社前の道路にあるパーキング・メーターに、四つの輪を組み合わせたエンブレムを持つ、赤いスポーツクーペが止まっている。――九乃重の車だ。

　挑発的で、押しの強いデザインをしたドイツ車に、今度は、女性ではなく男性が、限定品だの、いくらなんだよと小声でざわめく。

「出て来いって、家で待ってるからという意味じゃなかったんですか！」

「当たり前だろ。それだとホテルに着くのが遅くなる。レストランの予約にバタバタ駆けつけるのはみっともない」

　目をまばたかす琴音の前で、九乃重は肩をそびやかし、ホテルの名前をさらりと出す。――六本木にある外資系ラグジュアリーホテルだ。

　どうだという顔で言われても、そんな予定は聞いてない。趣向を変えるとは言っていたが、まさかホテルで食事するなんて。

　琴音はもちろん、先ほどまで、関屋と志帆の結婚で盛り上がっていた周囲の同僚も、ぽかんとしている。

　当然だろう。突然現れた眉目秀麗な男が、仕事馬鹿で、枯れた女代表の琴音を、待ちきれなさげに迎えに来たのだから。

　駄目押しに、営業の誰かが、九乃重が大学病院の医師であることを漏らしてしまう。

　サラリーマンには縁がないだろう高級外車のオーナーで、名の知られたラグジュアリーホテルで食事することを当たり前にしているセレブ。それが、琴音をぐいぐい抱き寄せる。

　近すぎる距離に焦り、琴音が九乃重の胸を押していると、腿になにかがぶち当たった。

「いてっ……！」

　ちくんとした刺激に顔をしかめると、ああそうだ。と九乃重が腰に回していた手を琴音に差し出した。

「やる。受け取れ」

「と、唐突過ぎます。なんですか」

　痛みの正体はショッパーだった。どうやら服が入っているらしい。

　クロエ・ノワだわと、志帆と親しい女子が感嘆の声を漏らす。

　そういえば、先週だったか、九乃重と飲みながら夜更かししている時に、テレビがファッション番組を流していた。そこで取り上げられていた、フランスの新進気鋭のブランドが『クロエ・ノワ』だ。

　布地に大胆に書かれた花柄と、少しの動きで、ぱっと輪になるスカートのフレアが印象的で、一目見たら忘れられない。

　素敵なワンピースに、九乃重との会話も忘れ、つい見入っていたのを思い出す。

　ああいうのを着たくないかと、ほろ酔い加減の九乃重に問いかけられ、うなずきかけたのをあわてて誤魔化し、琴音は似合わないからと手を振った。

　女の子の夢と憧れを凝縮したような、ひらひら花柄ワンピースなど、背が高く、顔立ちがきつい琴音が着ても笑われるだけ。

　それに、ごく薄いシルクに、友禅の技術を用いて花を手書きした、一品もののブランド服は、ボーナスでも追いつかないほど高かった。

「えっ、貰えませんよ！　こんな高い服。理由もなく」

「なに言ってるんだか。この間、俺が琴音の服を駄目にしただろう。ミートソースで」

　学生時代にライブに行った際に買ったＴシャツだ。着心地がいいから重宝していたが、特にこだわりがあるわけでも、希少品でもない。

「全然、割に合わな……」

「いいんだよ。惚れた女が、綺麗な服を着て、上機嫌でニコニコするのを見ながら飯を食いたいだけだから。それで充分、割に合う」

　惚れた女と言われ、ドキッとして赤面する。

（待て待て、落ち着け）

　焦り、誤解しそうな自分を留めつつ深呼吸すると、恐ろしい顔つきで琴音を睨む志帆と目が合った。

（これは、きっと、援護射撃されてるだけだ）

　冷静に状況を整理し、ここは会社のロビーで、周りに同期が山ほどいるという現実を思い出す。

　外で待っていた九乃重は、志帆に絡まれた琴音を見つけ、厄介ごとの気配を察し、同居人のよしみで助太刀しようと、来てくれただけにちがいない。

　それが正解だと後押しするように、志帆が踏み込んだ質問を投げつけてきた。

「どういうことですか。九乃重先生は、明石さんとお付き合いされているとでも？」

　なにげに失礼な言いぶりだが、幸せ絶頂マウンティングの最中に、急転直下の背景に成り下がったのだ。志帆が怒りに震えるのもわかる。

「変な言い方をしなくても、お付き合いされているよ。……先月だったか。琴音がフラれたって落ち込んでたから慰めた。というよりつけいった。前から気になっていたし、弱っているところにつけいってでも、欲しいと思った女だから」

　ショッパーを強引に琴音の手に握らせ、先ほどより意味深なやり方で腰を引き寄せて、九乃重が笑う。

「彼氏がいるって言うから、半分諦めていたけれど。……元彼って奴はなにをしてたんだか。こんなにイイ女を手放すなんて」

　九乃重は、関屋と志帆へ見せつけるようにして、琴音の手の甲にキスを落とす。

　きゃー、っと周囲の女性社員が黄色い声を上げる。

　他の男がするとキザで気持ち悪い仕草でも、顔もスタイルもよい九乃重がすると、もはや別次元にカッコよく――無駄に色っぽい。

　照れで頬を紅潮させる琴音に対し、志帆は顔を屈辱に歪ませ、歯を食いしばっていた。

　志帆の横にいる関屋にいたっては、魂を抜かれたように呆けている。

　――ああ、あれは終わった。マリッジブルーどころか、マリッジクライシスが始まる。

　結婚話が縺れるだけで済めばいいがと、野次馬の心境で二人を眺めれば、九乃重が唇をきつく引き締め、奪うようにして琴音を外へ連れ出してしまう。

　滑らかに発進した車の中で、琴音は開口一番に指摘する。

「私の仕返しにしても、やり過ぎじゃないですか？」

「気にするな。どうせ、あの二人が結婚したところで上手くいかない。……志帆とか言うあの女、お前の元彼に負けず劣らずの浮気性だぞ。三ヶ月前だかに当直室にいた、とある循環器内科医に夜這いをかけて、体当たりで口説こうとしたそうだから」

　きっぱりと言う口ぶりや、真剣な眼差しから、九乃重の言ったことが、噂や嘘でないと判断する。

（いつ妊娠がわかったかにもよるけど、三ヶ月前なら、かなりの確率で二股では？）

　うわあ、と声を漏らし琴音は天井を仰ぐ。割れ鍋に綴じ蓋とはこのことか。

「そっちこそ。自分を足蹴にした男を心配するなんて、お人好しも大概だ。……まだ気があるのか」

　気持ちなんてあるわけない。否定しようとして言葉が喉につっかえた。

　関屋に気持ちがあるわけない。今、意識して、気を奪われているのは彼ではない。

　そろりと運転する九乃重を盗み見て、気づかれる前に目を反らす。

（ああ、だめだ）

　心の中をじわりと温かくさせるもの。息づかいを感じるほど震え感動するもの。触れるだけでときめき、泣いてしまいそうなのに、もっと触れずにいられないもの。

　それをなんと呼ぶか――わかってしまったら、呪いが解ける。

　切ないほどの甘苦しさを胸に抱え、琴音は気づく。

（私、九乃重先生に恋し始めてる）

　認めてしまえば、より一層想いが募り、喉から〝好き〟の二文字が出そうで、琴音は窓の外に目を向けた。

　助けてくれたから。守ってくれるから。琴音がないがしろにされることを、琴音以上に怒り、正そうとしてくれるから。

　理由なんて、つけようと思えばいくらでもつけられる。

　だけど、最終的な衝動は、相手を知りたいかどうか。知りたいと思わせられるかどうかではないか。

　触れるのも、身体を重ねるのも、そうすることで相手を知り、より親密な距離に近づきたいという衝動ではないだろうか。

　そういう意味では、琴音はとっくに九乃重に心を奪われている。

　だけど、好きと伝えてどうなるだろう。

　九乃重は、酔い潰れるほど打ちのめされ、一生、恋はできないと嘆く琴音を哀れんで、呪いを解くのを手伝っているに過ぎない。

　恋ができるようになりました。それは貴方です。なんて言われても、きっと困る。

　喉を息苦しくさせ、嗚咽すら生みそうなやっかいな思いを呑み込み、唇を結びながら、琴音は思う。

　――結末を考えなければならない。呪いが解けた日から先に続く結末を。

　

　

　夕食はとても美味しかった。

　ホテル内にある鉄板焼き専門店で、九乃重と肩を並べ、目の前でシェフが新鮮な野菜や海老を次々に焼いていくのをワクワクしながら見守る。

　従兄弟の結婚式で食べたのより分厚いフォアグラが、いい音を立てながら焼き色を纏う様子に唾を呑み、蕩ける味わいに頬を緩めた。

　車中では微妙だった空気も、美味しいものを口へ運び会話を交わすうちに、いつもの楽しげなものに戻っていた。

　牛サーロイン肉のフランベで、ぶわっと大きな炎が出たのに驚き九乃重に抱きつけば、彼は目を丸くした後、とても嬉しげに笑い声を上げ、琴音をめちゃくちゃに撫で回した。

　そして今、九乃重が予約したグランドスイートに戻って来たところだ。

「へえ……ナイトプールをやっているんだな。もう、そんな季節か」

　窓から景色を楽しんでいた九乃重が、視線を下に向けている。

　横に並ぶと、夜景を透かして、華やかなワンピースを着ている自分が見えた。

　何度見ても、別人のようだと照れてしまう。

　到着してすぐシャワーを浴びて着替えると、待ち受けていたようにホテル専属のスタイリストが現れ、髪からメイクまで整えてくれたのだ。

　ワンピースは、緋色からオレンジ、白と、胸元にいくに従い色が薄くなるグラデーションの布に、水彩のような筆致で夏の花を咲き散らした鮮やかなもの。

　テレビで見た時は、自分にはかわいすぎると思ったが、こうして着ると、それほどでもない。

　それどころか、琴音の身長の高さが、よい方に服を引き立て、可憐さと大人の女らしい落ち着きが、よい具合にマッチして見える。

（もう少し、いろんな服やメイクを試してみよう。……あんな風に見てもらえるのなら）

　着替え終えた琴音へ見せた、九乃重の蕩けるような眼差しに、そう思う。

（九乃重先生から、大切にされる価値がある女になってみたい）

　会社のロビーでもわかったが、自分は九乃重と釣り合ってない。

　たとえば一週間後に九乃重と別れたとしても、皆は、琴音ならしょうがないと思うだろう。

　病院で関係が知られれば、九乃重先生もあんな子と付き合わなくてもと言われるだろう。そうなった時、彼に恥をかかせるのは嫌だ。

　イイ女になろう。

　密かに決意しながら視線を落とすと、ホテルのプールがライトアップされ、色とりどりの球状ビニールボートが浮いていた。

　高低差があるので人が人形みたいに小さいが、それでも賑やかな雰囲気は伝わってくる。

「わ、本当だ。楽しそう」

「今度デートする時は、あっちに行ってみるか？　鉄板焼きみたいに炎に襲われないし」

　まだからかってくる。琴音がしがみついたのが、よほど面白かったらしい。

「人前で水着になるのはちょっと。今からダイエットしても間に合いませんし」

「そうか？　充分スレンダーだと思うが。……胸だって形がよくて、敏感だ」

　言うなり、さらっと手の甲で胸元を撫でて悪戯する。

「もう。……いきなりはやめてください」

「いきなりじゃなければいいのか。……わかった。拗ねるな。なら近場で、沖縄とかグアムにでも行くか。プライベートビーチ付きの宿か、海上コテージでも借りて」

　軽々しく、そんな未来を口にする。まるで恋人のように。

「二人っきりで、ですか」

「そう。琴音と二人っきりで、水着もなしで、なに一つ余計なものなく、素肌だけで一日中抱き合って過ごしたい」

　軽口から、突然、色気に満ちた口説き文句へと繋げられ、かあっと赤くなる。何度やられても、これには慣れない。

　そもそも、九乃重は目力がある上、腰に響くほどいい声をしているのだ。

　そんな男に、意味ありげに低い声で囁かれれば、女なら誰だって骨抜きになる。

　互いの腰に手を回し、どちらからともなく口づけを交わす。

　徐々に深く、濡れてくるキスに釣られ、二人の呼吸が上がりだす。

　いつものように、九乃重が場所をベッドへ移そうと、腰を掴む指に力を込める。

　だが琴音は、かすかに首を振ってそれを制止する。

「駄目」

「琴音？」

　は――と、九乃重が熟れた息を漏らし喘ぐ。

　唾液に濡れた唇や、紅潮した目元が官能的で、つい流されかけるも、ぐいっと押して相手を窓にもたれかけさせる。

　どうしても今日は、受け身でいたくない。

「……今日は、私に、九乃重先生を抱かせて？」

　男の前に跪き、顔を見上げる。

　形のいい九乃重の喉仏が、唾を呑むのに合わせて上下し、手を当てた太腿の筋肉がびくんと跳ねた。

　性的な期待を表す、あからさまな反応が掌から直に伝わり、壊れそうに高鳴っていた心臓が、一瞬止まる。

（だけど、怯んでいたらいつまでも私は変われない）

　マグロの呪いを解き、自分に自信を持ちたいと思う。

　努力もせず、与えられるままの自分では、永遠に、彼に見合う女になれない。

（どうしても貴方に触れたい。なにがあっても、貴方を感じさせたい）

　今までとは、違う自分になるのだ。

　強い決意を指に込め、筋肉が脈打つ大腿を握れば、九乃重が切なげに顔をしかめる。

「いいぞ」

　より、琴音が触りやすいように脚を開き、乱雑な動きでネクタイを緩めて、九乃重は両手を窓ガラスに当てる。

　触れる前から大きく膨らんでいる股間に、おそるおそる手を伸ばし、琴音は、震える指先で屹立に触れる。

　上から下へ、下から上へ、卑猥な形を浮き立たすようにしてなぞっていると、九乃重が胸を反らし呻いた。

「んっ……」

「くすぐったい？」

　身震いし、苦笑する九乃重へ、おそるおそる尋ねる。

「少し。……もうちょっとしたら、笑いだすかも、な」

　ニヤリと口端を歪め笑い、傲慢な余裕を見せつけ、九乃重が息を吐く。

　笑われては雰囲気が台無しだ。そして、攻守が逆転し、いつものように九乃重に主導権を握られてしまう。それは避けたい。

　意を決して、手をベルトのバックルに伸ばす。

　二度ほど失敗しながらベルトを緩め、ズボンのボタンを外すと、ファスナーがジジッ――と音を立ててわずかに下がる。

　待ちきれない興奮に、自ら、まろび出ようとする男根に掌を当て、ズボンの縁を指で捕らえた。

　荒くなりだした二人の吐息が、辺りの空気を淫靡にする中、琴音は深呼吸して、ズボンとボクサーパンツを一気に下ろす。

　ぶるんと力強く跳ねながら、怒張したものが目の前に現れる。

　ホテルの薄暗い部屋の中でも、はっきりとわかるほど、九乃重の雄は漲っていた。

　目にしたことは何度かあったが、こんなに間近で見るのは初めてだ。

　思わず上げそうになった声を、唾液もろともに呑み込み、ゆっくりと指で握り込む。

　ひどく硬くなっているのに、鼓動に合わせて震えるのが不思議だ。

　少しだけ上下させる手に添って、竿を包む皮が滑らかに動く。

（腕や胸の皮膚とは、全然違う）

　女の身体の部分に、これほど皮膚が肉体を滑る部分はない。

　中にあるものは芯を持っており、琴音が手を動かすたびに熱が増す。

　まるで別の生き物を手にあやしているようだ。九乃重の身体の一部なのに、他のどことも造りが違う。

　びくびくと脈打ちながら、張り出す部分を大きくして育っていく。先端にある鈴口も緩く開き、透明な滴をにじませだしていた。

（こんなに太い血管があるなんて、いつもはどうなってるんだろう）

　もとから好奇心の強い琴音だ。気が引かれるまま、裏に浮きだした血管を指で辿る。

　そこが感じる部分だったのだろう。今までにない激しい動きで九乃重が腰を突き出し、くうっ――と、きつく喉を鳴らす。

「は、……、っ、こと、ね」

　なにか言おうとして、結局、九乃重は唇を引き結ぶ。

　苦痛と快楽の混じった表情を見せつけながら、九乃重が飢えた眼差しで琴音を睨む。

　怖い筈なのに、なぜか身体が昂ぶった。

　――この男が、誰よりも美しく強い男が、自分の手の動きだけで感情を乱している。

　手の中に猛獣を捕らえているようだ。自分など、一撃の下に屈服させられるのに、九乃重は、ただ琴音の指が感じる場所に触れること渇望していた。

　わかった瞬間、膣が淫らに蠢き、奥にある子宮がきゅんと跳ねた。

　琴音は息を詰め、無意識に微笑みさえ浮かべながら、必死になって手で擦り奉仕する。

　尽くしているのに、主導権を握っているのが自分だという状況が、ひどく倒錯的なものに思えて、自ずと大胆な気持ちになる。

　鼻先に突き出されている亀頭を親指で擦り、先端から染み出るぬめりを広げると、いよいよ九乃重の息が荒くなり、手の甲に触れる男の太腿が断続的に痙攣しだす。

　手では足りない。もっと淫らに、いやらしく触れてみたい。

　灼け付くような衝動を覚え、琴音はためらいもなくそれに顔を寄せる。

　鈴口から新たに湧き出た滴に唇を寄せ、そっと吸い取ると、九乃重は形のよい喉を反らしながら、頭を窓ガラスに押しつけ呻く。

「っ、琴音……、そこまでは、しなく、て」

　口に含ませることにためらいがあるのだろう。だが、かえって琴音は大胆な気持ちになり、聞こえない素振りで唇を先に押しつけ、肉笠の際をちろちろと舐める。

　グロテスクな造形とは裏腹に、それは舌に優しかった。

　つるりとして引っかかりがなく、温かく、嫌な臭いはしない。

　舐めれば舐めるほど、反応をあからさまにされるのが楽しくて、ついに先端を口に含む。

　わずかな苦みと、まろやかな塩気が舌に、次いで、青臭くもったりとした匂いが口腔に広がる。

「ん……」

　声を上げたが、嫌ではない。

　どころか、生々しい雄の匂いに脳が痺れ陶酔する。――九乃重の匂いだ。

　好きな男のものが身体じゅうに広がり、染みつくイメージが頭を占める。

　もっと欲しい。血に、肉に、遺伝子にまで染みてしまうほど、九乃重が欲しい。

　ちゅうちゅうと、赤子みたいにして先端を吸い上げ、同時に、男の身じろぎに合わせ揺れる双球を手で転がす。

　口の中に咥えたものの反応に夢中で、もう、九乃重の息づかいさえ聞こえない。

　表面に唾液をまぶすように舌を這わせ、竿に浮き出た血管は硬くした舌先で、念入りになぞり突く。

　いいところに当たると、ピクピクと震えるのがすごくかわいくて、愛おしくて、琴音は最初の目的すら忘れ、むしゃぶりつくようにして九乃重のものを味わっていた。

　突然、額に手を当てられ、ずぼっと卑猥な音を立てて強制的に肉棒が抜かれる。

　急に空っぽになった口に驚く間もなく引き立たされ、とん、と背中が手で押される。

「ふ、あ……！」

　九乃重の代わりに、両手をつき、外を見下ろすような姿勢で、琴音は窓ガラスへ押しつけられていた。

　驚きつつ首を背に向けると、荒っぽい手つきでワンピースのファスナーが下ろされる。

　胸だけで服をホールドするタイプのベアトップ・ワンピースは、たちどころに支えを失い、琴音の足下で輪を作った。

　そのまま、肩甲骨の間を掌で押され、裸の胸がぴったりと窓に張り付けられる。

　驚き、目を剥いたと同時に腰が取られ、琴音が突き出した尻たぶを、男の両手が力強く割り開く。

「あ、や……やだぁ！」

　急に理性が戻り叫ぶも、もう遅い。

　ワンピースに合わせて用意されていた下着は、布の面積がひどく小さい。

　総レースの前が透けていて、尻にいたっては紐でしかない。つまり、指でちょっと引かれただけでも、隠すべきものがすべてあらわになる。

　尻をいっぱいに割り広げられ、あっけなく布からはみ出した秘裂から、たらっと蜜が垂れる。

　太腿から一気に膝まで伝い落ちた快楽の証に、琴音が羞恥の身震いをした時だった。

　素早く皮膜を纏った剛直が、蜜を纏うために一度だけ秘唇を滑り、次の瞬間、一気に奥処まで叩き込まれた。

「っ……！」

　愛撫の必要もないほど濡れ、興奮に熟れていた膣は、歓びながら男を迎え、一瞬で絶頂の扉を叩き壊す。

「あああぁーッ！」

　張り詰め、硬くなった丸い部分で、子宮口を捏ね回されれば、ひとたまりもない。

　琴音は、大きく喉を反らし、甘ったるい嬌声を放つ。

　執拗に愛撫を重ね、じわじわと昂ぶり得るのとは違う、叩き潰すような激しい快感に、息が詰まり、目の端からぼろぼろと涙がこぼれた。

　身体は歓喜で激しく震え、わななき、膣は含むものを必死にすがり絞る。

　あちこちが疼き、痙攣するごとに、もっと密着しようと、奥処へ、奥処へと、貪欲に呑み込む女体の反応に、他ならない琴音が感じてしまう。

「や、深っ……い、深い、よぅ」

　今までになく、深く密接に繋がり、感じ尽くそうとする身体が怖くて、幼児のありさまで訴えれば、濡襞に舐め回されている九乃重の怒張が、さらに大きく、狂暴に膨らみ、琴音を征服しようとするのがわかる。

　尻肉に沈む男の指が力を増し、ほどけた髪が肩を滑るのにすら感じた。

　敏感になりすぎている。なのに、自分で抑制することができない。

「ま、たぁッ、も、ぐりって、しない、でえ」

　限界まで腰を密着させられ、琴音は背を反らし喘ぎながら達し続ける。

　九乃重は、ぎりっと奥歯を鳴らし、名残の締め付けを味わっていたが、波が収まるが早いか腰を激しく抽挿させた。

「んあっ、あぅ、うっ、ふあっ」

　突き回され、中の襞を蹂躙されるのに合わせ、声が飛ぶ。

　若く、血気盛んな獣が、命を繋ぐ獲物に襲いかかり貪るように、九乃重は自分の屹立を限界まで琴音に押し込んでは、抜け落ちる寸前まで素早く引き抜くことを繰り返していた。

　充足と空虚を絶え間なく味わわせられながら、琴音は、窓ガラスについた両手だけを支えにガクガクと揺さぶられる。

　奥処に触れるのは一瞬なのに、今までにないほど九乃重の屹立の状態がわかる。

　弾けそうなものを堪え、びくびくと血管を脈打たせながら、つるりとした先端が、まだ奥処に、もっと奥処にと、飢えた様子で打ち付けられる。

　淫らに充溢した襞が、張り出した亀頭でこそがれると、頭が甘く蕩けてしまい、琴音はなにもかもがわからなくなる。

「あああ、やあ……ッ、ふ、あ」

　強すぎる悦楽に涙さえ流しながら、思う。――まるでガラスに磔にされたようだ。

　窓に接する手から肘までは冷たく、固定されているのに、貫かれるごとに腰が浮き、膝がぐにゃりと崩れそうになる。

　何度達したのかわからない。もう無理だと思った途端、蕩けきった媚肉を振り切りながら、九乃重のものが子宮口を押し上げる。

　苦しそうに喘ぐ九乃重の顎先から、一筋の汗が滴った。

　それが、上気し朱に染まった琴音の肌に触れ、弾けた瞬間、張り詰めた限界の糸がぷつりと切れる。

「んふっ、あ、ああああっ！」

　ほとんど叫びに近い媚声を放ちながら、琴音は淫らに身をくねらせる。

　同時に、動きを止めていた九乃重が、手の位置を腰から子宮の真上へと移動させる。

　内からも外からも圧迫された秘処が、降参の悲鳴を上げながらすべてを収縮させる。

　子宮の入り口にある、柔らかく敏感な肉輪が雄根の先を包み、淫らに吸引した途端、恐ろしいほどの勢いで九乃重の白濁が射出される。

　皮膜越しにもわかるほど力強く、勢いを持った射精は長く、息を止めたまま絶頂していた琴音が、酸欠になる寸前でやっと止まった。

　長大なものをずるりと抜かれる感触に意識を戻し、振り返れば、九乃重が、まだ勢いを失わない欲望から皮膜を剥がす。

　ベッドへ、と目で訴える琴音の前で、九乃重は口を縛った残滓の袋を乱暴に床に捨てた。

　べちゃっ――と、生々しく露骨な音に身震いしてしまう。あれが、そのまま中で出されていたらきっとおかしくなっていた。九乃重のものに書き換えられる幸せで、きっと琴音は死んでいた。

　そう思い、凝視していると、手早く次の皮膜をつけた九乃重が、先端を陰唇に当てた。

「え、あ……、んあああ、ああぁ！」

　勢いと本能に支配された先ほどの挿入とは異なり、味わわせるようにゆっくりと含ませ、焦れるような熱で琴音を絶頂させて、九乃重は琴音の耳元に唇を寄せる。

「見えたかも、な」

　意味深に笑われ、そこで気づく。

　行為に夢中で忘れていたが、部屋の下にはナイトプールがある。

　室内が暗く、下まで数階分の距離があるが、それでも、目がいい者の一人か二人には見えたかもしれない。――琴音が貫かれ、痴態を晒しながら九乃重のものになっていく姿が。

　顔を真っ赤にしてもがくけれど、絶頂の余韻と、背後から覆い被さる九乃重――それに、咥えさせられた肉楔のせいで、まるで身体が自由にならない。

　ぞくぞくとした興奮と羞恥に震えていると、九乃重が、耳朶を噛みつつ笑う。

「俺は、もっと見せたいけどな。琴音が俺のものだって……ことを」

　強い独占欲にどきりとした。

　恋人関係でもないのに、所有を示したい理由がわからず心が迷う。

　九乃重も、ひょっとしたら、自分が好き――なのだろうか。それとも、行為で気持ちが流され、抱く女が最高だと思いたがっているのか。

　判別がつかず、目をさまよわせていると、窓ガラス越しに九乃重と目が合う。

「……」

　微妙にずれた視線に、あっ、と思った時だ。

　互いの感情が重ならないことを憤るように、九乃重が二度目の交合を開始する。

　肉の槍が往復するたびに、泡立ち白濁した蜜が結合部から派手に飛び散り、ぶちゅ、ぐちゃ、と耳を塞ぎたくなるほど赤裸々な性の音がした。

「すごい、音だな。……こんな、やらしく濡らして」

　一度出したことで余裕ができたのか、九乃重はもう抽挿だけに頼らず、琴音の身体を、自分が暴いた性感のすべてを、指や口で刺激しだす。

　貫かれたまま耳朶を甘噛みされ、所有を示すように、首筋や肩に吸い付かれる。

　痛むほど弓なりになった背の骨を、一つ一つ、形を教えるようにして指で辿られると、そこから生じた快楽の痺れが、神経を辿って全身へ伝わる。

「ん、も……、だ、め……ぇ」

「駄目って、なにが？」

　喉に手を当てられ、強引に窓と向き合わされ、息を詰める。

　目が蕩け、唇がだらしなく解けた女が、媚悦に崩れ貫かれている。

　まともであれば、正視できる筈もない痴態に、脳は拒絶反応を起こすどころか、さらに昂ぶり震えだす。

「こんなに、発情した顔で俺に貫かれていて、何が駄目なんだ？　……胸だって、ほら」

　言うなり、赤く色づき膨れた乳首を摘ままれ、琴音は尾を引く悲鳴を上げながら、喜悦に身を震わせ、くねる。

「やん、あ、い……、や、だめ、いき、すぎ、る、達しすぎ、るからあ」

　辛いほど感じさせられ、どこからが自分で、どこからが九乃重かわからないほど蕩けてしまう。

　頭を振りたくり、過敏になりすぎた身体を支えようと爪を立てるが、磨かれたホテルのガラスでは、つるつると滑るだけだ。

　ついに崩れた琴音の膝が、男の足でぐいと開かれ、浮いた右足を腕に通し九乃重が強引に持ち上げた。

　あられもなく、ぱっくりと開いた恥部が、ガラスに映る。

　愛蜜でドロドロに濡れた秘裂を、太く、狂暴に膨らんだ男根が貫いている。

　充血し膨らんだ陰唇は、含む肉竿をしゃぶるようにピクピク震え、官能に紅く爛れた内部をめくり見せながら、美味しそうに咥え呑んでいるのがわかる。

　強烈かつ刺激的な性交のありさまに、ぶわっと全身の毛穴が開き、身体が羞恥に燃え滾る。

「やだぁああ」

　これが自分だと、浅ましく男を――九乃重をむさぼる痴態に耐えきれず、琴音はたまらず顔を逸らそうとする。

　だけど九乃重は、それを許さず、指で琴音の顎を捕らえ、背後からガラス越しに琴音の裸を視姦しながら告げた。

「駄目だ。見ていろ。……誰が、お前を抱いているか。……記憶にも、身体にも刻みつけてしまえ」

　傲慢なくせに、どこか胸が切なくなる声色に息を詰めたのも束の間。また揺さぶられ、琴音は喘ぎながら昇り詰める。

「ふぁ、ああああっ！　アアーッ！」

　気が遠くなる。五感のすべてが九乃重との行為に浸食される。

　視覚や聴覚だけでなく、口にまで指をねじ込まれ、舌を掻き回されて味を覚えさせられた。

　その晩の九乃重は執拗で、腰が立たなくなるほど窓際で抱かれ、汗と体液まみれになった琴音が崩れても、場所を浴室に移して、行為は続いた。

　空が白み始める頃に、やっと許してもらえたが、それでも、九乃重は自分の腕の中から、琴音を手放そうとしなかった。

　こんなに求められ、激しくされる理由を知りたいと思う心は、ベッドの中で眠りに落ちようとする琴音を抱き寄せ、あやすようにして、優しく肌をまさぐる九乃重の手により消されていった。

　

　

　誰かの話し声が聞こえた気がして、琴音はホテルのベッドで目を覚ます。

　片側がひどく広い。手で探ると、シーツのぬくもりは消えかけていた。

　カーテンの隙間から入る日差しは強く、これはチェックアウトが近いのではないかと焦る。

　だが起き上がれない。二度、身を起こそうとして諦めた。腰が疼いて仕方がない。

　こうなるとわかっていて、琴音を抱き潰したのは九乃重だ。

　相手が起こしに来るまでだらだら寝て、少し仕返しをしてやろうと腹に決めたのだが。

「わかってるよ」

　苛立ちもあらわに吐き捨てられ、びくっとしてしまう。いつも飄々としている九乃重が、こうも感情を出すのは珍しい。

　病院からかな。だったら急がなきゃと考えていた琴音は、次の瞬間、凍り付く。

「結納をするんだから、そう頻繁に会わなくてもいいじゃないか。お互い、家族だって知っている間柄なんだし」

　相手の声は聞こえない。ただ、通話中なのは、話し方や、落ち着かない足取りで歩き回る九乃重の様子からわかる。

「ああそう。……いや？　ってか、お前、身辺整理とか嫌な言い方をするな」

　随分、親しい間柄のようだ。しかも、あの九乃重が責められ困っている。

　相手が誰なのか気になり、側にあるバスローブへそっと手を伸ばす。

「だから。ちゃんと片付けるって。綺麗に片付けて結納へ行く。それで問題ないだろ？　……ったく、二ヶ月近く音沙汰なしで俺を無視しといて、ほんと、お前、唐突に……惚れた弱みだってわかってるけど……」

　呆れた風な溜息を落とし、そこでトーンダウンしたのか、九乃重の声は聞こえなくなる。

　代わりに、自分の鼓動が嫌に大きく頭に響く。

（結納って、身辺を片付けるって……どういうこと、かな）

　混乱しだす頭で、なんとか内容を整理しようと思う。

　けれど、一つ一つの単語が重すぎて、上手く考えがまとまらない。

（だって、まるで結婚するみたいな……、だから）

　息を詰め、くしゃりと寝乱れたシーツを掴む。

　ああそうか、と急に事情が読めてきて、琴音は青ざめ身を震わせる。

（やっぱり、ちゃんと……相手がいたんだ）

　そう考えると、すべてがあっけなく腑に落ちた。

　九乃重には結婚を決めた女性がいた。だけどなんらかの事情で二ヶ月まったく連絡が取れなかった。けれど相手は別れる気がなく、結納はお互いやるつもりでいる。だから――身辺整理する必要に迫られた。

　断片的な情報と、大部分の想像で組み立てられた仮説は、今の状況で裏付けされる。

（だから、こんな素敵なホテルで、素敵な服で、激しく抱いた？　終わりにするため？）

　相手と連絡が取れず、諦めかけていたが、結納が決まった。

　だから、暇つぶし同然だった琴音の件を――呪いを解く件を、一気に片付けようとした。

　冷静に考えてみればすぐ、あれほど激しく、際限なく、抱き続けられた理由に繋がる。

（片付けられるのは、私）

　九乃重との関係の脆さが身に迫る。恋人でもなければ、友人ですらない。

　呪いを解くという共通意識で繋がっているだけの、ただの――セフレ。

　どちらかが関係解消を望めば、あっけなく終わる。だって、九乃重には呪いを解く理由も、義務もないのだから。

　恋人につれなくされた時間を潰すための遊び、その程度のものだろう。

（いや、だめだ。思い込みはよくない。……ちゃんと、聞こう）

　だけど、聞くには重すぎる。

　切り崩し方を間違えれば今日、今すぐにでも終わってしまう。

　そして手放してしまうには、あまりにも九乃重の存在は大きくなりすぎていた。






６．さようならマグロ。こんにちは溺愛。







　八月になり、気温は連日四十度を超えていた。

　花火大会はあちこちで開催され、ビアガーデンも大盛況な真夏だ。

（あれから、もう、二週間も経つのかあ）

　おかしくなるほど九乃重に抱かれ、眠り、終わりを予感させる現実が見えた日。

　ホテルをチェックアウトし、家まで琴音を送り届けるなり、九乃重は実家で用事だとかで出掛けてしまった。

　戻って来たのは、翌日――日曜日の午後八時。

　食事をどうするか尋ねた琴音に、九乃重は顔色の悪さを隠しつつ頭を横に振っただけで、あとは淡々と寝に入られてしまった。

　翌朝、物言いたげにしていたけれど、特になにか話すでもなく出勤し、そこから二人の生活は完全に噛み合わなくなる。

　九乃重の緊急手術や当直が連続したこともある。間に、琴音の研修出張も入った。

　仕事絡みと割り切るべきところなのだが、そうはできないモヤモヤが心に沈んでいく。

　一緒にいなければ、当然、セックスもなしで、なんとなく朝か夜に顔を合わせただけで、お互い疲れて寝に入ることばかり。

　ただ、時折、九乃重がひどく物言いたげな目で琴音を見ていることには、気づいている。

　朝、身支度をする洗面所の鏡越しに、あるいは、お互い顔を合わせるが、私的なことなどとても話せそうにない手術室で、気づけば、九乃重が自分を見ている。

　言いたいことがあるのはわかる。だけど、聞く勇気がない。

　家の用事とは口にしたが、そこに結婚相手が含まれてるか、否か。自分も聞きたくて聞けないままなのだ。

　結納とか、身辺整理とか、なんなのかと。

　

　

「駄目だわ」

「ほんっと、駄目。……ごめんねえ、琴音ぇ、折角会えたのに、式だけでめちゃくちゃ酔っちゃって」

　肩を支えていた女性が、酔い赤らんだ顔であははと笑う。

　今日は同期の結婚式だったのだ。ただし、元彼の関屋が主役ではない。

　琴音を足蹴にしようとして、九乃重から盛大にやり返された志帆が、やっぱり結婚したくないと言いだし、揉めているのだ。

　琴音でも、九乃重ほどの男を捕まえられたのだから、それより若く、美人な自分は、もっといい相手を見つけられる。ここで諦めたくはないと、なんの疑問もなく信じ、意欲を燃やし合コンに参加しているのだとか。

　呆れたことに、妊娠は嘘だった。志帆は仕事で使った、妊娠画像のテストデータをコピーし、画像ソフトで適当に名前の部分だけ変更して、それで関屋を騙したらしい。

　冷戦状態ならいいのに、給湯室で、騙した、騙してないだのを、大声でやりあったらしく、とばっちりで、関屋が琴音を捨てたことまでバレ、社内は今、噂のるつぼとなっている。

「だってさ、飲むしかないじゃない？　あの関屋の馬鹿。なーにがやり直したいよ。琴音を捨てた癖に！」

　千鳥足となった女性は、タクシーを降りた途端、腹を抱えて笑う。

「ほら、ホテルに着いたから、しっかりして」

　同期で、同じ技術営業なこともあり、社内で一番仲がいい女性だが、ずっと支社にいたので合うのは久々。積もる話で盛り上がるうちに、すっかり飲み過ぎていた。

「絶対あれ、琴音の変化を見て、惜しくなったんだわ」

　完全に出来上がった顔で、ケラケラと笑われ苦笑する。

（うん、まあ、そうじゃないかなとは思う）

　内心で同意しながら、女性をフロントまで誘導する。

　『フラれても俺に気があって、復縁したくて綺麗になったんだよな。そうだよな。お前の努力と甲斐甲斐しさはわかった。感動したよ。だから、もう一度、やり直そう』――などと。

　お門違いも甚だしい台詞を口に、式の間中つきまとう関屋にうんざりして、氷点下の表情と声で言い返したのを思い出す。お前じゃない。

　髪や肌を手入れするのも、メイクや服に気を使うのも、大人らしい教養を身に付けようと勉強しているのも、関屋のためなんかじゃない。違う男のためだ。

　いつ彼から見られても、綺麗だ、素敵だと思われたいから。少しでも好意が欲しいから、女を磨いているだけだ。

　とはいえ、肝心なその男――九乃重とは、話す時間も会う時間も、なかなか取れないが。

　今日、同期の結婚式に参列して強く思った。このまま宙ぶらりんはいけない。

　きちんと終わらせるしかない。

　傷つこうがなにしようが、ちゃんと関係をはっきりさせよう。

　ホテルのロビーで、チェックインする同僚を待っていると、視線が見慣れた顔を捉えた。

　九乃重だ。

　琴音から数メートル離れた先、柱の陰にあたる場所で、九乃重が所在なさげに立っていた。

　外来をする時のような、きちんとした三つ揃えのスーツを着て、髪を整えている。

　ただ一点だけ違いがあるとすれば、眼鏡を掛けているところだ。

　なぜか、家にいる時や仕事場で、長時間パソコンを扱う時に使う、ブルーライトを抑える眼鏡を掛けている。

　見間違いと思いたいが、あんなに外見がよく、存在感のある男はなかなかいない。

「く……」

「九乃重先生！」

　自分よりいくつか若いであろう女の、弾んだ声が先に名を呼ぶ。

　え、と目を向けると、振り袖姿の女性が小走りに九乃重の側へ駆け寄る。

　勢いがついていたのか、立ち止まっても上体が揺らいでしまい、女性は九乃重に受け止められ、そのまま腕に抱かれ支えられていた。

（どういう、こと）

　目を大きくしたまま二人を見ていると、聞きたくないのに会話が届く。

「結納もしたのに、先生というのはやめませんか」

　琴音に対するより柔らかく丁寧な言葉遣いに、なぜか頭を殴られたような衝撃を受ける。

「あら。……ごめんなさい。でも」

「でも、ではないでしょう。結婚して夫婦になっても、先生と呼ぶつもりですか」

　少しだけ意地悪な、だけど愛情の溢れる声に、耳が、きいんと鳴った。

　結納もした。結婚して夫婦になる。その声が頭を回る。

　家の用事とか、ちょっととか、そんな曖昧な言い方で家を空けることが増えたのは、そういうことかと理解してしまう。

　この場で、どういうことか問い詰めたいが、場所は老舗ホテルのロビー。きっと従業員の迷惑になる。

（だったら、どうするべきか）

　考えていると、九乃重の視線が琴音の方に向き――迷惑そうに、まとわりつく羽虫でも見るみたいな目で、睨んできた。

「ッ……」

　息を詰め、唇を噛んでいると、二人は仲よく語りながら、琴音の方へ歩いてくる。

　逃げることも、側に寄ることもできず立ち尽くす琴音の横を、彼は表情一つ変えないまま通り過ぎ――タクシーに乗って姿を消した。

　それからどうやって、九乃重と暮らす家に帰ったか覚えていない。

　帰ってきたらすぐに聞こう。冷静に聞こう。電話でする話じゃない。ちゃんと目を見て判断したい。

　そうやって、まんじりともせずソファに座っていたが、九乃重は翌朝になるまで戻っては来なかった。

　

　

　日が昇って二時間ほど経った時、玄関の鍵が開き、リビングに向かって足音が近づく。

　今までなら、早足で出迎えたのに、身体がソファに縫い付けられたみたいに動かない。

　黙っていると、リビングのドアが開き、一拍遅れて声が届く。

「琴音？　どうしたんだ、その格好。同期の結婚式だと聞いていたが、まさか、朝帰りしたんじゃ……、ッ」

　からかうような調子が、突然、低く沈み緊張に強ばる。

　だけど琴音はそれより、九乃重の台詞が気に障った。

「朝帰りって、自分だって、そうじゃないですか？」

　感情がそげ落ちた琴音の声に、九乃重が息を呑むのがわかる。

「別におかしくはないだろう。緊急手術で呼び出されて、時間が掛かってしまったんだから」

　狼狽した様子が見て取れる声に、ようやく琴音は振り向いた。

「九乃重先生」

　どうして、昨日、ホテルのロビーにいたんですか。女性といたんですか。

　結納して結婚するって、どうして先に教えてくれなかったんですか。

　たたみかけたかった言葉は、けれど喉奥で潰れてしまう。

（できない）

　ここでなじって、問い詰めてもこじれるだけだ。

　もとより、琴音は本命じゃない。恋人でもない。好きを勝手に押しつけるのは、筋が違う。

　なにより、浮気した元彼に捨てられた自分が、また、九乃重の浮気相手になっているかもという事実に、拒絶反応が起きていた。

　好き、と言えば、浮気相手という烙印が焼け付く気がして、やっと出た言葉は。

「私、マグロの呪い、解けました」

「え？」

　ぽかんとした顔に、冷静な部分で思う。それはそうだろう。朝帰りしたら怒った女がいて、マグロの呪いが解けただなんて、支離滅裂にもほどがある。

　なのに琴音は構わず続けた。

「私、マグロの呪いが解けました。気になる人がいて、恋しています」

（あと数分後に、失恋するけど）

　泣き笑いの表情で、内心の言葉を消してしまう。

「今まで、ありがとうございました」

　立ち上がり、深々と礼をした。

　状況はどうあれ、九乃重のおかげで、女としての自信がついたこと、いろんな体験をして成長できたことは、間違いない。

「気になる人がいて、恋を、したって」

「私、出て行きますね。ここにいると、恋した人に悪いですから」

　気にしなくていいと思わせたくて、相手は九乃重じゃないような、ずるい言い回しをしてしまう。

「それは、昨日のことが、関係あるのか」

　低く沈んだ声に、ああ、やっぱりとうなずいた。

　これ以上はもう、会話は必要がない。

　やっぱり九乃重は、昨日、ホテルにいたのだ。

「荷物、特にありませんから。捨ててくださって結構です」

　ほとんどが雑貨だ。服やスーツは買い直せばいい。持って帰れば未練になって、今度こそ恋ができない呪いにかかってしまう。

　あえて仕事のように言い切り、空元気の笑顔を見せつつ、九乃重の側をすり抜ける。

　廊下まで出た途端、我慢できずに走りだしたが、数歩で九乃重に追いつかれた。

「琴音！」

「やっ、離して！」

「離せるか、馬鹿！　あいつの元に戻ったら、また傷つけられるだけだぞ。なのに、なんで……！　くそ、こんなことなら、やっぱり監禁してでも、行かせないようにすればよかった！」

　引き寄せ、抱き込もうとする九乃重に抵抗する琴音の頭上に、そんな声が降り注ぐ。

　あいつだとか、傷つくとか監禁だとか、まるで話が繋がらない。

　だが、今はともかく逃げなければ。泣き出す前に。

　琴音は反射的に九乃重の手を叩き落とし、玄関のドアに背を預けた。

　ノブに手をやり、威嚇しながら外へ出ようとした途端、ぐらんと世界が傾き驚く。

「きゃ……」

「琴音ッ……！」

　伸ばされた手が、倒れていく琴音の肩をかすめた。

　扉が開かれたのだと気づいた時には、顔が天井を向いていて、琴音は来るべき痛みに目を閉ざす。

　どさりと音がして、身体に振動が伝わるが、ほとんど痛くない。

　おかしい。夢でも見ているのかと、おそるおそるまぶたを開けば、上から琴音を覗き込む、九乃重の顔。

「え……？」

　どういうことだ。九乃重に追われて逃げようとして、玄関ドアを開けたら、九乃重がいたなんて――？

「おや？　朝から取り込み中とはオツですね」

　今の空気にそぐわない、ひどくのんびりした声に、琴音は目をまばたかす。

「ですが、邪魔です。……いつまで、私に寄りかかっているつもりですか」

　言うなり背後から肩を乱暴に押され、半分突き飛ばされるようにして部屋へ戻された。

　すると、前に待ち受けていた九乃重が、奪う勢いで、つんのめった琴音を両腕に捕らえ抱きしめる。

「なんの用だ。連絡なしに来るなと言っていただろう。怜れい」

　琴音と言い争っていた九乃重が、入って来た九乃重に吠えかかる。

「……れい？」

　耳慣れない単語に首を傾げると、どうやら、それが外から入ってきた、別の九乃重の名だったらしく、返事がてらに文句を言われる。

「連絡しろとは随分な言い草ですね。大学の入学祝いに、共有名義として祖父から相続したから、私にも、このマンションを使う権利はあるんですが」

　言いながら、外から入ってきた九乃重は眼鏡を掛け、琴音と九乃重を交互に見ながら続けた。

　――「それが、双子の兄に対する態度ですか」と。

　

　

　横を通り、眼鏡を掛けた九乃重の双子の兄――怜が、すたすたと室内に入っていく。

　ぽかんとしながら見ていると、九乃重が琴音の頭をぽんぽんと叩いて、リビングへ行くことを促した。

　有無を言わせない迫力に負け、すごすごと逆戻りする。

　その頃には、琴音にも、なんとなく事情が見えていた。

　九乃重律と怜は、同じ大学の医学部を出た医師だ。

　ただし、九乃重が心臓血管外科医なのに対し、怜は循環器内科医らしいが。

　ともあれ、身長から声から、外見から、なにからなにまで同一で、違いといえば、女性の好みと眼鏡の有無だけな二人は、双子とはいえ、あまり仲のいい兄弟ではなかったそうだ。

　九乃重の実家は、そこそこ有名な循環器――心臓や血管関係の中堅病院。

　明確に跡継ぎと決められ、常に人の目を意識し、優秀であることを求められ続けた兄の怜と、跡継ぎではないからと、なかなか雑に放置され、その分、自由に伸び伸びと育ち――天分の才を発揮させる、弟の律。

　寄ると触ると喧嘩し、憎み合うまではいかないが、なんとなく噛み合わない、なんとなく気に食わないという、真反対の気質を持つ者二人は、研修医二年目まで、兄弟で、ここに暮らしていたらしい。

　つまる所、ここで見た女の影――おしゃれな食器だとか、やたら女子力の高い料理レシピ、整ったインテリアなどは、すべて兄――怜の影だった。

　ついでに言えば、女性関係にしても真反対で、病院で人気があり騒がれていたのは、兄も弟も変わらないが、多数の女性とお付き合いしていたのは怜の方らしく、九乃重といえば。

「私と付き合った女性が、私からフラれた後、同じ顔なんだから代わりに抱いてと律に迫ることが続きましてね。……まあ、律は律で、心臓血管外科で若手のエースですし。私が駄目なら、同情で気を引いて、律の子を上手く孕んで、結婚できれば上々と仕掛けたのでしょう。……激怒されて、蹴り出されるだけなのに」

　そんなこともあって、九乃重は、好意を抱かない女性に対しては、一切興味がないという、兄とは真逆の硬派になってしまったのだとか。

「じゃあ、病棟のフロア毎にセフレがいるとかいうのは」

「なんですか、その噂。いくらなんでもそれは違います」

　台所で、置きっぱなしの私物だという、食器やワインを段ボールに詰めながら、怜が顔をしかめる。

「病棟ごとではなく、各科ごとに一人です。……過小評価は頂けません」

　悪びれもなく、相手をした女性の数を倍以上に増やす怜に、乾いた笑いが出てしまう。

「じゃあ、昨日、ホテルにいて結納をしたのも、怜さんですか？」

「私ですよ。……ああ、そういえば、私に熱い視線を向けてくる女性がいて、うっとうしいなと思っていましたが。貴女でしたか。それは失敬」

「どうせ、虫の死骸でも見るような目をしていたんだろ」

　ソファで琴音を膝に載せ、完全にホールドしたまま、九乃重が文句を言う。

「さすが。自分の事がよくわかってますね。……やはり双子だとそういう所は似てしまうのでしょうか？　……律も、自分に言い寄る女性全般に対して、そういう目をしていましたよ。琴音さんは例外ですが」

　最後の道具を段ボールにしまった怜が、くすっと笑い目配せする。

「新居に移す荷物は、これで最後ですかね」

　なんでも、一度は破談にされた幼い頃からの許嫁と、この度めでたく婚約し、今日から同棲するのだとか。

「まったく。昨日の結納に律が来ていれば、こんな手間はなかったのですよ。……前もって身辺整理をし、病院から呼び出しが入らないようにしておけと、口を酸っぱくして伝えたのに、結局は、来る途中で、緊急手術だと呼び出されて」

「唐突すぎるんだよ、お前らは。……結納前に、琴音も交えて食事をしたいとか無茶言うし」

　婚約者が既知の幼なじみだからか、舌打ちまでして文句を言っている。

　だけど怜は気にもせず、さらりと引き取った。

「私の妻が、義理の姉妹になる琴音さんに早く会いたい。……と言うので食事会を提案したのですが、律が断りましてね。……だって、まさか、思わないでしょう？　同棲しながら、告白一つしてないだなんて」

「……」

　黙っていると、怜がニヤニヤしながら補足した。

　食事会に誘えば、兄の妻になる女性から、義理の妹だの、律の嫁だのと、はしゃぎ倒されるのは目に見えている。まだ好きとも伝えてないのに、結婚前提で騒がれ、問い詰められることで、琴音にドン引かれて距離を置かれるのが、嫌だったのでしょう――と。

　あー、とも、うーともつかない声を上げ、琴音は頭を抱える。

「まあ、大人になっても、私たちほど外見も声も似る双子はいませんから、琴音さんが間違うのも仕方ありません。両親すらも、見た目や電話では区別しきれない時が多いですし」

「お前は、嫁が同じ間違いをしても、その台詞を言えるのか」

　うなるように九乃重が突くと、怜は、あっはっは、と明るく笑い飛ばして付け加えた。

「そんなの、仕方ないで許すわけがないでしょう。……結婚休暇の一週間をまるっと使って、足腰が立たなくなるまでヤって、誰が主人かわかるよう、きちんと調教するに決まってます」

　さらりと、恐ろしいことを言いながら、怜は、段ボールを抱えた。

「ま、今までの女性たちとは完璧に手を切りましたし、今後は、一生、彼女だけと決めましたので、新婚早々に抱き壊してしまわないよう、気をつけながらの行為になりますが。……それは、それで楽しみです」

「……変態が俺らに感染する前に、早く嫁の元へ帰れ」

「言われずとも」

　琴音は、リビングから出て行こうとする怜を見ていて気づく。セラーから出していた赤ワインのボトルを一本、カウンターに忘れている。

「あ、これ、忘れてますけど」

　指で差すと、相手は肩越しに振り向きながら、告げた。

「琴音さんを、誤解させてしまったお詫びです。シャンベルタンのドメーヌ・ルロワ」

「お前が持っているワインで三番目に高い奴だな。……これで、俺にかけてきた、お前の女関係の迷惑を清算する気か」

「今晩にでも、二人で開ければいい。……まあ、飲む余裕があればの話ですが」

　意味深な笑いに、背筋がぞぞっとする。同じ顔、同じ声でも、性格が違うと、こうまで感じ方が違うのか。

　悪寒がする身体を抱いている間に、九乃重と琴音の関係をこじれさせ、破綻寸前まで導いた悪魔は、上機嫌に鼻歌を歌いながら出て行った。

　

　

　静けさが戻って来たリビングで、琴音と九乃重は同時に溜息を落とす。

「双子だったなんて、知りませんでした」

　兄がいるらしいことは小耳に挟んでいたが、まさかの双子とは。

「学生時代から、さんっざん俺と怜が間違われて、双子ってだけで、お互い嫌な思いをして来たからな。……研修医になった直後に、怜と揉めたセフレの一人が、病院で人違いと気づかず俺に嫌がらせして、上から下まで大騒ぎになったこともあった」

　思い出したくないのか、顔をしかめて九乃重が頭を振る。

「多分、あれ以来、俺たちに対して、〝双子〟って単語が禁句になった。……まあ、診療科も違うし、怜はすぐに大学病院の外へ出たから、最近は、俺に兄弟がいるってことすら、知らない奴の方が多い」

　琴音を膝に載せ、腰をがっちり抱いたまま、九乃重が苦々しげに言う。

「あれ？　でも、それだと、九乃重先生が言われた、あいつ、だとか、戻ったら、また傷つけられるというのは？」

「結婚式で、同期全員が呼ばれてたんだろ？　なのに別件で、お前の元彼が、妊娠した寝取り女と破綻したって聞いてな……。式を楽しみにしている琴音に、行くなとは言えないし。でも、そこで、元彼に迫られて、よりを戻すなんてことが……」

「いや、ないでしょ！　ないです。絶対ない」

「わからないだろう。男と女のことは。……怜みたいな、最低の下衆と結婚して、嫁になるって女もいるわけだし。駄目男好きとかあるわけだし」

「なにげに、怜さんにひどいですね。いや、うん、わからなくもなッ……、う、っ、ひゃ！」

　いきなり首筋に噛みつかれ、声を上げる。

「なんであいつが、〝怜さん〟で、俺が九乃重先生なんだ」

「いや、その……。ええと、照れくさい？　ッ、あ、ああ、や……だ、駄目ですって！」

　今度は、耳たぶに噛みつかれ、そのまま、ひとしきり口と舌を使って嬲られる。

「俺は、好きな女からは名前で呼ばれたい。……駄目か」

「駄目かっていうか、……好きな女からって、言われても」

　かあっと顔が熱くなる。きっと真っ赤に違いない。

　怜が散々からかったので、なんとなくはわかっていたが、本人から好きな女と言われると、気恥ずかしさも倍増だ。

　どう応えればいいのかわからずもじもじしていると、琴音の耳朶に唇を触れさせ、九乃重が低い声で囁く。

「好きだ。四年前からずっと。琴音だけを見てた」

　その台詞だけで、わかってしまう。

　いつだったか、会社で、元彼と寝取り女を牽制した九乃重の台詞は、真実だったのだと。

　――四年間、彼氏がいる琴音を困らせないよう距離を置きつつも、なにかあったら助けられるように、側で見守っていてくれたのだと。

「琴音の答えを聞かせてほしい。……これ以上、待てそうにない」

　急かされても不快になどならない。逆に、四年も待ち続け、こうして、琴音を助け導いてくれたことに、嬉しさと幸せが湧き上がる。

「私も、好き。……律さんが、大好き」

　照れと興奮がない交ぜになった震え声で伝えた途端、九乃重は両手で琴音の顔を包み込み、それ以上の言葉はいらないとばかりに、強引に唇を奪ってしまう。

　重なるが早いか、下唇を吸われ、開いた歯列を舌が割る。

　九乃重らしくない性急さで、口腔に含まされ、驚いたのも数秒。

　思いの丈を伝えんばかりにくねり絡まる舌に、琴音もおずおずと応じだす。

　今までのキスとは、段違いに気持ちがいい。

　舌先を触れさせてくすぐり合うだけで、多幸感で満たされる。

　相手を迎え入れ、相手に迎え入れられ、互いの口を行き来しながら、より濃密に舌を重ね、抱く身体をまさぐり、求める気持ちを重ねていく。

「ん、ふ、……、はふっ」

　唾液を交換するような激しいキスが続き、酸欠になった頭がぼうっとしてくる。

「……もう、とろんとした目になっているぞ。激しくしすぎたか？」

「ん……。だい、じょうぶ、……私も、律さんについていきたい、から」

「かわいいことを言ってくれる」

　ほら、と肩に身体をもたれかけさせ、九乃重は琴音の背を撫であやす。

　優しい手つきに促され、琴音が息を継いでいると、まあ――と九乃重が続けた。

「好きって言われて、名前を呼ばれると、やっぱり欲がでてくるな」

「はい？」

　琴音の横顔に頬ずりしながら、九乃重が笑う。

「怜と間違われたのが、納得がいかない。誤解で、別れたかもしれないなんて」

「……それは、でも、双子って、知らなかった、から」

　思い込みで間違い、別れを選択しようとしていたのを反省しつつ、相手をうかがう。

「知っていれば、間違わなかったと思う」

「……と、思う？」

　顔や背格好だけでなく、声まで同じなのだ。すぐ見分けがつくかどうか。

　不安に揺れた琴音に対し、九乃重は、ぞくっとするほど色っぽい声で繰り返す。

「恋人になったのに、〝と思う〟だって？」

　執着じみた独占欲に、背筋がぞくっと震えた。

　これは、返答を間違ったかもと、あわてて琴音は言葉を重ねる。

「わかる！　大丈夫！　間違わないッ」

「目が泳いでるぞ。……仕方ない。今後、二度と琴音が間違わないように、ちゃんとお仕置きして、身体で、俺をわからせないとな」

　恐ろしいことを言われ、身を引くより早く、琴音はソファに押し倒された。

　

　

　強引に服を剥ぎ取られた琴音は、ダイニングの椅子に座り、身を緊張させる。

　身に付けているのは、肌を覆う面積が極端に少ない、総レース仕立てのブラジャーとＧストリングのショーツ。あとは、目を覆うネクタイだけだ。

　鏡に映すのもはばかられるほど、いやらしい下着で一日過ごす。しかも目隠しをしたままで。――そんなお仕置きが開始されて二時間。早くも音を上げたくなってきた。

「こ、怖い……です。なんか、壊しそうというか」

　昼食として作られた料理を口元に運ばれ、恐る恐る食べるが、緊張で味がわからない。

　匂いからしてポタージュスープにパン、オムレツなのだと思うが、目が見えないと、舌までおかしくなるようで、柔らかさはわかるものの、しょっぱさや甘さがさっぱりだ。

　なのに九乃重は、怜が置いていったワインまで開けてしまった。

　料理もワインも、全部、九乃重が口元に運んでくれるので、皿を落として怪我したりはしない。

　だが、少しでもこぼすと、すぐ肌に落ちるので、一口毎に、琴音はびくびくしてしまう。

「ほら、口を開けて。……そう。イイ子だ」

　唇に当てられたスプーンに、そおっと舌を伸ばし、舐め取り、呑み込む。

　お行儀が悪いが、そうするしか食べる方法がない。

「せめて、食事の時だけは、目隠しを外してください。……下着は、諦めますから」

　深紅という扇情的な色をした際どい下着で、真昼のリビングにいる恥ずかしさは、無視しようと思えばできる。だけど、見えないのは少し――いや、かなり不安だ。

　気配だけで恋人をわかれという事らしいが、それどころではない。

　九乃重が席を立つと、途端に、不安になりおろおろしてしまうし、近くにいると、どこに悪戯されるかと緊張してしまう。

　なにより、そんな倒錯的な姿が、九乃重に見られているかと思うと、いたたまれない。

「駄目。……ほら、口の端にオムレツがついてるぞ」

（あ、やっぱり卵の味だった）

　悪戯されたくなくて、急ぎ、オムレツの欠片を探し、唇を舌で舐め回す。

「エッロい眺めだな。……こんな姿を知られたら、もう絶対、外を歩けない」

　自分がそうさせたくせに、九乃重は意地悪なことを言う。

「じゃ、じゃあ、いりません！　もうお腹いっぱい！」

　側にいる九乃重の気配や熱に心が焦れて、空腹を感じる余裕もない。

「食べ物はいいか。じゃあ、ワインだな」

　かたんと物が動く音がして、テーブルからワイングラスが取られたのがわかる。

　それもいらないという意思表示で、頭を横に振ると、運悪く九乃重の手に当たってしまい、グラスの中身がばしゃりとこぼれた。

「っ、ひ……！」

　胸元から腹、脚の付け根に太腿と、冷たいものが一斉に伝い落ちる感触に背を反らす。

　見えないせいで、身体が、ひどく敏感になっている。

　しかも、かかったのは、ただの水ではなく酒だ。

　ワインのかかった場所は、熱いような、すうっと乾くような感じがし、そこから、じくじくとした疼きが肉ににじむ。

　下手に動けば、違う食器を倒してしまい、もっとひどいことになりそうだ。だから琴音は、身を竦ませるぐらいしかできない。

「随分、派手にこぼしたな」

　くくっと喉で笑い、九乃重が耳元に唇を寄せてきた。

「めちゃくちゃいやらしいことになってるよ。……琴音の胸や、腹に、赤ワインがいっぱい垂れてる。ほら」

　つうっと脇腹をなぞられ、びくっと震えると、ブラジャーの縁やへその窪みに留まっていた滴が、新たな筋を描きながら落ちる。

「んんっ、ん、ッ、……ふ、ぅ」

　琴音が耐えるたびに、つ、つーっと指が濡れ跡に触れ、違う場所に移動する。

　むず痒い感触に、たまらず琴音が太腿を寄せると、反動で爪先が宙に浮き、足の指がぎゅっと内側に丸まってしまう。

　それでも堪えきれず、肌をわななかせれば、九乃重が立ち上がる気配がした。

　やっとタオルが貰えると思うや否や、指ではない、もっと濡れて、生々しい感触が肌を這いだす。

「いっひゃ、……やあ、な、舐めちゃ駄目ッ、くすぐっ、た」

　身を捩るが、すぐ両手は捕らえられ、椅子の背後に固定される。

「ワインがもったいないだろ。……それに、あんまり動いたら、ラグに落ちるぞ。ほら」

　一見、まともそうなことを言うが、状況が全然まともじゃない。

　下着姿の自分の肌に、赤ワインがかかり、垂れたそれを九乃重が舌で舐め取っているのだから。

　しかも、わざと、感じる場所が避けられている。

　もっとちゃんと触れてほしい。この、むずむずとしたもどかしい感触をどうにかしてほしい。目隠しの下で、きつくまぶたを閉ざしながら、琴音は思う。

　なのに九乃重は、殊更に時間を掛けて、あちこちを気まぐれに舐めていく。

　足首からふくらはぎ、膝裏――と、なんでもないような場所でも、九乃重に触れられ、唇が寄せられると、すぐにそこが、鋭い性感帯となった。

「ンは、あ、や、……そこ、んぅ……ぁあ、あ……はぁ……あ」

　近づき、触れ、快楽に落ちかける寸前で止める。そんな焦れる愛撫を、ひたすら繰り返される。

　そうなるともう、頭は、触れる九乃重のことでいっぱいになり、他のことへの関心は曖昧に解け消えていく。

　震え、いやらしくくねり耐えるうちに、ワインの流れは、自ずと寄せた太腿の間に集いだす。

「いいのか、そんなに動いて。……ワインが、いやらしいところ全部に溜まって来てるぞ」

　わざと指を下着に引っかけ、乳房をあらわにさせると、とうに勃ちあがっていた乳首が男の口腔に吸い込まれる。

「っく、……ぅ、あ、ああ、あ」

　赤子のように夢中となって胸の尖りをしゃぶりながら、九乃重は琴音が感じやすい、横乳の部分を繰り返し指でなぞり、刺激する。

　もう無理だと、頭を振りたくり訴えても、まるで聞いてもらえない。

　ぴちゃ、と音を立てながら、ショーツどころか、その下にある茂みも濡らし、ワインの滴が秘部へ集う。

　胸から腹、そして膝頭と、気ままに肌を舐めていた九乃重の舌が、つうっと素早く太腿の付け根に至った。

　息を呑む琴音の脚に男の指が沈み、次の瞬間、勢いよく左右へ割り開かれた。

　留まっていたワインが、一気に放流され、愛撫にほころんだ秘唇を濡らす。

「んっ、ぅ、あ……ぁ！」

　敏感な粘膜に酒が染み、熱く気化していく感触に身悶えれば、ワインと一緒くたになった愛蜜が、椅子の座面をはしたなく濡らす。

　お漏らししたような恥辱的な感触に、琴音は全身を朱に染めながら身悶えた。

「ああ、これはだめだな。取ってしまわないと」

　興奮に上ずった声が鼓膜に響き、そんな所からも快感を拾ってしまう。

「や、律、さん……」

　必死になって脚を閉じようとしても、力で敵うわけがない。

　外科医らしく器用な指先が、ショーツを留める横のリボンを容易く解き、濡れた布を奪い、フローリングの上に捨てる。

　ベリーや紅茶を思わせる、重く気品のあるワインの香りが漂い、次いで、生々しい愛蜜の匂いが絡み、広がった。

　脳髄を蕩かすような、ねっとりとした淫靡な芳香に、九乃重だけでなく、琴音までも唾を呑む。

　いやらしさに震えていると、突然、九乃重に椅子の上へ上げられた。

　今まで下着によって閉じ込められていた秘裂が、あられもなく暴かれ、そこにワインが流れ込む。

「ふ、あ……、やああ、あつ、い」

　秘部を炙る熱に悶え、ぼんやりしながら訴えるが、九乃重は止めようとせず、琴音の足首を掴み、椅子へ固定したまま、秘部の様子を子細に述べだす。

「美味そうだな。……かわいくピクピク震えているのに、こんなに開いて、いやらしく照り光っていて。ほら、ここなんか、もう、皮が剥けそうだ」

　つぶさに観察し、表現されると、目で見るより卑猥に聞こえて、いたたまれなさが一気に募る。

「見ない、で」

　刺さる視線の熱さに悶え、かすれた声で願う。

「無理だな。こんなに綺麗で……たまらなく愛おしいものを見るなだなんて」

　うっとりと甘い声で囁き、九乃重は、濡れる秘裂に舌を触れさせた。

「ヒッ……ッく、ぅ、ふ……ぁあ、あ、ん」

　ワインも蜜も一緒くたに吸い上げる。かと思えば、舌先を使って秘裂の花弁を揺らし、ぐちゅっと淫孔にそれを押し込む。

　咀嚼に似た音が下肢から響くたび、舌が縦横無尽に動き、女の秘部のすべてを味わう。

　舌に絡んだ酒は、そのまま蜜壷へと塗り込められ、酔ったように全身が熱くなっていく。

　一息に吸い込まれた淫芽は、男の口腔でつるりと皮を落とされ、剥き出しの秘玉は彼の口腔で執拗に舐め転がされた。

「い、あああ、あ、ああああん、んあ、は……あっ、ああ」

　神経を直に舐められているようだ。刺激が強すぎて正気が保てない。

　痛むほど足指を内へ折り曲げ、快感をやり過ごそうとするが、どうにも無駄で、琴音の身体は、琴音の意志に関係なく、際限なく感じ、達していた。

　もう、快楽に酩酊しているのか、酒に酩酊しているのかもわからない。

　落ちないように椅子の座面をしっかりと掴み、背を反らしながら、喜悦の波に抗うだけだ。

「や、もう……欲し、い」

「なに？　風呂にでも入りたくなったか？」

　なにを求めているかわかっているくせに、そんな意地悪なことを言う。

　だから琴音は手を伸ばし、九乃重の頭にすがりつき、這う這うの体で訴える。

「律さんが、欲しい、の。顔を見て、欲しいの。好きな人の全部……ちょうだい」

　恥ずかしいとか、告白はきちんととか、そんな常識はどこかへ飛んで、壊れたように惚れた男をねだり求める。

「律、律でいっぱいになりたい。貴方に抱かれてるって目で見て記憶に焼き付けたいッ、の」

　乳房の間に埋めるようにして、男の頭をかき抱いていると、九乃重が降参と笑った。

　バックルを外す音がして、身体が軽々と九乃重に抱えられる。

　木にしがみつくコアラみたいな体勢にうろたえ、相手の肩に顔を擦り付けると、やっと目隠しが取れて落ち、自分を翻弄し支配する男の顔が見えた。

　瞳と瞳が重なり、一秒も待てずに唇も重なる。

　息をつかせぬほど激しく求め、琴音を舌で酔わせながら、九乃重がもどかしげに避妊具の封を切って、己の欲望へ纏わせる。

　皮膜を持つ手が根元まで下りるが早いか、九乃重は琴音を力強く抱き上げ、いきり立つ雄根を秘裂に埋めた。

「ッ……！」

　挿入の衝撃で昇り詰め、身を反らす琴音を抱えたまま、九乃重が悠然と歩きだす。

　一歩毎に、埋もれた肉棒の先が子宮口を叩き、腹奥が弾ける愉悦に襲われる。

「あっ、ん、あぅ、んぅ……、ひっ」

　歩みごとに漏れる声が、リズミカルに跳ね響く。

　汗とワインと結合部から漏れる淫汁を、フローリングに転々と落とし、淫らな足跡としながら寝室へ至ると、もう、我慢できないという風に、九乃重は琴音をベッドへ押し倒し、そのまま激しく抽挿しだした。

「琴音……、こと、ねっ、好きだ。好き、だ」

　繰り返しながら、思いの丈をぶつけるようにして、九乃重が全力で隘路を穿つ。

　じゅぷじゅぷ、ぐちょぐちょと、淫汁を掻き出し、泡立てる粘着音を派手に響かせ、内部で充溢する襞をこそぐようにして、ごりごりと剛直が往復し続ける。

　秘処を目一杯に広げ、根元までズブズブに押し込んでいても足りないのか、はっ、と激しい呼気を漏らし、九乃重は琴音の膝裏を取り、ぐいと押し上げる。

「んぐっ、んんっ、ああ、やああッぁぁっ」

　振りたくる頭の横に膝が来るほど、丸く折り畳まれると、もう駄目だ。

　身体中が性器になってしまったように、穿つ部分だけに意識が集う。

　大きすぎるそれが、琴音の子宮を押し潰す勢いで埋め込まれた途端、ぶしゅっ、と子宮口から蜜が吹きだされ、結合部からほとばしる。

　抉るものを咀嚼するみたいにして媚肉がうねり、限界を超えて呑み込もうとする。

　吐精をねだる女体の動きを振り切りながら引かれた腰が、返す動きで打ち込まれ、互いに下生えを絡ませながら肌へと擦り付けられる。

「ンンンっ…ッ、やぁ、らあ、ああ、んんぅ、はあ、ああ」

　浮いた足の先がぎゅっと内側に折れ曲がり、苦痛に歪んだ顔を取り繕う理性さえなく、琴音はもがく手を九乃重へ伸ばし、首を捕らえてすがりつく。

　はち切れんばかりに膨らんだ乳房が、尖った乳首ごと男の胸板で押し潰されると、さらなる愉悦の波が押し寄せ、腹の奥がきゅうきゅうと引き絞られた。

　苦しいほどの快楽に溺れ、我を忘れた子犬のような喘ぎの合間で、必死に名を呼び訴える。

「もう、だめ、もう……や、律、律ッ、と、一緒、達きたいぃッ」

　理性もなにもない、ただ、つがいを求める欲求を剥き出しにしながら目を閉じる。

　すると、見るよりまざまざと、自分を犯す男の形が思い知らされた。

「ぐっ、……ぅ」

　爛れた果肉を滅茶苦茶に掻き回していた九乃重が、限界まで腰を密着させて呻く。

　ごりっ、と内部が抉られる音が脳に響き、次の瞬間、頭の中が真っ白になる。

「ふぁあああ、あっ、ぁ……、ぁ！」

　びくびくと、陸に打ち上げられた魚のような動きで身をのたうたせ、琴音が達する。

　男のものを限界まで受け入れた膣が痙攣しながら収縮し、亀頭をねっとりと包んでいた子宮口が、淫らに鈴口へと吸い付いた。

　激しい抽挿でめくれ上がった陰唇が、舐めるようにちろちろと震え、肉竿をくすぐり絞る。

　慎みもなく、ただ心が求めるままに身体が男を貪っていく女体を、淫欲に打ち震えながら、九乃重が穿つ。

「ぁ、ッ、……琴音ッ」

「律、さ……、律、好き、だいす、き」

　腰骨同士がぶつかる鈍痛すらも快楽としながら、琴音は絶頂ごとに九乃重の名と好きを繰り返す。そして九乃重もまた、奥処へ至るごとに、琴音の名を呼び、好きだと繰り返し続けた。

　やがて世界がどろどろに溶け、お互いの存在以外、なにもかもがどうでもよくなるほど淫悦に溺れ、求め、奪い、与えあい、そして、二人同時に動きを止めた瞬間。

　激しすぎる絶頂に身を灼きながら、九乃重が精を吹き零した。

　勢いよく吐き出された白濁が、爛れ、密着しきった子宮口と亀頭の間で膨らみ爆ぜる。

　意識を失うほど強い多幸感に呑まれながら、琴音はうっとりと九乃重に微笑みかけ、すべてが満たされた様子で身体を弛緩させた。

　目を閉じ、呼吸を整えていると、喘ぎすぎて声もでない琴音の唇に、九乃重が甘い口づけを落とし囁いた。

　――誰より、なにより、愛していると。

　

　

　声も出せないほど激しく交わり、絶頂の余韻に身を委ねて一時間後。

　幾分か緩やかになった鼓動を心地よく感じながら、琴音はふと口を開いた。

「なんだか……私、呪われた気がします」

　そういうと、琴音が意識を取り戻すまで身を寄せ、ずっと見守ってくれていた九乃重が、悪戯っぽく脚を絡めてくる。

「またマグロか？　なら、喜んで否定させてもらうぞ」

　子どもをからかうようにして、鼻先やおでこをつつき言われ、琴音はわざと唇を尖らせる。

「もう。……違いますよ」

　出会いのきっかけになった酔っ払いの戯れ言に、柔らかな笑いを漏らし、九乃重の肩や胸をつつきまわす。

　恋も、セックスも、充分味わった後に、マグロはない。

「マグロでなくて」

　じゃれついてくる九乃重の手首を取り、指を開き、自分の唇に、男の手の平を当てながら、琴音は悪戯っぽく笑う。

「私、律さんから、一生、離れられない呪いにかかっちゃったみたいです」

　どうしましょうと横目で相手に問うと、彼は肘をつき、琴音の裸体を優しく抱き寄せながら引き取った。

「その呪いは解いてやれないな」

　妙に、子どもっぽい――それだけに無垢で純粋なキスを額に落とし、九乃重が告げる。

「俺はもう、二度と琴音を手放せない。離れて暮らせる気がしない」

　言うなり、胸に抱いた琴音に己の鼓動を聞かせながら、九乃重は甘く囁いた。

「俺は、琴音を愛している」

「私も、律さんを愛してる」

　死すらも分かつことができない思いを示すように、互いの手指を絡め、ついばむみたいなキスを繰り返す。心の底から、この人が好きだと実感しながら。

　そうやって、死んでも解けない愛の呪いへ飛び込んだ二人は、一生、幸せの沼から出て来なかった――。






あとがき







　こんにちは華か藤とうりえです。

　ご縁がありまして、『濃蜜ラブルージュ』様で、お話を書かせて頂くことになりました。機会を頂けて、とても嬉しいです。

　

　今作は、四年間付き合っていた彼氏から、別れを切り出されて落ち込み、飲み過ぎたヒロインが、ひょんなことからお客様である医師に拾われ……と書くと、普通に見えますが、一言にするなら『マグロの呪いに関わる男女の悲喜こもごも』です。

　もっとぶっちゃけるならば、ヒーローである九乃重が、見栄を張らずに、コンビニでアレを買っていれば、即終了だった話な気がしてなりません。

（やるとこまでやっちゃって、告白すればよかったのでは……と）

　ですが、それだと話が終わってしまうので、マグロに関わる誤解で、両片思いといいますか。ヒーローの片思いが続くという展開になりました。

　お楽しみいただけましたら、幸いです。

　

　イラストは駒こま城しろミチヲ先生にお引き受け頂きました。ありがとうございます！

　駒城先生と組ませて頂くのは二度目ですが、九乃重をセクシーで、理知的で格好いいヒーローに仕上げていただいて、本当に嬉しかったです。

　ヒロインの琴音もかわいい上、お尻が触りたいほどの質感と魅力の形状で、ラフの時から、ヤバい、ヤバいと変なうわごとを繰り返していました。

　そんな二人に、マグロマグロ言わせて、ごめん……。と今、思ってます。

　最後になりますが、編集様、装丁および題字のデザイナー様、そしてなにより、この本を買って下さったあなたへ、最大の感謝を込めて。

　ありがとうございました。

　願わくば、またどこかでお会いできればと思います！





華藤りえ
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